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「うっひょー、超カワイイじゃん。俺とつきあわねー？」

「オレは男だっ。どこに目つけてんだ、このボケ！」

　なれなれしく肩に手をかけようとしてきたガクランのカバみてェな男に、ガシッとヒジ鉄を食らわせ、振り返りざまゲシゲシッと連続蹴りを浴びせかけた。

「どこのガッコか知らねーけど、今度から相手見て声かけろ。バーカ」

　たったそれだけの攻撃でキュウと伸びてしまった見かけ倒しなヤツの上を、ケッとまたいで、オレは川沿いの道を歩いていった。

　今日も秋晴れ。

　おー、宝塚たからづか大劇場がキレイに見えてんな。

（それにしても）


　さっきのカバはどこのバカだ？

　このオレに——ここらへんで青楓せいふう高の香坂こうさか明良あきらといやぁ、ちーっとは有名なはずだ——声かけてくるとはイイ度胸じゃねーか。ま、昔はそんなヤツもイッパイいたけど。

　オレは橋の上で立ち止まって、川に映る自分の姿をながめた。

　短ラン。

　思いっきり逆立てた短髪（は髪質が柔らかいんで、ケッコウ毎朝苦労だ）。

　ついでに、背も短いっつーか低い。

　おまけに、顔は…。

「………」

　…カワイイ。

　さっきのカバの言ったとおり、それも〝超〟がつくほど。

「はあ——っ」

　そこまで、今さらながら最悪な事実を確認して、オレは大きくため息をついた。

　そうだ。

　ぜんぶ、この外見が悪い！　

　このクソカワイイ見かけのせいで、中坊のころから誘ってくるヤツ、手どころか×××まで出そうと（いや、入れようか？）するヤツ、数えきれず。ソイツらを、顔のわりに気の強いオレは「ナメんじゃねェ！　このボケが！」となぎ倒し、踏み倒し、ドツキまくり……しているうちに、気がつくと攻撃的＆破壊的＆直情的ヤンキーになっていた。

　環境による性格形成ってやつだ。

　高二になった今じゃ、ここらへんでオレに手を出そうなんて根性のあるヤツは、ほとんどいない。…ま、たまにゃあ、さっきみたいのも出没するけど。

（イマイチ、短ランってのが迫力ねーんかな。いっそ長ランにするか……つっても、ハヤんねーし、だいたい、このガタイじゃ似合わんよなー。うううっ、せめてあと五センチ…一七〇は欲しーぜっ）

　牛乳一リットルサイズ一気飲みも、ひそかにバイトして買った「不思議なほど背が伸びる！」ぶらさがり健康器も、お試し済みなオレに、もはや努力の余地はない。

　こうなると、生んだ親をウラむしかなくて、

「…オレが腹ん中にいるとき、ミニラの映画かなんか見たんだ。ゼッタイ」

　とかワケのわからんボヤキを発しつつ、オレは『シェ・トア』と金文字で書かれたドアを押した。







「たっだいまー」

「このバカ息子！　どこをフラフラほっつき歩いてんのよっ」

　そして、そのオシャレなドアを入り、三歩も歩かないうちに、罵声＆キョーレツ足蹴りがオレめがけて飛んできた。

「イッテーだろッ。ハイヒールで蹴るなよなっ、母ちゃん」

「るさいッ。バイトの約束すっぽかしたアンタが悪いっ。それに、母ちゃんじゃなくて、『十朱子とあこ』さんって名前で呼べって言ってあんでしょッ」

　ミニラの映画を見た（←と決めつけている）生みの母親にどなると、それ以上の怒声が返ってきた。…ったく、口の減らない暴力女だな。

「すっぽかしたわけじゃねーって。居残りだったんだ」

「居残りィ？　今どきィ？　ま、バカだもんねー、アンタ」

　オレを指さし、その悪い頭の製造元は、大口開けてカラカラと笑った。

「…おかげさんで」

　オレは、こめかみをヒクヒクさせて引きつった笑いを浮かべた。

（…親でなけりゃ、今ごろ、蹴り入れてボコボコにしてるとこだー！）

　モチロン、心のなかで叫んだのは言うまでもない。

　このオレのケンカっぱやい性格ってのも十朱子のせいだと思う、ゼーッタイ。だって、考えてみりゃ、ガッコでヤンキーどもと「ザケんじゃねェ！　オラァ！（バキッベキッ）」ってやり始める、ずーっと昔から、家で十朱子と「明良！　また菓子取ったね、夕飯抜きだよっ（バシッ）」「育ちざかりなんだからしかたないだろっ（ドカッ）」ってやってたよーな気がする……。

（遺伝による性格形成、ってか）

　美しくもない思い出にひたっていると、十朱子が言った。

「とにかく二階うえ行って着がえといで、明良、帰ったんなら、手伝ってよ」

「でも、べつに客いねーベ」

「来てからじゃ遅いってーの。十一月は、もうクリスマス商戦まっただ中よ」

　オレん家ちは、じつを言うと……宝石店なんだ（笑うなっ）。

『シェ・トア』っていう。

　ここ、阪はん急きゅう宝塚駅近くに店をかまえてて、関西じゃケッコウ有名。

　で、ついでに言うと、オレんとこは母子家庭だ。

　父ちゃんはオレが幼椎園のときに死んじまって、以来、十朱子は店をやりながらオレを育ててきた。女手ひとつで高校にも行かせてもらったわけだし、メッチャ感激雨あられ！　…ってこたぁマサカないが、感謝してる。口ではなんて言ってても。それで、店を手伝ったりもしてるわけだ。

（…ま、バイト代のためっつーのもあるけどさ）

　部屋に行って短ランをスーツに着がえ、下りてくると、十朱子が店の一番奥にあるショーケースを閉めようとしていた。

「なんで？」

　オレは、聞いた。

「これから客来んのに。一番高いやつだろ？　それ」

「だからよ」

　十朱子子は、答えた。

「ここんとこ、〝見せ〟の宝石中心に狙う泥棒ドロボーが出るらしいから」

〝見せ〟の宝石ってのは、その店が客引きや箔づけのために飾ってる、ベラボーに高い石のことだ。ン億円のダイヤとか、ン十カラットのエメラルドとか。

　で、ウチはキャッツ・アイなんだなー。

　キャッツ・アイつーのは、光を当てると線が出る猫の目みたいなアメ色の石だが、そいつが四億円と知ったときゃ、ぶっ飛んだもんだ。

　だって四億だぜ、四億！

『オイオイッ、マジかよ!?　こーんな石っころが、四億ゥ!?　だって、そんだけありゃ、オメー、来来軒ライライケンの特製チャーシューメン、朝昼晩朝昼晩と每日食ったって……オオオッ、ヒヒ孫の代まで食えるじゃねーかッ！』

　って、数学なんかマジでやったことのねーオレが、シッカリ計算しちまったもんな。

「……ほら、これ見て、明良。こないだ『菊池きくち宝石店』から盗まれた、キャッツ・アイのリングの写真」

　まぶたの裏に山盛りチャーシューを思い浮かべていると、十朱子がそう言って、新聞を広げてみせた。

「へー、珍しいな。赤いキャッツ・アイか」

　つきあいでそんな感想など述べてみたが、赤かろーがアメ色だろーが、オレにとってはチャーシューメンの山でしかない。

「そう、珍しいし、デザインもいいのよ。とりまきの角型バゲットダイヤだって豪華だったしさ。泥棒にくれてやるなんてウウッ、もったいないッ。ウチも気をつけなくっちゃ。この泥棒、キャッツ・アイが好きみたいだから。それで、名前も『キャッツ・アイ』だって」

「なんだ、そりゃ？　アニメの見すぎかァ？　バッカじゃねーの」

「そーよねェ！　だけど、バカに宝石盗まれりゃ、大バカだからね」

　ケッ、十朱子は言ったが、それから続けてケケケッと笑った。

「だったら、ヤッパ、あの『ジュエリー雅子まさこ』のオヤジは大バカモンだわ！　ゴーッソリ、ヤラレてやんのォ。ま、宝石自体は盗まれたって保険があるから損はしないけど、店の信用はガタ落ち。あー、あのクソオヤジがどんな顔してるか、見てやりたいーっ」

『ジュエリー雅子』つーのは、ウチとは犬猿の仲の宝石店だ。

　十朱子は、しょっちゅう、やれ気に入りの石を持っていかれただの、やれウチの顧客を横取りしただの言って、怒ってる。

　宝石業界ってのはケッコウ狭いもんなんだ。『ジュエリー雅子』は東京の店だが、石の買い付けやオークションでよく顔を合わすらしい。で、そのオヤジと十朱子のカンケーはワン公とエテ公ってわけ。

「だいたい、名前が気に食わない」

　エテ公十朱子が、フンッと鼻息を荒くして言った。

「『ジュエリー雅子』なんて！　きっと、恋女房の名前からつけたとかナントカ言うのよ。あ〜っ、　サブ〜イッ」

「べつに、そこまで言わんでも…」

「なによっ。明良、アンタ、あのオヤジに味方する気っ……ン!?　ンンンン？」

　ついワン公オヤジをかばってしまったオレに食ってかかっていた十朱子が、急に、身をのりだしてオレの顔をジジーッと見つめたおした。

「な、なんだよォ。よせよ、十朱子」

　オレは、十朱子に至近距離に寄られるのが苦手だ。

　ほとんど同じ身長だから、ハイヒール履いてるぶん十朱子のほうがデカクなっちまうし、なにより…その顔がイヤなんだ。

　十朱子とオレは、クリソツなんだよ。

　ってことは、この目の前にある顔がそのままオレの顔ってわけで……つーことはつまり、オレもこんなパツチリ二重の、マッチ三本は乗るんじゃねーか？　みたいな長ーいマツゲ付きのデッケー目ェしてて、口なんか小さくてキュッと両端が上がってて、死んだ父ちゃんが「思わず、食べたくなっちまった」って言ってプロポーズしたサクランボみたいな唇してるってことじゃねーか！　

　男に「思わず食べたくなった」なんて言われてみろっ。オレはトリ肌…サメ肌…ワニ肌立つぞっ！　そのうえ、まかり間違って「思わず食べちゃった♥食べられちゃった」ぬゎんて事態におちいってみいッ。ソク、自爆しちゃるわッ！　

「ゼェ、ゼェ」

　頭のなかの妄想シミュレーションで疲れきって、肩で息をするオレの頭を、十朱子はギューッと押さえつけた。

「なによ、この髪！　ちゃんとしなさいっ」

「ダァーッ、やめ…やめいっ。立てるの、苦労したんだぞッ」

「るさいッ。なんでスーツにライオンヘアなんだよっ」

「だから、そのスーツだってオレは着たかないっつーの！」

　そこを百歩譲って、着てやってんだぞっ。さらに、この顔からツンツンヘアを取られてみいっ。ヤンキーどころか坊っちゃん…うんにゃ、嬢ちゃんにしか見えねェだろーがっ。

「放せーっ、十朱子！」

「往生際が悪い！」

　必死こいて十朱子の手をどけたが、もう手遅れ、コシのない髪は地球の重力に引かれてヘロヘロとオレの額に落ちてきた。

　オレは、ブチッ、と切れた。

「…ザケんなよ、この暴力女ッ！」

「なによッ、ヤル気!?」

「アアッ、ヤッてやろうじゃねーかッ。親だって手加減しねーからなッ！」

「上等じゃないッ！　ハンッ、ついこないだまで鼻水たらしてたガキが！」

「ナンだとォォォ!?」

　オレはガシッと十朱子の胸ぐらをつかんだ。十朱子も、ババッとオレの両えりを取った。

　いざ！

　母子タイマンの開始か!?

「————こんにちは」

　と思われたとき、しかし、だれかの声がした。

「——いらっしゃいませ」

「——いらっしゃいませェ」

　そのとたん、ヤンキー母子から一八〇度転換、品行方正な宝石店の奥さま＆坊っちゃまにチェンジしたオレたちである。

「あらぁ、これは山下やました夫人。今日はどういったものをお探しで？」

　上客の老婦人に、十朱子が甘くつくった声でたずねた。

「いえね、近くまで来たものですから、なにか出物があればと思って寄らせてもらったんですのよ。ところで、さっきはなにをしてらっしゃったのかしら？」

「ちょっと母子のコミュニケーションを……オホホ、オホホホホ」

　必殺オホホ笑いを連発しつつ、じつは十朱子の攻撃はまだ続いている。客に見えないショーケースの下で、オレの足をギューッとハイヒールのかかとで踏んでいるのだ。

（これは、はやく最高級宝石が入ったボックスを持ってこいってサインだな。ま、ここは一時休戦にするか）

　オレは、ＯＫの返事代わりに十朱子の足をゴンッと蹴って、ボックスを取りに行った。

　その中には、アレキサンドライトが入っている。

　アレキサンドライトってのは、太陽や蛍光灯の下だとグリーン、白熱灯の下だとレッドになる変わった石だ。オレに言わせりゃ、「ガキんときにあった見方によって色の変わるシールとどこが違うんだ、オラァ」ってなもんだが、ま、これもメシの種メシの種。

「こちら、昨日入ったばかりのお品でございますのよ」

　オレからボックスをひったくった十朱子は、さっそく山下夫人にアレキサンドライトをすすめた。

「でも、わたくしには派手じゃございませんこと？」

「あらぁ！　ちーっとも！　やっぱり、こういった鮮やかな色のお石は、色の白い方にしていただきませんとぉ」

　たしかに、山下夫人は白い……髪が。

（そのぶん、顔は色黒じゃねーか）

　心のなかで付けたすオレを、十朱子が「アンタも協力しろ」とデッケー目でにらむ。

　メシ種のため、オレはとっておきの営業スマイルを浮かべて言った。

「よく、お似合いですよ」

「まあ…本当に？　明良くん」

「ええ。十はお若く見えます」

　ニコッ♥

　そして、このハートマーク付きニコッ（自分でやっててウゲーッだぜ）が効いたのか、山下夫人はそのド高いアレキサンドライトを買っていった。

　宝石店の客なんて、だいたい女だから、男のオレがすすめたほうが効果的なんだよな。十朱子が、オレに店、手伝わせたがるわけだ。こりゃ、バイト代はずんでもらわにゃなんねーなァ。

「ありがとうございました」

「ありがとうございましたァ」

　並んでお辞儀をして山下夫人を見送り……顔を上げて目が合った瞬間、ニカッ、とオレたちは笑いあった。

「よかったな！　十朱子」

「ほーんと！　あのアレキ、仕入れたのはいいけどバカ高すぎて、どうしようかと思ってたやつだもんねェ。エライッ、明良、よくやった」

「じゃ、バイト料アップしてしてっ」

「ウム、よかろうぞ」

「ありがとうごぜ〜ますぅ、お代官さま〜」

　ふざけながらガシッと腕を組みあって……ン？　なんかオレたち、さっきまでケンカしてたよーな気もするけど、ま、いっか。頭悪ィし、昔のことなんか、覚えてらんねー。イイことがありゃ、そのまえのヤなことはソク忘却の彼方。そうやって、母子二人、世間の荒波のなかをスイスイスイって泳いできたんだから。

　オレたちは明るくたくましい似た者ヤンキー母子なのだ。外見と中身のギャップが激しいっつーのも、おんなじだし。

「——あら、いらっしゃいませ」

　そのとき、ドアにむかって立っていた十朱子が声をあげた。

　どうやら客ってのは、来るときは連続して来るもんらしい。

「これは、まぁ…神崎かんざきさま！」

　十朱子が続けてそう言うのと、オレが振り向くのとは同時だった。

（神崎？）

　オレの目の前に、年のころなら四十二、三のオヤジ…じゃねーな、これは〝オジサマ〟ってシロモンだよな…が立っていた。

　マジでバカ高そうなスーツ。

　口ヒゲなんかシブクはやして。

　そのうえ日本人ばなれしたスラリ長身、ときたもんだ。

（女とっかえひっかえ色魔…）

　これは、オレがそのカッコいい〝オジサマ〟（ウウッ、この言葉もウゲーッだぜ）に付けているアダ名だ。

　最近よくウチの店にやってくる上得意客で、どっかの社長とかナントカ。で、来るたんびに違う女を連れていて、ソイツらにン百万の宝石をポンポン買ってやってる。

　このまえは乳バーンの巨乳女で、そのまえはパツ金の外人ネーチャンだった。

（今日は、どんな女だァ……ありゃ？）

　オレは意外な気がした。

　今日の連れは……男だ。

　神崎の後ろにいてよく見えないが、ソイツもかなりの長身。一八〇あるんじゃねーか？　オレと同い年くらい…つーことは、息子か？

「やあ、十朱子ママ。今日もキレイだね」

「あらぁ！　イヤですわぁ、神崎さまったら。お世辞ばっかり」

　神崎が十朱子に近づいて話しかけ、十朱子はブリッコポーズでイヤイヤと身をくねらせた。…このヤンキー女の正体を知ってるオレにとっちゃ、ブキミだ。

「いやいや、お世辞じゃなく本当に。とても、こんな大きな息子さんがいるとは思えない」

　神崎がこっちを見たので、オレはニコッと笑ってみせた。メシの種だ、メシの種。

「こんにちは、明良くん」

「いらっしゃいませ」

「きみもあいかわらずキレイだね。そう…きみにはルビーが似合いそうだ。その白い肌を、赤いルビーで飾ってみたいものだよ」

「………」

　オレは、ただ笑っていた。

　白い肌に赤って……そりゃ、オメー、流血惨事だ。そんなんになりたかったら、そこらのヤンキーにインネンつけてみたらいーべ？　金持ちの考えることは、よーわからん。

「それで、神崎さま。今日はどのようなお品をお求めで？」

「いや、この子に」

　そこで十朱子が声をかけ、神崎が連れの男を振り返った。

「ネクタイピンをと思ってね。そろそろ、ちゃんとした物を身につけさせてもいいだろう」

「まぁ、さようでございますの。ではすぐにお持ちいたしますので、しばらく、応接室のほうでお待ちくださいませ」

「では、そうさせてもらおう……来なさい、マサト」

「…ああ」

　十朱子は応接室へ案内する係、オレはショーケースから品物を選んで持っていく係。

　それぞれの役割を果たすため、オレたちは反対方向にむかって歩きだした。

　十朱子がオレの横を通り過ぎ、続いて神崎が、そして最後にマサトとかいうヤツと擦れ違った——。

（…!?）

　——瞬間。

　ドンッ、と胸に衝撃が来た。

（なんだァ!?）

　通り過ぎざまパンチをたたき込みやがったかッ!?　と一瞬相手をにらみつけたが、よく考えてみりゃ、そんなことあるはずねェ。

　事実、押さえた胸はもう痛くもかゆくもなくて、結眉その〝ドンッ〟は何だったのかわからずじまいだった。

　それにしても。

（デッケー、アイツ…）

　擦れ違った感じじゃ、一八二はあるな。

　それに顔も今シッカリ見ちまったけど、カッチョイイじゃねーか。長めの硬そうな髪も、ギュッと引き結んだ口も、太い眉毛も切れ長の目もよ、男らしいっつーか男キワめてるっつーか、ありゃ、男の美人さんだ美人さん！

　とくにあの目が……なんってーか、やたら輝きの強い…宝石だったらテリ・・が強いっていうんだけど…目なんだよな。キョーレツな何かを感じさせやがる。

　くそっ、オレにとっちゃ、ウラヤマのシイの木みたいなヤローだぜ。

（ヤッパ、カッコイイ父親からはカッチョイイ息子ができるんか？　…でウチは、カワイイ母親からカワユイ息子が生まれたってかよ。そりゃメーワクってもんだ）

　とか思っていると、ドゴッとむこうずねに衝撃が来た。

「イッテー！」

　これは気のせいなどではなく、その（外見だけは）カワイイ母親が、戻ってきてオレの脚を蹴飛ばしたからだった。

「…だから、ハイヒールで蹴るなよっ」

「るさいッ。いつまで待たせる気よっ。トットと持ってこんか、このバカ息子」

「十朱子、テメー、ひとが下手したてに出てりゃァ」

「下手ェ？　アンタのどこが下手よ。あー、ヤだねーっ。バカだから下手の意味もわかんないでやんのォ。このバカ息子、バカバカァ」

「なんだとォ！　このバカの製造元っ。こないだ客に『シェ・トアっていいお名前ですわね。フランス語で〝あなたの家〟って意味だったかしら？』って聞かれて、『そうなんですの、オホホ』とか笑ってたけど、テメーにおフランス語がわかってたまるかっ。そりゃ、テメーが自分の名前トアコからつけただけだろーが！　この、バカのうえに目立ちたがり女っ」

「アタシの店にアタシの名前つけて何が悪いってんだよッ」

「開き直りやがったなァ！　客にテメーの正体バラしてやろーかッ」

「ハンッ、上等じゃない！　やれるもんならやってみなッ」

「アアッ、やってやろうじゃねーかッ。客にテメーのヤンキー女ぶりブチまけてやる！」

「アタシだって、アンタがヤンキーだってバラしてやる！　そうしたら客なんか来なくなって店つぶれて母子二人路頭に迷って、それで……」

　シ——ン。

　怒涛のように叫びあっていたオレたちは、そこで、急に黙りこくった。

　やがて、どちらからともなく手を伸ばしてポンポンと肩をたたきあった。

「…も、やめよ、十朱子。これじゃ傷口エグエグだ」

「…そだね、明良。運命共同体だもんね、アタシたち」

　そして、それから二人して応接室へ向かったわけだが、じつは、その部屋でオレたちはとんでもない光景に出くわすことになるのだ。

「まぁ、神崎さま。お待たせして申し訳ございま……。！」

　応接室のドアを開けたとたん、十朱子がそこで言葉を止めた。

　ついでに足のほうまで止めたもんだから、すぐ後ろをついていっていたオレは、十朱子の背中に食いつきそうになってしまった。

「アッブねだろ、なんで急に……。！」

　オレもそこまで言って言葉を、切った。

　だって、十朱子の肩越しに…見ちまったんだ。

　応接室のなかのマジとんでもねー世界を。

　部屋には、さっき十朱子が二人を案内したとき持っていった宝石が少しあったんだが、それを見ながら、神崎が、

「やはりおまえにはサファイアが似合う、マサト」

「よせよ…神崎さん」

「ほら、顔を上げて。ああ、いいね。じつに…美しい！」

　たら言ったかと思うと、こっち向いて座ってるマサトの体をガバッと抱きしめ……。

「チュ♥」

「やめろってば」

　……チュ？　

（チュって…チュって……なに？　な、に、しちゃってんの？　コイツら…）

　ちょー信じられねー事態に目も頭も凍りついたが、数秒後、バリバリバリッと一気に氷が溶けて、その事実・・・・がドーッと洪水のように押し寄せてきた。

（コイツら、キスしてやがる！　男同士でェ！　神崎さんって呼んでるんだから親子なんかじゃねーぜ、コリャ！　しぇ——っ、コイツら…コイツらっ、モ————ホ———だ————!!）

　モーホーだ。

　モーホだ…。

　ホモだ……。

「……ありがとうございました。あ…またのお越しを」

　つっ立ったまま石像と化していた十朱子は、さすがに神崎がゴールドカードでデッケーサファイアを買って帰るころには立ち直ってアイサツなんぞしていたが、オレは、まだ頭のなかで「ホモの洪水」が渦を巻いていた。

「また寄せてもらうよ、十朱子ママ。それじゃ明良くんも、またね」

　神崎がこっちを見て笑った。

（うっ…ホモの笑顔だ）

　悪ィが、オレにはとても笑い返す余裕なんかねー。

　神崎とマサトが並んで店を出ていく。

　マサトってヤツは、あんなトコを見られたのを、どう思ってんのか、なんとも思ってねーのか、ぜんぜんポーカーフェイスだった。

　そういやぁ…キスされてるときも無表情だったな。なんか、マトモそうでイイヤツみてェなのに。

（オメー、マサトよォ）

　オレは、車に乗り込もうとするマサトの後ろ姿に呼びかけた。

（なにが悲しゅーて、ホモなんかに…。オメーくらい顔よかったら、女よりどりみどりじゃん？　それを、あんな色魔オヤジの相手なんてよォ。おーい、今からでも遅くねェ、こっちがわに帰ってこーい。おーいおーい、マサトォ）

　チッセー親切デッケーお世話のオレの心の叫びは、当然その背中に届くはずもなくて、神崎＆マサトを乗せたベンツは、夕やみ迫る宝塚の街へと消えていったのだった。

「…も、店閉めよか。明良」

「…うん、そだな。十朱子」

　ヒョ——ッ、シャッターを下ろしに外へ出るとサブイ木枯らしが吹きぬけていった。

（ああ…トンデモナイ一日だった）

　終わりホモなら、すべてホモ。

　オレの頭のなかを、そんなワケわかんねー格言もどきがグルグル回っていた……。







「バッカ、ちげーだろ、合田あいだ」

「バカはオメーじゃ、香坂。これでいーの」

「そっかァ？　でも、まだ八位じゃん」

「あっあっ、へンなとこ押すな！　オメー、ここまでにすんの、大変だったんだぞー」

　最近、ダチの合田が珍しいゲームを手に入れた。

　ガッコにも持ってきて、ずーっとやってる。

　タマゴッチによく似たやつで、なんでも超限定販売の、三人組の歌手をオリコン一位のスターにまで育てあげるゲームだそうだ。

「よしっ、合田、次オレにやらせろ」

「あー？」

「なっ、いーだろいーだろ？」

「冗談はオメーの頭だけにしとけ、香坂！　これ手に入れんのに、どれくらい苦労したと思っとんじゃ、ボケ」

「苦労したのはテメーじゃなくて、並びにいった東京のテメーのイトコだろーが！」

「そのために拝みたおして、秘蔵の×××ビデオ二本やったんだぞー！」

「それって、あのパツ金ネーチャンのやつかァ？　ゲッ…マジィ？　信じらんねー。ゲームなんかと交換したんかよォ。この、マーニア」

「るせっ、ほっとけ」

「——オラ、静かにしろ！」

　そのとき、担任が教室に入ってきた。

「チェー」

「なんか今日、来んの早くねーか」

　オレたちも、ほかのしゃべくってたヤツらも、ガタガタと席に着いた。

「あー、今日は転校生を一人、紹介するぞー」

　教壇に立つと、熊くま 吉きち…じゃねー、そりゃアダ名だ…熊みたいにデッケー二年八組の担任、服部はっとりはそう言った。

　ザワザワと教室がざわめいた。

（転校生？　こんな時期に珍しいな）

　オレも、まあ人並みにはキョーミを引かれた。

「東京の学校から転校してきた、夏目なつめ雅人まさとくんだ……おい、入ってこい」

　熊吉がそう続けるのを聞いて、オレは思わずプッとふいた。

（なんだ、そりゃ？　昔むかーしの女優みてェだな）

　キョーミが人並みプラスαアルファに進化して、オレは教室の入り口を見つめ——そして、その美人女優と一文字違いのヤツがデッケー背をかがめるようにして入ってきた瞬間、オレのキョーミはプラス∞無限大にふくれあがっていた。

「アイツ…！」

　そう…だ。

　たしかマサトっていってたもんな。
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「なんだ、香坂、知り合いかァ？」

「あ？　まあ…な」

　オレのつぶやきを聞きとがめた合田に、あいまいに返事した。

　一晩寝りゃなんでも忘れるオレの悪ィ頭は、三日前のモーホなヤツのことなんかキレイサッパリ忘れはててたぞ。それが、今になって転校生だァ？　クラスメートだとォ？

「席は、香坂の横が空いてるから、あそこに……おい、香坂！　おまえ、夏目に教科書、見せてやれー！」

「ちょっと待て、コラ！　熊吉…」

　そのうえ、おトナリさんってか!?　オイオイ、マジかよー！

（チェ。せっかく最後列、窓ぎわ、トナリ空きの特等席だったのに）

　とか思っているうちに、ソイツはもうオレの横まで歩いてきていた。

　そして、ドスンと席に腰を下ろすと、

「…ヨロシク」

　こっちをロクに見もせず、ボソッとつぶやいた。

（ブアイソなやっちゃな。それにしても、座っててもデッケー）

　ついながめていると、ソイツが「ン？」といった感じでこっちを向き、今度はジーッとオレの顔を見つめた。

　もしかして気づいたのかもしんねーけど、べつにどうでもいーや。

「ホラ、教科書」

　机の中から置きっぱなしの教科書を取り出して、ポンと手渡した。

　一時間目なんてどーせ夢の世界だから、教科書なんかいらねー。あっちこっち乳バーンのネーチャンとかの落書きだらけだと思うけど、ま、ないよりゃマシだろー。

　じゃ、そういうことで……。

「……坂、香坂。いつまで寝てんだ。もう授業、終わったぞー」

「おー、そっか」

　合田に呼ばれて目を覚ましてみると、教科書はちゃんとオレの机の上に返っていた。

　アイツの姿は、なかった。

　夏目ってのは、とことんブアイソなヤツらしい。

　はじめのうちは、ヤツの顔に惑わされた女子どもがキャーキャー騒いでいたが、夏目のほうでまるで相手にしなかったせいか、そのうち人気も下火になった。

　男子のダチもできず…っていうか作らずだったんで、クラスのなかで孤立するようになって、今じゃ、たいていヤツは一人でいる。

　ま、本人はゼンゼン気にしてないみてェだけどよ。つーより、気にしてるのかしてないのかも、わっかんねー感じ……。

「なに？　香坂、夏目がどうかしたんか？」

「……あ？　いや」

　昼休み、中庭にポツンといる夏目を、教室の窓から見るともなく見下ろしていたオレに、合田が聞いてきた。

「なー、香坂と夏目って、マジでどういう関係なん？」

「べつに、どういう関係でもねーよ」

　あえて言うなら、

（ホモ現場を目撃したのと目撃された関係…）

　だが、オメー、そんなことは言えねーべ？

「そーなん？　また、オメーが昔ボコボコにしたヤツかと思っとった」

　そう言う合田に、オレは答えた。

「ブアイソすぎて、ケンカにもならねーよ」

「そりゃそうだ。だけどよ、アイツ、最近、女にも相手にされなくなってザマーミロって感じだよなっ？　顔よくて、オレらと違ってマジメ人間で、そのうえ女にモテモテなんて、ウラヤマにシイの木はえまくりじゃー！」

「ブサイクなツラしてわめくな、アホ。そんなだから女、できねーんだぞォ」

「オメーもだろーが！　あ、オメーはカワイすぎて、できねーんかなァ」

「なんだとォ！　オラ、コロすぞっ、合田！」

「あ、ゴメンゴメン。許されてェ♥」

「なんだ、そりゃ？　気色悪ィー」

　どうせまたゲームキャラのマネだろうが、ケツ振りながらハートマーク飛ばしまくっていた合田が、ふと、声を落としてつぶやいた。

「…だけど、ありゃ、マジでヤベー気がするなァ」

「なんだ？」

　その言い方が気になって、オレは聞いてみた。

「あー？　さっきの夏目の話だけどよォ。オメーはブアイソでケンカする気にもならねーって言うけど、そう思わねーヤツもいるぜ？　こないだよ、夏目のヤツ、大迫おおさこにぶつかっといて…つーより、ありゃ、大迫のほうがぶつかったんだけどな…シカトして行っちまいやがった」

「大迫か。タチ悪ィな」

「だろ？」

　大迫つーのは、四組のゴリラみてェなヤンキーだ。オレになにかとガンつけやがるんで、いっぺん、キッチリ勝負つけたろーとは思ってる。

「大迫のヤツ、スッゲー目ェして、夏目にらんでたぞ。ありゃ、ヘタすると、シメられるなァ……ま、夏目がボコボコになろーと、オレはかまわんがのー。ちょっとブサイクめがちょうどイイってツラだからなー、ありゃ」

「まぁな」

　ヒャヒャヒャと笑う合田に適当にあいづちを打って、もう一度、窓の外を見下ろすと、夏目の姿は消えていた。

（？）

　視界のすみに、チラッと、縦横デッケーヤツら…とソイツらに取り囲まれるようにして歩いていく夏目の姿が、映った。

（！　アイツら…！）

　合田のバカの予想が、はやくも現実になりやがったかァ!?

　オレは、ガバアッと立ち上がった。

「香坂？　どうしたん？」

「合田、オレ、フケるからなーっ」

「って、オメー、もともと五時間目は自習だぜ？」

　ちょうど鳴りはじめたチャイムの音と、合田の不思議そうな声をバックに、俺は教室を飛び出していった。

（どこ行った？　ヤッパ、体育館裏かっ？）

　外に出たオレは、必死に大迫たちを探しまわった。

（シメるっつーたら、アソコが相場だもんな。大迫の頭じゃ、そのくらいしか思いつかねーだろっ）

　そう踏んで体育館裏へ向かってみると、思ったとおり、

「ナメてんじゃねぇぞ、オラァ！」

「グッ…フッ！」

　大迫たちと夏目の、姿があった。

（あンの、大迫のガキャ！　一、二……四人もいるじゃねーか！　四人で一人フクロにするとは、ヒキョーなヤツらだぜ。よしっ、夏目にはなんの恩もねーけど…大迫にはウラミイッパイあるからなァ…ここはイッパツ、夏目に加勢してっ……）

　バッ、とオレは上着を脱ぎ捨てた。

（……？）

　でも。

　そのとき、オレは妙なことに気づいた。

（なんで…夏目のヤツ、なんもしねーんだ？）

　夏目は、おとなしく殴られているんだ。

　なんの、抵抗もせずに。

「…ううっ」

「オラオラ、まだオネンネは早いっつーの！」

「ウッ…グフッ！」

　連打を浴びて地面に倒れかけた夏目を、大迫が引き起こして、その腹にヒザ蹴りをモロにたたき込みやがった。

（なんで…なんで、そんなボコボコにされて黙ってるんだよ？　おい、夏目！）

　オレは隠れていた物陰で、ギュッと上着を握りしめた。

（オイ、夏目！　テメー男だろーがッ。男だったら戦え、戦えよッ）

　そのデッケー図体は見かけ倒しかァ？

　ケンカしたことねーのかよ!?　弱ェのかよ!?

　あ、いや。ケンカ弱ェのは、べつにオメーの罪じゃねー。

　けどな。

　なんもしねーのは、オメーの罪だぞ！　アア！

　女子供だって、犬猫だって、うんにゃミミズだってオケラだって、自分コロそうとするヤツがいりゃ歯向かうぞ、戦うぞ、立ち向かってくぞっ。なんとかできねーまでも、なんとかしよーとするんだぞっ。それをっ…テメーはァ！

　それでも男かよッ？　ツクもんツイてんのかよッ？　アアッ？

　オイッ、夏目ェ————！

「なんだァ？　手ごたえのねーヤツだなァ」

「コイツ、マジで男かよォ？」

「二度とナメたマネすんじゃねーぞ、オラ」

「ううう……」

　オレと同じ言葉を残して、大迫たちが立ち去っていった。

　結局、オレは物陰から出も、大迫たちを追いかけも、倒れたままの夏目を助け起こしもしなかった。

　オレは、そうオレは——。

（自分の身を守ろうともしねー・・・・・・・・・・・・・ヤツを、代わりに守ってやるほど、ご親切じゃねェんだよ）







「ちょっと待て、オラ。テメー、青楓高の香坂だろーが」

「あー？」

　数日後の夕方。

　ガッコからの帰り道、突然、オレはそう言ってコワイ兄ちゃんたちに囲まれた。

「なんだよ、オメーら」

「こないだは、よーもダチいたぶってくれたなァ。礼させてもらうぜェ」

「こないだって、どのこないだよ？　あんまりケンカしすぎてて、それじゃ、わかんねー……オッ！」

「なんだとォ！　ナメた口きいてんじゃねーぞ、オラァ！」

　わかんねーよ、と最後まで言うまえに、キョーレツパンチが飛んできた。

（なんだ、コイツ、強ェじゃねーか）

　オレはメラメラと闘争本能が燃えあがり、今日やーっとゲームマニアの合田から借りられたスター育てゲームを捨てて、バッとかまえた。

　ちょうどイイぜ。こっちもムシャクシャしてたとこだ。

（一、二……ぜんぶで四人か。チッ）

　その数が、イヤなことを思い出させる。

　オレのムシャクシャの原因。

（おんなじだ、夏目ンときと）

　なんで、こんなにイラついてんのか、自分でもわからない。

　べつに夏目はダチでもなんでもねーし、情けなかろーが男の風上にも置けなかろーが知ったことかで、オレがイラつく理由なんかありゃしないんだ。だいたい、出会いからして最悪で、なにを今さらってなもんだ。なのに…。なんで……。

（あああ、もうウザッテー！　ンなの、オレの悪ィ頭で考えたって、わかるわけねーべ。よしっ、コイツら、タコ殴りにしてスッキリしちゃる！）

　そう、オレは決めた。

「テメー、よーも声かけただけで、ダチをボコボコにしてくれたなァ」

「ってことは、いつかのカバだな。ヘンタイ街道つっ走るな、ってダチカバに言っとけ！　……オラァ！」

「ウゲッ…！」

　まだウダウダ言っている茶パツのヤローに、キョーレツパンチをたたき込んだ。続けて、その横にいたヤツにはモーレツ足蹴りをお見舞いした。

「ヤローッ」

「なにっ!?」

　ガバッ、と背後からはがいじめにされた。

「ザケんなよォ、オラオラッ！」

「グッ…ウッ、ウウッ」

　前に回ったヤツが、ボディー連打を炸裂させてきやがった。

「ク…ソッ、ナメんな——ッ、オリャア！」

「ゲエッ！」

「グッ…ゲッ」

　はがいじめにされたまま脚をフリコのように揺らせて、そのままキックにして前のヤツの胸めがけて蹴り込んだ。同時に、後ろのヤローにはドゴッと必殺ヒジ鉄を食わせた。

「どうしたァ、もうおわりかァ？　アアッ？　オラオラオラッ！」

　復活してきやがった最初の二人には、飛び蹴り＆回し蹴りでもういっペんオネンネしてもらって、まだしぶとく攻撃してくるはがいじめヤローは、両腕ヒジ鉄を決めて今度こそ完全に伸のした。

「なんだよ、ふっかけてきたワリにゃ、あっけねーな。もうチョイ、腕あげてから出直してき……。!?」

　出直してきな、と終わりまで言えなかった。

　後頭部でバギッと妙な音がし、ワケがわからず押さえた手にベッタリ血がついてきた。頭が割れるような激痛は、その後、襲ってきやがった。

　ゆっくりと前に倒れるオレの目に、角材を手にしたヤツの姿が映った。

（…まだ、連打男が残ってたかァ。ンなもん使いやがって、ヒキョーもん…がァ！）

　そして体が地面に着くと同時に、ドガッと腹にモロに蹴りを入れられた。

「ハッ…グフッ！」

「このガキャ！　調子にノッてんじゃねーぞ、アアッ！」

　ガッガッと何度も腹をエグられ、ゾンビみたいに生き返ってきたほかの三人にも、脚を胸を肩を蹴られ踏みにじられ、オレは頭をかばって丸まった。…ケンカってのは、転がっちまったらオシマイなんだよな。

「どうしたどうしたァ、オラオラァ！」

「死ねやッ、このガキッ」

「女みてェなツラしやがって！　クソがっ！」

「ゲッ…グッ…ウウウッ」

　…オレのツラってのは、ヘンタイじゃねーヤツらにとっちゃ、ムカツクみてーだ。女みてェなくせに強ェ、ってな。

「次から、相手見てケンカせーやッ！　こんガキャア——ッ！」

　もう一度、連打男が角材を振り上げるのが見えた。

（だったら顔、殴れよ。オレも、ブサイクめがちょうどイイのかもしんねー）

　オレは覚悟を決めて、ギュッと目をつぶった。

　………。

（？）

　だけど、なぜか、いつまでたっても角材は降ってこなくて、オレは不思議に思って目を開けたんだ。そうしたら——。

　オレの前に、だれか、いた。

　こっちからだと、黒いガクランの背中しか見えない。

（だれだ…オイ？　クソ、血が目に流れこんで、よくわからねー）

　わからねーけど、どうやら、ソイツはヤンキーどもをバキバキ伸してるみたいだ。

（カッチョイイじゃねーか。おー、連打男かついで投げ飛ばしやがった。ありゃ、そうとうケンカしなれてんな……いや、ちげーぞ。ありゃ、背負い投げ…つーことは、柔道か。じゅうどう…じゅう……やわ、ら…ちゃ………）

　オレの意識は、そこでブラックアウトした。

　なぜか、最後に頭に浮かんだのはマンガの柔やわらちゃんの笑顔だった。







「……い、おーい、香坂」

「…ん、あー、なつめかァ……夏目ェ!?」

　自分の口から出た名前で、バチッと目ェ全開になって飛び起きた。

　だって、そーだろ!?

　だれかに呼ばれて薄目を開けたら、いきなり、目のド真ん前にバーンッとカッチョイイ顔があったんだ。だれだって、ビックリたまげたモンザエモンだぜ。

「はうっ、イッテー！」

　飛び起きた瞬間、頭がズキズキッと痛みやがった。

「バカ、急に起きるからだ。だいぶんヤラレたからな、大丈夫か？」

　夏目が、聞いた。

「ンなこと言ったって……ああ！　アイツら！」

　その言葉で、オレはこの頭痛の原因を思い出した。

「あンのガキャ！　どこ行きやがったァ！　クソーッ、今度会ったらタダじゃおかねーッ……テッ、イテテーッ」

　わめけばわめくほど、声は頭のなかにウヮンウヮン響き、ズキズキッがズキンズキンズキンッに進化しやがるぅぅ。

「チキショーッ、アイツらッ…イテッ、ゼッタイにコロスッ…ッテーじゃねーか、ボケ！」

「——スマン」

「え？」

　痛がりつつ叫びまくっていたオレは、突然、夏目に謝られ面食らった。

「なんでオメーが謝るんだよ？　オメーは助けてくれたんだろ？」

「いや…もうちょっとはやく助けてたら、そんなボコボコにならなかったのに、ってな。俺、しばらく迷ってたから。あんまり目立つマネしたくなかったし」

「夏目…！」

　なんか、ズキン、ときた。

　それから、ボォ…、となった。

「じゃ、俺　行くな。大丈夫みたいだし。気をつけて帰れよ」

「え…夏目っ」

　そしてまだボォとしているうちに、夏目はそう言って歩いていってしまったんだが、最後の「帰れよ」あたりでフッとかすかに笑った——。

（…!!）

　——のを見た瞬間

　ドーンッ、と胸に衝撃がきやがった。

　いつかの『シェ・トア』での衝撃なんか、比べもんになんねェ。

「あ……」

　その証拠に、思わず押さえた胸のなかで心臓はバクバクいっていて、その鼓動がだんだん全身に広がってきて、いつまでたってもおさまらねェんだ。

（なんだァ、コリャ…!?）

　オレは、その未知の感覚にとまどった。

　最初に胸がズキンとして、それから頭がボォ…となって顔が熱くなって、最後にトドメのドーンッで心臓バクバクだとォ!?

　そんな妙なの、聞いたことねーぞ。

　そんな妙な、攻撃……。

（ケンカしまくってるけど、ンな攻撃するヤツ見たこともねー。いや、待てよ。アイツ、柔道やるみてーだから、もしかすっと柔道か？　柔道にンなワザがあるんか!?）

　と一瞬思ったが、よく考えりゃ…つーか考えるまでもなく、そんなワザあるはずがない。

　結局、またもや、その〝ドーンッ〟は何なのか、オレにはわからずじまいなのだった。







「……でさァ、十朱子」

　翌日の晩メシのあと、オレは十朱子に聞いてみた。

「手も使わずによ、離れたとこからなんだ。いつ攻撃されたのか、ゼンゼンわからない。だけどカクジツに効いてて、すっげーダメージなんだ。そんなの、知ってるか？」

「あの『ジュエリー雅子』のクソオヤジーッ、今度会ったらボコボコにしてやるーッ……え？　なんだって？　明良」

　あれから、いくら考えても、あの妙な攻撃の正体がわからない。

（ここはヤッパ年の功で、このヤンキー女に聞くのがイチバンだ）

　そう思って、恥をしのんでヤンキーどもにフクロにされたとこから話してるってのに、十朱子はそんなことを言いやがった。

「って、テメー！　今まで、ひとの話きいてなかったんかよォ！」

「るさいッ。こっちはあのクソオヤジのせいで頭フットウしてるんだから、しかたないでしょッ……で？　なんの話だって？」

「だから！　ソイツがこっち見ただけで、胸がズキンとして、頭がボォ…となって、心臓がバクバクいうんだっつーのに」

　すると、十朱子はポカンとした顔をした。

　それから、オレを見つめてニヤニヤ笑った。

「そー、フ——ン」

「？　なんだよ？」

「そーなんだ、明良、アンタがねェ」

「なにっ？　攻撃の正体わかったんかよっ？」

　オレは、ガバッと身をのりだした。

（さすが、ダテに長年ヤンキー街道つっ走ってねーなっ）

　だが、十朱子は、そんなオレを指さしてヒャヒャヒャとあざ笑ったのだった。

「あー、バーカ！　アンタって、ほんっと、バカねー。攻撃だって…攻撃ィ！　ま、たしかに一種の攻撃かもしれないけど、覚えときなさい、それはコイの攻撃ってーの！」

「コイ？」

　って、あの池にいるド高い……。

「サカナの鯉じゃないからね」

「……ウッ」

　十朱子が、オレの思考を先読みしやがった。

　ってことは、でも、コイっていったい？

「？？？」

「あーっ、もうウザッタイ子ね！　いーい？」

　顔じゅうクエスチョンマークにするオレに、十朱子はビシッと言い放った。

「アンタは恋してんの、ホレてんの、その子のこと愛しちゃってんのよ！　わかった!?」

「恋……？」

　オレが、恋…？

　夏目に、恋？

　オレの頭のなかで、ピシッ、となにかが裂ける音がした。

「こーのこのォ！　いつのまに、そんな子できたのよォん！　今度、家に連れてきなさいよォ。でもはやいわねー、アンタが恋かァ……っても、アタシがアンタの年のときにゃ、アンタがお腹にいたんだもんねー。べつにはやいってこたぁないか。でも、ヤーよォ！　アンタまで、いきなり、子供つくって連れて帰ってきたりしないでよォん！」

　立ったまま石像と化すオレを、十朱子がヒャッヒャラヒャッヒャラ冷やかす。

（それは…できねー。だって、相手、女じゃねーもん）

　そう。

　相手は——男。

　オ、ト、コ、という言葉がヤケに重ーく響いた。

（…ちょっと待て）

　オレが、恋。

　夏目に、恋！

　オトコに恋!!

（つーことはよォォォ）

　モ————ホ————じゃねーかァァァ。

　オ————レ————はよォォォ。

　ゲエエエエエエエエエッ!!!

　そして、その重ーい言葉が重たーい意味を持った瞬間、頭がビシビシビシビシッと裂け、体がバキバキバキバキッと割れ、全身ザア——ッとミジンコ状態になって崩れ落ちた——よーな錯覚に襲われた。

「なんとか言いなさいよォん、明良。ん？　んー？」

「………」

　…十朱子がノーテンキに冷やかしつづけてるが、もう口なんか聞けねー。

（モーホーだ。

　モーホだ…。

　ホモだ……）

　全身のミジンコが歌ってるよーな気がする。

　あー、このまま、サカナの鯉にでも食われちまいたい心境だぜ、チキショ……。




　なんで、オレがホモなんだ!?

　中坊のころからホモにウラミこそ数あれど、このオレがンなもんにならなきゃなんねー理由なんかミジンコ一匹分もねーぞ！

　なのに…それなのにっ。

　あああ、世の中、不条理だァァァ！

　——とか、オレが悩んでるって、思ったか？

　そりゃ、悪かったな。

　オレにゃ、悩むほど頭ねーんだよ。

　一晩寝りゃキレイサッパリ…とはさすがにいかなかったけど、それでもまぁ、だいたいフッきれた。朝起きたら、体もミジンコが合体して復活したよーな気がするし。

　ま、好きになっちまったもんは、しょーがねーベ？

　男だからやめとけ、ハイやめときます、ってできるくらいなら、最初から好きになんかなってねーもんな。

　いっぺん生まれちまったもんは、なかったことにはできねーんだ。人間だって、好きだって気持ちだってよ。

　アイツを好きじゃなかったころにもう戻れないなら、あとは前に進むしかねェ。

　——つーわけで、オレは、アイツをモノにすることに決めた。

　そう。

　オレ、香坂明良は、夏目雅人をモノにしてみせる！

（アイツ、自分は黙ってボコボコになってたクセに、オレのことは助けてくれたもんな。コリャもしかすっと脈ありってことかもしんねーし、こうなったら、アクションあるのみだぜっ。よし、押して押して押しまくるぞーっ……おお、キレイな夕日ちゃんだ）

　ドラマなんかだと海に沈む夕日に誓うとこだが、悪ィが、宝塚に海はない。

「よーしっ、さっそく明日からアクション開始だーっ！」

　かわりに、ガッコの帰り、夕日に染まる武庫川むこがわに、夏目ゲットを誓うオレだった。

　…川風が、ちょっち、ケツにサブかった。







天地無用じゃねーよ











「よォ、夏目」

　朝の教室で、オレは声をかけた。

　まだ、こないだ助けてもらった礼を言ってなかったの、思い出したんだ。

（ふっふっふっ、これキッカケにオトモダチになってやる）

　夏目ゲット作戦、その一。

　名づけて、〝まずオトモダチから始めよう〟作戦だ！

「夏耳こないだはアリガトな。でも、オメー、強ェんだな。見直したぜっ」

　ついでに、肩をポンポンなんてしちゃろっ。

「…ああ」

　でも、夏目はそう言ったきり、口をつぐんだ。

（か、会話が続かねェ。この肩の手、どうしよ…）

　あんときの笑顔はアリャ夢か幻か!?　ってくらい、夏目はまたもとのブアイソ男に戻っていたが、このくらいじゃメゲねーぞ。

　オレは、肩に回していた手をそーっと自分のほうへ引き戻して、それから、夏目の前にまわり顔をのぞき込むようにして言った。

「だけど、マジでやるなァ。そうとう、ケンカしてるだろ？」

「いや…」

「あ、そっか。オメーのはケンカじゃなくて柔道だったな、悪ィ悪ィ。有段者かァ？」

「まぁな」

「ガキのころからやってんのか？　なーなー、今度いっぺん、オレにもさ…」

「——香坂」

「おっ、なんだ？」

　やったぜ夏目のほうからオレを呼んだぜっ、とオレは舞い上がった。

　だが。

「香坂、悪いが一人にしてくれ。それから、柔道のことはあんまり…な」

　そう言って、夏目はフイと立ち上がり、むこうへ行ってしまった。

　オレは舞い上がりかけてた教室の天井のへんで失墜して、ベシャッと床に落ちてきた。

（メ…メゲねーぞ、あきらめねーからなァ、オレァ！）

　でもオレと夏目の接点といやぁ、助けてもらったことくらいしかない。柔道の話題を避けりゃ、マジで話すことがねー。

　なんとか話しかけようとするが、どうにも、うまくいかないんだ。







（今日はいいお天気ですね……じゃ、タダのバカだろーが！　オレは近所のオバタリアンかァ!?　アアッ！）

　そうこうするうち、イライラがつのり、オレの内部は台風荒れまくり状態になってきた。

「おー、香坂。ブチャイクなツラ、ちーっとマシになったなァ。ケンカも、ま、ほどほどにしとけやー」

「るせーんだよッ。テメーに言われる筋合いはねーッ、合田！」

　そんなとき、合田のバカが寄ってきたもんで、オレはついどなっちまった。

　合田はヤレヤレといった感じで頭を振りながら、言った。

「おーおー、コワイなァ。そんなんじゃ、好きな相手ができても、むこうがビビッちまってナーンも始まらんぞォ？」

「！」

　それを聞いたとき、オレは決めたんだ。

（コワイ？　もしかして、夏目オレがコワイんか？　…だよな。アイツは、オレみたいなヤンキーと違ってマジメ人間だもんな。よしっ、わかった！　コワイつーなら、コワクないようにしてやろーじゃねーか！）

　そして、翌日オレは大変身をとげたのだった。

　朝、部屋から出てきたオレを見て、十朱子が「明良」と目をまんまるにした。

　校門で、毎回オレにインネンこきやがる生活指導が「香坂…」と言葉を失った。

　教室で、「オメ……」と言って、合田が命の次に大事なゲームをボロッと落とした。

「よー、夏目」

　三人を死ぬほど驚かせた、そのカッコで、オレは夏目の前に立った。

「おはよっ、夏目」

「………」

　夏目はなにも言わなかったが、それでも無表情男のヤツにしては十分すぎるくらい、目をキョンと見張った。

　そりゃ、そうだろーさ。

　オレのカッコときたら——。

　髪を下ろして、短ランのたけを伸ばし、着くずしはイッサイなし、そのうえ第一ボタンまでキッチリはめている。

　——そんな、どっから見ても、マジメ人間そのもののカッコだったんだからな。

（どーだ。これなら、コワクねーだろ。だけど、坊っちゃん…どころか嬢ちゃんに見えてんだろーなって思ったらよォ、スッゲーもうムカツキまくりの、笑うボケナスがいたらソクボコボコのバキバキだぜオラァ死ねやァ！　って心境だぜ。マジなとこ…）

　そこまで考えて、ハッとした。

（ヤッベ、このヤンキー言葉も夏目をビビらせちまうもとだ。昨日、夜中の三時まで練習したじゃねーか。えーと…）

　オレは、ニパッ、とマジメ人間そのものの笑顔で笑ってみせた。

「な？　夏目、もうコワクないだろ？　オレ、ゼンッゼン、コワクなんかねーベ…じゃねーだろーが！　オレのボケッ…コワクなんかないよ。なっ？　なっなっ？　な、夏目、オレとオトモダチなろーよォ」

「——俺が怖がっとると思ったか、こんガキャ」

「だからオレとォ……？　なんか言ったか？」

「…いや」

　クスッ。

（あ!!）

　オレは、思わず、目ェ見開いた。

　夏目が——。

　夏目が、笑ったんだ。

　あの、超ブアイソ男の、夏目雅人が。

　本当におかしそうに、なんのクッタクもなく！

（しぇ——っ、美————人————だ————!!）

　オレの頭のなかを、男の美人だ男の美人だ、はじめてコイツを見たときに思った言葉がまたグルグルと走り回った。

　だって、そーだろ。

　男だって、女だって、美しいひとは美人だ。で、男の美人さんと言やぁ、ヤッパ、男としての美貌キワめてるヤツのことだよな。

　夏目は男の美人だとオレは思う、ウンッ!!

　かなわんな、香坂には。ああ、わかった」

「え!?　今なんて!?」

　頭のなかで「男の美人論争」をくりひろげているオレの耳に、突然、夏目が笑いながらそう言う声が飛び込んできた。

「それって…もしかしてＯＫってことかよっ？　オレとダチになんのっ？」

「ああ、ヨロシクな」

「お、おおっ」

　オレは、ヤンキー言葉に戻ってるのもスッカリ忘れて、さしだされた手をギュ——ッと握りしめた。

（ひゃー、手までデッケーでやんのー！）

　よーし！　

　これで、〝オトモダチ〟の位置はキープした。

　となりゃ、今度は——。




〝家に遊びに行く仲になろう〟作戦。

　これが、夏目ゲット作戦その二だ！　

　あれから、なんとかガッコじゃ、いっしょにメシ食ったり、休み時間くっちゃべったりできるカンケーになった。

　だったら、今度はガッコの外でも会えるカンケーをめざすのが順当だよな。

「なァ、夏目って、家どこなん？」

「宝塚南口」

　ある日、たずねたオレに、夏目はそう答えた。

（ありゃりゃ、トナリ駅だ）

　オレは、ニパッと笑って言った。

「へー、ほんじゃ、いっしょに帰ろう」

「香坂も同じ方向か？」

「うんっ、おんなじおんなじ」

　本当はずーいぶんと違うんだが、恋のためなら、トナリ駅だろーがトナリ町だろーが…なんだったらトナリの市でも県でも、喜んで回り道して帰ってやるぜ、オレァ！

「——お、ここかァ」

　そして、着いたところは、南口駅前の白亜のマンションだった。

（あれ？　でもここって、ワンルームじゃ）

　聞いてみると、夏目は、

「一人暮らしだから、俺」

　と答えた。

「一人？　一人って、じゃ、家族はまだ東京にいるんか？　あとから来るんか？」

「オヤジは来れない。店の状態がちょっと…な」

　それきり、夏目は口をつぐんでしまった。

（わっ、ヤッべ）

　オレは、アセった。

　これも触れられたくねー話題だった？　もしかすっと。

　いきなり、家族のコトとか聞いちまってマズかった？　マズかったァ？　

　せーっかく、ちっとはマトモにしゃべってくれるようになったってのに、こんなんで、またもとのシカトこき男に戻っちまったら、モトもコもねェじゃねーかよォ！　

「話したくなかったらべつにいーから、いーから！　あっ、じゃ、オレこれでっ。また明日ガッコでなーっ、夏目ェ」

「あ…ああ」

　気まずい雰囲気を必死にとりつくろい、オレはブンブン手を振ってダァーッとその場を駆け足退場した。みるみる、夏目＆そのマンションが遠ざかっていく。

　ああ、今のオレにゃ、タカネの花だぜ。白亜のマンちゃん……。

（だけど、いつかゼーッタイ、あのマンションに…夏目の部屋に入った最初の男になってやるからなーっ）




（ヤッパ、いきなり家ン中はムリだ。それよか、まずは健康的に外でおデートでもして、こう…二人の仲をグッと近づけるのが先決だよな）

　昨日の失敗をふまえ、次にオレが考えだしたのは——。

　名づけて、〝遊園地へ行っちゃろう〟作戦だ！

「おはよっ、夏目コレ」

「なんだ？」

　翌日オレは夏目の机に一枚のチケットを置いた。

「宝塚ファミリーランドの入園券。夏目さ、転校してきたばっかで、あんまり、このへん知らないだろ？　オレ、いろいろ案内するから。なァ、行こうぜ」

　さりげなく誘いながら、じつは、オレの心臓はバクバクものだ。

（行くと言え〜、言うのだ〜、言ってくれェ〜）

　思わず、心のなかで念を送っちゃっていると、

「そうだな。行ってみるか」

　夏目の声が、返ってきた。

（おおっ、オレってもしかしてエスパーじゃねーかっ？）

　ピポパポ♥、耳もとで天使のラッパが鳴ったような気がした。

「なァなァ、待ち合わせ、どこする？　オレ、夏目ん家まで迎えに行こうかっ？」

「遠回りだろ？」

「ゼンゼンそんなことないって、ゼンゼンッ」

　メチャメチャ遠回りだ…つーより反対方向だ、ハッキリ言って。でも夏目のためなら、反対方向だろーと地球の反対側だろーとマジすっ飛んでくぜっ、オレはよォ！

　オレは、うかれきった気分で続けようとした。

「じゃ、今度の日曜にさ…」

「日曜？」

　だが、それを聞いた夏目は顔をくもらせた。

「…スマン、次の日曜はダメだ」

「え？　じゃさ、土曜でもいいけど」

　と答えたとたん、オレの頭のなかにババッと十朱子の顔が浮かんだ。

（今度の土曜は夕方から宝石組合のパーティーがあるから空けとけ、って言ってたよな。十朱子、怒るとコワイからなァ……ええい！　十朱子がなんぼのモンじゃ！　ヤンキー女がコワクて、男と恋ができるかァ！）

　せっかく、そんな決死の覚悟をしたというのに、夏目はアッサリ言ってくれたもんだ。

「土曜もダメなんだ。悪いな、今度また誘ってくれ」

「え…夏目っ」

　思わず伸ばした指先をかすめて、夏目はフイと立ち上がると、あっちへ行ってしまった。

　ヒュルルル…、天使のラツパが落ちてきてゴンッとオレの頭に当たった気がした。

（って、そんな、夏目ェ。もうチケット二枚、買っちまったのに、どーすりゃいいんだ…。作戦その二に続いて、その三も失敗じゃねーかよォ……）







「なんで、オメーと遊園地に行かにゃならんのだ」

「それは、こっちのセリフだ」

　並んで武庫川にそって歩きながら、ムーッとしたカオで言う合田に、オレもムムーッとボヤき返した。

　結局、オレは土曜日、合田のバカとファミリーランドへ行くことになった。

　だって、しかたねーベ。ありゃ、この土日限定のアトラクション付きチケットだったんだから。置いといてパァにするよりゃ、バカと行ったほうがマシってもんだ。

「おー、香坂。大劇場が見えてきたぞー。あれって、昔、ツタがイーッパイからまってたよな？　ガキのころ、オレ、『吸血鬼の館』ってマジで思ってたもんよォ」

　建て替えられた宝塚大劇場を指さして、合田がヒャヒャヒャと笑った。

（うっ、ブサイクな笑顔だー。ホントなら、オレの横には、夏目の超カッチョイイ顔があったはずなのによォ）

　オレは、ハア——ッ、とため息をついた。

　夏目、今日…なんの用事だったんかなァ？　

　だれかダチと会うとか。つーても、オレ以外にダチいなさそーだし。じゃ、バイトか。って、どんな？　どこで？

　考えてみりゃ、オレ、夏目のことナンも知らねー。ちょっと立ち入ったコト聞きゃ、すぐダンマリだもんな。

（たまに暗い顔して考え込んでるコトあるし、なーんか、秘密あり…って感じだよなァ。かと思やぁ、オレのほうジッと見つめてたりして…ってコレはオレの願望かァ、ハハ…で、オレがニパッと笑い返したら、パッと目ェそらせやがるんだ）

　なんか…わっかんねー。

　夏目って、どういうヤツなんだか、よくわかんねーよ。

　…わかりてェのにな。

「香坂？　どしたん？　ボーッとして。ホラ、入園券よこせって」

　いろいろ思ってると、合田の声がして、いつのまにかファミリーランドに到着していたことに気づいた。

　オレはプルプルと頭を振って、気分転換した。

（なに、ガラにもなくマジになってんだァ、オレは。ヤーメヤメ！　せったく来たんだ、楽しまにゃ）

　合田とは小学生の時分からツルんでるんで、まぁ、気楽は気楽だ。

「なー、合田。うーんとチッセーころ、ココ、温泉なかったかァ？」

「あったあった！　オレ、家族で来たときよォ、いっつも温泉入って、そのあとボウリングしてたもんよ」

「お！　オメーんトコもしてたんかァ？　ボウリング。なーなー、あれって、なんで温泉にボウリングなんだかなーっ」

「そうそう、そうだよなーっ」

　夏目の前じゃゼーッタイ禁止のヤンキー言葉も、しゃべりまくりだ。

「じゃ、今度は急流下り行くベ？　香坂」

「よーしっ、アドベンチャークルーズな」

「なーに言っとんじゃ、クレージーダックに決まってんだろがよ」

「なんだとォ！　あの、ベンチャーの時速五十八キロに耐えてこそ、男だろーがボケ！」

「ボケはオメーじゃ！　クレージーの滝落としを耐えぬくのが、マコトの男じゃー！」

　それなりに楽しんで、オレは、合田と別れた。

「じゃーな、合田」

「おー、香坂」

　さーて、で、これからは十朱子の相手なんだよな。







「はやく来なさいってば、明良」

「ンな、せかすなよ。十朱子」

　宝石店仲間のパーティーつーのは、よくあって、まあ夫婦同伴が決まりだ。で、ウチは父ちゃんがいないもんで、オレが代わりってわけだ。

「ちょっとォ、なによ！　その髪」

　スーツに着がえて下りてきたオレを見て、十朱子がわめいた。

「アンタ、このところマトモになってたのに、なんで、今日にかぎってまたライオンヘアなのよっ。ちゃんとしなさいってーのにっ」

「ダァーッ、やめろ、押さえるなーっ」

　夏目と会わねェ日に、マトモやっててもイミねーんだよっ。

「るさいッ。アタシにたいするイヤミかーッ、そりゃ!!　アア！」

「放さんかーッ、この暴力女がァ！」

　必死こいて十朱子の手を振りほどいたが、またしても手遅れ、根性のない髪はへロロ〜とオレの額に落ちてきた。

「くそっ…あのヤンキー女、いつかコロしたるぅ」

　オレはブチブチぼやきながら、車に乗り込んだ。

　今夜のパーティーは、どうやら神戸こうべであるらしい。

　十朱子が運転する車で着いたところは、山手の『異人いじん 館かんクラブ』とかいう洋館だった。

　ま、この手のパーティーは交流が目的ってーか、実際に宝石を売ることはまずないんで、オレの出番はとくにない。十朱子のパートナーとして、いりゃイイだけだ。

（いつものよーに、料理、食うことに専念するか）

　と思っていると、横で十朱子が声をはりあげた。

「まぁ、朝比奈あさひな毬湖まりこが来てるわ！」

「え？」

　見ると、赤いドレスを着た美人の女がいた。十朱子より、ちっと若いかな？

　十朱子が、へーっという感じで言う。

「じゃ、あのウワサ本当だったんだァ。コスチューム・ジュエリーのデザイナーとして世界的に有名な朝比奈毬湖が、今度、本物の宝石リアル・ジュエリーのデザインも手がけるって。あっ、彼女が今してるピジョン・ブラッドのネックレス、もしかして自分の作品なのかなァ？」

　ピジョン・ブラッドってのは、〝ハトの血〟って意味だが、最高級のルビーを指す業界用語だ。

「こりゃ、ぜひ取引させてもらわなきゃね。あーっ、でも彼女と同じ関西にいてよかったーっ。今度こそ、あの『ジュエリー雅子』のクソオヤジ、ダシ抜いてやるんだからっ……ねェ、明良。アタシと朝比奈毬湖と、どっちがキレイ？」

「朝比奈毬湖……イテッ」

　ケケケッと笑っていた十朱子が急にそんなこと聞いてきやがるんで、スナオに答えたら蹴られた。

「イッテーだろ！　ヒールキックするなっ。朝比奈毬湖はゼッタイ、ンなマネしねーぞっ」

「るさいッ。アンタだって、瑞みず帆ほくんとエライ違いだわよっ」

「瑞帆ォ？」

　十朱子が指さすほうを見ると、やたらキレイなガキがいた。朝比奈毬湖の横にいるっつーことは息子か？　しぇー、品よさそー。そのうえ、なんかハーフっぽいし……って、ンなこたぁどーでもいいんだ！

「って、アリャどー見ても中坊じゃねーか！　オレと中坊を比べんなッ」

「ハンッ、中坊に毛のはえただけのガキがよー言うわ！」

「なんだとォ！　十朱子、テメー、ヤンキー女のぶんざいで朝比奈毬湖と並ぼうなんて、ナメんじゃねーぜッ。アアッ！」

「るさいるさいッ。アンタみたいなヤンキーに言われる筋合いはねーよッ。エエッ！」

「テメーッ、ヤル気かァ!?」

「ヤッてやろーじゃないのォ！」

　オレたちは、ババッ、とつかみあった——。

「………」

　——瞬聞。

　周囲の冷たーい視線にハッと気づいて、コソコソとお上品なパーティー会場を退場していったのだった。

「…外ヅラのよさだけは守りましょ、明良」

「…そーしよ。路頭に迷うのはヤだもんな、十朱子」

　そして、だーれもいない廊下で、ヤンキー母子二人、反省会をした。

（——なんかロクでもない一日だったな、あ〜ぁ）

　帰りの車のなかで、オレはハァーッとため息をついた。

　ほんとだったらよォ、夏目とおデートして、晩メシなんか食っちゃって、運がよけりゃ、今ごろはタカネの花の白亜のマンションちゃんで、あっーんな×××とか、こっーんな〇〇〇とか……。

「……え!?　今の!?」

　頭のなか妄想わきまくりになっていたオレは、一瞬、車のライトに浮かび上がった顔に驚いて叫んだ。

　今の…夏目だったか？　そういやぁ、もうすぐ南口だもんな。夏目がいても不思議じゃねーけど。

（！　そうだ）

　そのとき、オレは突然ひらめいた。

「おい、十朱子、とめろ…車とめろって！」

「キャッ……いきなり何すんのよっ、明良」

　横からガバッとハンドルを取ったオレに、十朱子が抗議の声をあげてブレーキを踏んだ。

「悪ィ悪ィ。でもオレ、用事、思い出した。ここで降りるからなっ」

「え？　って、明良っ……」

　明良っ、に続いて十朱子がなんか言っていたが、もう聞いちゃいねー。

　オレは車を飛び降りて、さっき夏目を見かけた場所へダッシュした。

　ロクでもないまま、一日を終わらせてたまるか。ここはイッパツ、夏目のカッチョイイ顔でも見てスッキリしちゃる！　

（で、運が味方すりゃよォ、オメー、そのあと白亜のマンちゃんでだなァ……）

　×××とか〇〇〇とか、またもや頭のなか妄想の嵐ふきまくり状態になっていたオレは、ふと、前方に人影を見つけた。

（お！　みっけ、夏目……と、あと一人）

　夏目は一人じゃなかった。

　だれだァ？　

　こっからだと、後ろ姿でよーわからんな。男…で、ケッコウ年だな。なんか、デッケーヤツ。夏目とおんなじくらい、あるんじゃねーかァ……と思ったとき、ちょうどソイツが横を向いた。

　端正な横顔が街灯に照らし出された、瞬間。

　ガ——————ン!!!

　と、オレの体を衝撃が走りぬけた。

　オメー、この顔は、この日本人離れした…カッコイイ…口ヒゲなんかシブクはやした、この顔はァ、顔はァァァ！　

（神————崎————のヤローじゃねーかァァァ!!）

　さっきのガーンが頭のテッペンから足の先までいって跳ね返り、また頭に戻ってきて、そこから再び足先にリバウンドして、オレの体のなかでガーンガーンガーンガーンガーンとエンドレスに鳴り響きつづけた。

（し、信じられねーこったけど…忘れてた。夏目とのあんなシーン目撃しておきながら、今の今まで、アイツのこたぁキレイサッパリ忘れはててたぞ、オレァ）

　…ワザと忘れてたんじゃねーのか、つー気もすっけど。

（そうだ。夏目にゃ、アイツがいたんだ。白亜のマンちゃんに入った最初の男になるって、オメー、神崎のヤローなんか、ゼーッタイもう入りまくりだぞ？　いや、もしかすっと、このマンションだって、アイツが買ってやったモンかもしれねー）

　オレは、ガ———ク———と地面にヒザをついた。

　ダメ…か？

　オレにゃ、もう、入り込む余地なんかねーのかァ!?

（うんにゃ。そんなはずねー。夏目が好きこのんで、あんなジジィとつきあうはずねェ。きっとなんかワケが……そ、そうだ！　きっとマンションとか買ってやって、金づくでっ。夏目、オヤジの店がどうのって言ってたじゃねーか。それできっと金に困ってしかたなく神崎の言いなりに…っ。そうだ、そうなんだ！　クソッ、あの神崎のエロジジィめーッ）

　今日の夏目の用事ってのも、神崎と会うことだったんだ！

　そのせいで、せーっかくのオレと夏目のおデートがア…コヅカイはたいたファミリーランドのチケットがァ！　

（このあとも、あのヤロー、ゼーッタイ泊まっていく気だッ。クソーッ、そうは…そうはさせるかーッ！　オリャ——ッ！）

　オレは、バッと建物の陰から出ると、二人めがけて突進した。

「させるかァァァァ」

「——じゃ、またね。雅人」

「——ああ、神崎さん」

　絶叫しつつオレが走り寄るのと、二人がそう言って別れるのとは、同時だった。

　オレは、タイミングを狂わされてズザザーッとヘッドスライディングしてしまった。

「香坂！　なんでここに」

　夏目が、ハッとしたようにオレを見た。

「あ…いや、ハハハ、なんでかなァ？　ハハハハハ」

　オレは、地面に寝そべったまま、空虚な笑いを連発した。

　そこへ、神崎のヤローが声をかけてきやがった。

「やぁ、これは『シェ・トア』の明良くんじゃないか。奇遇だね、こんなところで」

「………」

「そういえば、雅人は明良くんと同じクラスになったそうだね。仲良くしてやってくれたまえ、私からもお願いするよ」

　オレは黙ってにらみつけてやったのに、神崎は平気な顔で笑いながらそう続けた。

（余裕じゃねーかァ。アア!?）

　その態度に、オレはムカムカッときて起き上がると言ってやった。

「どうも！　ガッコじゃ、とても仲良くさせてもらってますっ。オレ、夏目くんのこと、好きですからっ」

「ほーお、それはそれは。仲良きことは美しきかな。じゃ、今日は雅人のところに遊びにきてくれたのかな？」

　しれっと聞いてきやがるツラの皮の厚さに、頭ドッカーンと噴火した。

（テメー、余裕のヨッチャンこきまくりじゃねーかオラァ！　夏目は自分のモンだって言いたいんかッ、アアッ！　笑わせるぜッ、金で縛ってるだけのヤローがよーッ）

　こうなると、気ィ短いわ、ケンカっぱやいわのオレは、もう手がつけられない。

　あとさき考えずに、売り言葉に買い言葉で言っちまったんだ。

「そう遊びにきたんですっ…泊まる約束してたんですッ。そうだったよなァ、夏目ェ！」

「え!?　あ…ああ」

　夏目は一瞬キョトンとしたが、ワケのわからんオレの迫力に押されて、うなずいた。

　それを見たオレは、

（おおっ、ラッキー）

　ピポパポピポパポ♥、と両耳の横で天使にラッパ二重奏を吹かれた気がした。

　言ってみるもんだな。この、あとさき考えねーが役立つこともあるんだ。

　こりゃもう、オメー、タナからボタモチか、ウソから出たマコトちゃんか知らねーけど、見逃す手はねーベ？　ねーべっ？

（おーしっ、運はオレに味方したァ！　こうなりゃ白亜のマンちゃんに上がりこんで——今夜じゅうに夏目ェ、モノにしたる。エッチしちゃる！　…そんときになって吠えヅラァかくなよっ、アア！　このエロクソジジィめーっ！）

　目の前の神崎のスケべったらしい笑顔をギッとにらみつけ、オレは夏目ゲットを固ーく心に誓ったのだった。







「悪いな、香坂。なんもなくって。俺、そこのコンビニでなんか買ってくるから」

「あ、そんなのいいって。夏目」

　いや…ちょっと行ってくる、と言って夏目が出ていくと、オレは部屋のなかにポツンと一人になった。

（ひゃー、憧れの白亜のマンちゃんだー）

　オレはやっと上がれた夏目の部屋を、じーっくり、観察してしまった。

　ワンルームつっても、スッゲ広————い————。家具とかが必要最低限しか置いてねーから、よけい広く感じるんだ。なんか、夏目らしー。チッセー冷蔵庫だろ、洋服かけだろ、机だろ、それから……°

（あ、ベッドだ。ここで今晩、オレと夏目がよォ）

　ヘヘっと笑ってベッドに飛び乗り、ポンポンはずんでいると、

（？）

　なにかが、キラッと目のすみで光った。

　ベッドを下りて行ってみたら、机の引き出しがちゃんと閉まってなくて、その隙間から見えるなにかが蛍光灯を反射して光っていたんだ。

（なんだろ……うわっ、スッゲー！）

　引き出しを大きく開けたとたん、オレは目を見張った。

　その中には、大粒のキャッツ・アイが入っていた。

（しぇー、デッケー。とりまきの角形ダイヤまで、一粒ありゃリング一個できそーなほどデッケーぞ。なんか『菊池宝石店』のに似てんなァ。あ、でも色が違うか。緑がかったアメ色してるもんな、これ。どっちにしても、スッゲー石だァ……って、え？　わっ、わっ。これだけじゃねーぞっ。まだ、ほかにもあるぞーっ）

　キャッツ・アイのリングの奥から、まだまだ宝石がザラザラ出てきやがった。

（ルビー、エメラルド、ダイヤ、ヒスイ……どれもこれもスッゲー石ばっかだ。なんだ、こりゃ？　　なんで、夏目がこんなの…）

　持ってんだよ、と首をひねったとき。

（!!）

　ソイツ・・・は、出てきた。

（な…んだ、そっか。そういうこと…かよ）

　ソイツ——そのデッケー、サファイアのネクタイピンを見た瞬間、オレは理解したのだった。

（こりゃ、いつかウチで神崎が夏目に買ってやってたタイピンじゃねーか……ってことは、ほかの石もみんな神崎がやったもんなんだなクソ！　あのジジィ…ッ、こんなモンでっ、こんな石っころで夏目のこと縛りつけてスキにしてやがんのかよッ！　クソォ、チキショ…チキショ——ッ）

　怒りで、マジ目の前が真っ赤に染まった気がした。

　その真っ赤っ赤な視界に、

『や…やめろ、神崎っ』

『いいのかね、雅人？　そんなことを言って。私の援助がなければ、おまえも、おまえの父親の店もどうなるか…わかってるね？　さぁ、おとなしく言うことを聞くんだ』

『あ…ヤ、イヤだっ。あああっ、よせ…そんなとこォ！』

『体はイヤとは言ってないぞ、ウン？　ほぉら、蜜がこんなにトロトロと…。フフ、前ばかりでは淋しいだろう。今度は、こっちを抉ってやろう…な』

『ア…ア…ア、痛ッ！　イ、ヤ…イヤだァ！　アアアア——ッ！』

『フッフッ、いい締めつけぐあいだ……』

　神崎にムリヤリ×××される夏目の姿がチラついて、浮かび上がって、空想が妄想を呼んで…妄想が妄想を呼びまくって、オレの胸のなかは罵詈雑言バリゾーゴンの嵐状態になった。

　ヤロー、神崎ィ！　ザケてんじゃねーぞオラァ！　テメー、よーもオレの夏目に…オレだってまだしてねーのに…アッーンナこととか、ソッーンナこととか、してくれたなァ！　アア！　テメーッ、許さねッ…ぶっコロしちゃるーッ！

「——香坂。見たんか」

「夏目ェ！」

　ちょうど、そのとき、背後で声がした。

　オレは反射的に叫んで振り返り、抱きついてしまっていた。

「夏目、夏目、夏目、オレ…オレッ、オメーが好きだーッ！」

「なに言っ……ワッ」

　抱きついたまま、すもう・・・みてェにズドドーッと押していって、勢いでドンッと床に押し倒しちまった。コンビニの袋が夏目の手から飛んで、バラバラッと菓子が降ってきてゴンゴンッと缶ジュースがオレの後頭部を直撃したが、ンなこたぁカンケーねェ！

「好きだ好きだ好きだ、夏目ェ！　オメーはだれにも渡さねーぞォ！」

「ちょっとと待……ウッ♥　ウ…んっ、んんんん」

　怒りとシットでグチャグチャになって、叫んで、体の下の夏目をギューッと抱きしめてキスした。力イッパイ目イッパイ愛もイッパイついでにスケベ心もイッパイだァァァ！

　んっ、んんんんーっ。
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（オメーはオレのもんだオレのもんだっ、だれにも渡さねーぞっ、夏目ェ、夏目……って、オレ、今、夏目とキスしてるんだよな）

　という実感は、あとから湧いてきた。

　いったん湧くと、

（わ〜、しちゃってるんだオレってばァ。スンゲ…スッゲー）

　つー感じで、グフフ…と心のなかに超スケベ笑いが起こってくる。

　もーっと強く、ムチュ——ッなんて唇押しつけちゃろ……おっ、夏目の唇って、意外とやわらかいのなー。…クチュ、チュ。なんか弾力あって、オレの唇に吸いついてくるみてェで、あっ…なんか、スッゲ、気持ちイイー。

「チュッ、クチューッ」

「こら…ン、香坂やめっ…ンンンー」

　唇だけじゃ、ガマンできなくなってきたぞ。エーイ、もうアツチコッチ、キスしまくっちゃれ！　チュパッ、チュパッ……あ、耳タブおいしー。お？　ほっペのザラついた感触カッチョイイ。おおっ、固ーい胸の筋肉が男の色気だぜっ、男の色気ーっ。こりゃ、ココはとくに念入りにィ……ンチュ——ッ。

「オイこらっ、香坂、待てっ…」

「あ、これ以上は服がジャマだ」

「待てと言っとるだろーがっ！」

「ほんじゃ、ま、脱がせ脱がせ……わっ！」

　洋服はぎ取り作戦に入っていたオレの胸もとを、グイッ、と夏目がつかんで引き寄せた。

　夏目クンたらァ積極的イ♥などとフザけるまえに、オレの体は宙を舞っていた。

「わわわっ……」

　と、巴投ともえなげだァァァ。

「……ッテー！」

　数秒後、オレの体はボスッと落ちた。やわらかい感触……あ、ベッドの上か。

　だから口で言ったほど痛くはなかったんだが、その衝撃でスケベ心がフッ飛んで、オレは自分がこんな行動に出た原因を思い出した。

「どうしたっていうんだ？　え？　香坂」

　オレの体をベッドの上にキッチリ押さえ込んだ夏目が、たずねる。

「どうしたもこうしたも…っ」

　くそっ、動けねー。ポイント、キッチリ押さえられてる。転がっちまったらオシマイだもんな。なんか…今のオレ、スッゲ情けねー。

　動かせない体のかわりに、オレは唯一自由になる口で思いきり叫んだ。

「どうもこうもねーよッ。なんかオレ…情けねー、情けねー情けねー！　オメーが…死ぬほど好きなオメーがよォ、あんな神崎のクソジジィに金でイイようにされてんのに、オレはなんにもできねェ！　なんにもしてやれねェ！　おまけに、へンなシット心とスケベ心起こしちまって、このザマだ」

「神崎…？」

「とぼけるなよ！　オレァ、知ってんだからな、全部…。オメーんトコの店の経営状態がよくなくて、それタテに取って、神崎のヤローが…っ。こんなマンションとか、宝石とかで、オメーを縛ってスキなようにしてっ……ンなもんで、オメーを買った・・・気でいやがんのかよォ！　神崎のヤローはァ！　許さねェ！　オメーを苦しめるヤツが、だれであろうとこのオレが許さねェからなーッ！　神崎のヤローッ、コロしてやりてェ…ぶっコロしてやりてェよ——ッ」

　途中で、ヤンキー言葉に戻ってるのはわかってた。涙が出てるのもわかってた。だけど止まらねェ。止められねーよッ、ンなもんボケー！

「香坂、おまえ…」

　口に流れ込んでくる涙といっしょにヤンキー言葉を吐き出しまくるオレを見て、夏目がフッと笑った。

「まったく、おまえは走りだしたら止まらないヤツだなァ。爆走男の、火の玉ボーイか。ピジョン・ブラッドみたいに真っ赤っ赤だ」

「るせーッ、ほっとけ！　バ、バカだって言いてェんだろ！　だって腹立つじゃねーか！　あのエロジジィ、いったいどれだけオメーを宝石店に連れてったんだァ？　アア!?　そんな、トーシロのオメーがピジョン・ブラッドなんて専門用語を覚えちまうほど…」

「………」

　そこまで聞いた夏目は、黙って、オレの体から下りた。

　そして、部屋のすみの机のほうへ歩いていっちまった。

「な、夏目？　どうしたんだよ……え？」

「ほら、香坂」

　ワケがわからず目をパチクリさせるオレに、しばらくして戻ってきた夏目は、なにかを放ってきた。反射的に受け取ってから見ると、ルビー、サファイア、ヒスイ……机の引き出しに入っていた宝石だった。

「？」

　眉をひそめるオレから、ヒョイとそのうちルビーを取り上げると、夏目は言った。

「ルビー、鉱物名はコランダム。最高級品は〝ハトの血〟を意味する、ピジョン・ブラッドの名で呼ばれる。主な産出国は、ミャンマー」

　次に、またヒョイとサファイアを取って続けた。

「こいつも、コランダムだ。赤以外のコランダムをサファイアと呼ぶ。産出国は、やはりミャンマー。そして、もう一つ、ミャンマーで採れる石がヒスイだ。ヒスイというとすぐ中国を思い浮かべるが、じつは中国ではヒスイは採れない。ミャンマーのヒスイが中国に流れたんだ。その理由は、ミャンマーを植民地にしていたイギリスがヒスイには関心を示さず採掘権を華僑かきょうにゆだねたから……って、こんなこと、いくら宝石屋に通いつめたって、トーシロ・・・・が知ってるか？　香坂？」

「えっ……あ、ああ。それもそうだな」

　コイツ、オレより詳しいんじゃねーかァ……立て板に水流れまくりの説明にボーゼンとなっていたオレは、突然、そう聞かれてハッとした。

「じゃ、夏目、オメーいったい…」

「俺の家も宝石屋なんだ」

「……………。えええ!?」

　あんまりビックリして、声が出るまでにキッチリ五秒かかってしまった。

「そんな驚くことか？　おまえだって宝石屋の息子だろうが、香坂」

「そ、そりゃ、そうだけど」

　だ、だけど、あんまりにも思いがけなくてよォ。

（夏耳　どう見ても、宝石店って感じじゃねーベ？　デッケーし、男キワめてるし、どっちかってーと、建設業とか土建業とかヤの字業界カンケーっぽい……って、オレも言えたギリじゃねーよな。ま、オレの場合、中身はともかく、外見はピッタシっつーか、花屋とかケーキ屋とかブティックっぽいけどォ……って、ほっとけオラァ！）

　心のなかで墓穴ホリホリしていると、夏目の声が聞こえた。

「まぁ、オヤジの店の状態がよくないのは事実だけどな」

「だからっ、だから神崎にムリヤリ愛人やらされてるんかっ？」

　オレは、ガバッと身をのりだした。

「は？」

「だって、あんなイーッパイ宝石買ってもらって、ウチの店にだっていっしょに来たし！」

「引き出しのはオヤジの店の宝石だ。『シェ・トア』には勉強のために行っただけだ。それに、さっきから愛人ってなんだ？　神崎さんが愛人なわけないだろう」

「…………………°エエエエエ!?」

　ビックリこいたあまり、脳ミソ空白状態が五秒から七秒になった。

「だ、だ、だって、キスしてたべっ？」

　八秒後、復活したオレは、慌てふためいて聞いた。

「キス？」

「ほらっ、ウチの応接室でっ」

「ああ、あれか。キスしたら、おかしいか？」

「おかしいわい！　どこの世界に、なんでもないタダの男同士かブチューッとキスしとるとこがあるっちゅうんじゃ！」

「そっか？　へンか？　額にキスしたら」

「へンじゃ言うとるだろーが!!　どこの国に、額にキス……エッ？　ひた、ひたいッ？」

　ひたいって、ひたいって、デコのことかァ？

　デコのことかァァ？

　タダの…タダのォォォ？　

　エ!?

　エエエ!?

　エエエエエエエエエ!?

「…………………………」

　ショック落雷落ちまくりの、衝撃豪雨降りまくりのあまり、脳ミソどころか体じゅうが空白まっしろセッコウ状態で固まっちまって、も、口も聞けねー。

（そ…そういやぁ、あんとき、こっち向いてソファにすわってる夏目を、神崎がガバッとむこう向いて抱きしめて、それから「チュ♥」って音がしたけど……どこにキスしたのか見てねェ…。あれってば…デコだったわけ？　え？　え？　じゃ、なに？　ぜんぶぜんぶぜーんぶっ、オレのカンちげーだったわけっ？　ハハ…ハハハハハ、オレの…オレのバカ、アホくずタコぼけなすカス死ね、死ねやオラァ……って心境だぜ。ハハハ……）

　空ー虚な笑いが、セッコウと化した頭のなかに響きわたる。

　ああ、今、コンッてカナヅチでたたいたら、バラバラバラッて崩れて、体じゅうガレキの山になりはてそーだァ……。

「へンだよな、やっぱり。今度、神崎さんに会ったら言っとこう。あのひとは外国暮らし長いから、すぐキスとかしてくるから……ま、俺も、あんまりうれしくはないしな」

　そんな夏目のつぶやきが、空むなーしく右耳から左耳へと抜けていった。

　……結局、神崎は、夏目の愛人でもなんでもなかったんだ。いわば後見人で、夏目のオヤジの知り合いらしい。で、やっぱり宝石関係の仕事をしていて、勉強のために夏目をあちこちの宝石店に連れていってたんだと。

（な、なんちゅうカンちげーだ…。も、立ち直れね……）

　ようやくセッコウ固まり状態の溶けてきたヒザを、ガ————ク————とついた。

（……ん？　ちょっと待てよ）

　でも、そのとき妙なコトに気づいて、オレは顔を上げた。

「じゃ、夏目、オメーよォ、なんでいつも暗い顔してたんだ？　なに悩んでたんだ？」

「そっ、それは」

　そう聞くと、なぜか夏目は変にアセった。

「なァ？　なんで、オレが見つめたらパッとすぐ目ェそらしたんだァ？」

「そ、それはおまえの気のせいだ…」

「ちげーよっ。ア、ほら！　今だって、ゼンゼン、オレの目ェ見ないじゃん。ほらほら！　オレが顔のぞきこもうとしたら逃げるじゃん。なァ、なんでなんでっ？」

「うっ……」

　夏目は、言葉をつまらせた。

　オレは夏目の前に回った。夏目はあっちを向いた。オレがあっちに行ったら、今度は、夏目はこっちを見た。で、こっちに来て目をのぞきこむと、パッと顔をそむけやがる……しばらく、オレたちはクルクルとそんな追いかけっこをしていたが、やがて、夏目が目ェそらせたままポツリと言った。

「……わからんか」

「わっかんねーから聞いてんだろ」

「…察しろよ」

「察しろってなにをだよ？　よォ？」

「ほんとに、マジで、わからんのか…香坂」

「ああ、わかんねー。マジわかんねー、サッパリわかんねーネ、オレァ」

「——ガキだな、テメー」

「なんだとォ！　だれがガキじゃオラァ！　オレはなァ、テメーのことが好きで好きで、どうやってこの部屋に入ろうかって、そればっか考ェてたんだぞっ。ガキが、そんな愛に悩んだりするかーっ。アア！」

「俺もなァ、どうやって入れようかって、それしか思ってなかったぜ」

「え!?　じゃ、じゃ、夏目もオレのこと…!?　ええっ、ウソマジ…超ラッキーじゃん！　も、そんな、いっくらでも入ってやるって！　毎日でも、ずーっとでもイイって！」

「入れてイイんだな？」

「ああ！　ったりめーだ」

「男に二言はねーなァ？」

「おお！　いつでも……わっ！」

　そこで、いきなり、グイッと肩をつかんで並んですわってたべッドの上に押し倒された。

「な、なんだ？　なにすんだァ、夏目？」

「ほんじゃ、ま、遠慮なく入れさせてもらうとすっか」

「って、もう入ってるじゃねーか」

「どこがだ？　俺のモンは、そんな『入ってるじゃねーか』って平気な顔してられっほど、生やさしいモンじゃねーぞ」

「へ？」

　このあたりになって、オレはようやく、

（なんか…雲行きがへンだぞ？）

　と感じはじめた。

「あのさ、入れるってェ…」

　オレは、おそるおそる聞いてみた。

「オレを、この部屋に、だろ？」

「俺を、オメーの中に、だ」

「……………。しぇぇぇぇぇ！」

　あまりにもトンデモナイことを、あんまりにも当然のようにアッサリ言われ、ビックリたまげてワタタタともがくタイミングが五テンポほどズレてしまった。

「なっ、なっ、なっ…」

「なーにベッドの上でダンスしとるんだ？　香坂」

「るせッ、ほっとけ！　ンなモン、入るはずねーだろッ。放せ…放せよーッ、テメーッ、夏目こんガキャー！」

「…ッテ！　こら、暴れるな。香坂、オメー、入れてイイって言ったよな？　男に二言はねーんだよなァ？　アア！」

「るせーッ、二言も三言もあるかー！　オレはてっきり部屋のことだとっ……クソッ、放せっつってんだろーがァ！　このバカ力男がァ！」

　体のポイント、ポイント押さえ込まれてて、動けねェじゃねーかコラ！　クソーッそれに、今、気づいたけど、コイツゥ。

「夏目ェ、テメー、なんでヤンキー言葉しゃべってやがんだァ!?」

「あー？　俺、ヤンキーだもんよ、もともと。転校してきて、すこしはマジメにすっかと思ったし、オメーが俺に合わせてくんのがおもしろかったけど、も、ヤメだヤメ。ヤッパ、こっちのほうがラクだわ」

「テメーッ、ダマしてやがったなァ……いいから、どけって！　離れろっつーの！」

「香坂、オメー、往生際が悪ィぜ？　いいかげんカンネンしろって。気持ちよくしてやっからよ」

「なにが気持ちィ……ウッ♥　うっ…んんん、ん」

　イイわけねーだろっ、と最後まで言うまえに、唇をふさがれた。

　こ、こらっ、やめれ……あ、あっ、ん…んんんーっ。あ、そんなァ…舌なんて入れて。あっ、舌で口のなかコネコネ、だなんてェ。な…に、なに、これ……。

「…チュ、グチュ、チューッ」

「ン…ンンン、ンーっ」

　スッゲ…なんかスッゲ、気持ちイイよォ。信じられねー。男に…男に、キスなんてされてるのにィ。コイツ……うめー、スゴク。オレなんかのタダ押しつけてるだけのと違って、スゲー濃厚な…ああン…ディープ・キスだァ……。ァ…ン………。

「チュパッ……どだ？　気持ちよくなったろ？」

「ウ…ン………」

　なんか頭のなか、ポーッ、となって答えると、夏目のうれしそうな声が返ってきた。

「そっかそっか、よかったな。香坂、オメー、初めてかァ？」

「ウン……」

　まだポーッとしていて、あまり深く考えずに返事したとたん、

「え、なに——ワ！」

　いきなり太ももをつかんで、ガバァッ、と左右に開かれたかと思うと、そのままヒザの裏がわに手を差し込んで両脚を高く持ち上げられた。

「ヤ…ヤだぁ、こんなのォォォ！」

　恥ずかしさに、思わず、身をよじった。

「初めてだったら、スペシャルにしてやるって」

「な…なにがスペシャルだよ。や、やめれ…ヤだったらぁン！」

　いつのまにかズボンもトランクスも下ろされちまってて、むきだしの股間に夏目が顔を埋めている。く、くわえて…あ、あン…いる！　くわえているのが見えるぅ！

「…プッ、ジュプ、ジュププッ」

「あっ、あっ、ヤ…あああン！」

　信じられねーような声が、オレののどから出る。かすれてて、甘くて、オレ…あ、オレ、女みてェ…。あっ…ンンン！　夏目の形のイイ唇にオレのがくわえられてるぅ。入って……出てまた入って…出て…入って出て入って出て、あっ、あっ、あああっ！

「アッ…も、もうイクぅぅ、夏目ェ」

「ん？」

　鼻の奥からしぼりだすような声で訴えた瞬間、でも、夏目はチュパッと口を離しちまいやがった。

「ヤ…イヤァァァ！」

　オレは、夢中で追いすがった。

「やめないでやめないでっ、イヤイヤイヤーッ、お願い…ッ」

「なにをだ？」

　夏目が、体をズリ上げて、オレの顔をのぞきこみながら冷やかすように聞く。

「なにを、お願いするんだア？」

「あ……」

　目と目が合った瞬間、カーッ、と顔が熱くなった。

　オレ…オレ…オレってば、な、に、言ってんだ？　超マジ信じらんねェ……。

　顔とは反対にスーッと冷たくなった頭のなかに、今までの女みてェだった自分のアラレもない姿が浮かんで…浮かび上がって…ビビッドに映し出されて、も、どーもこーもマジねェくらい、恥ずかしくなってきた。

「なァ、お願いしてみ？　香坂」

「るさい！　そんなん、できっかー！」

　そんなん、お願いするくれェだったら自分でするわっ……たまらず、自分のモノに伸ばしかけた手を、夏目が両手まとめて引っつかんじまった。

「あ…バカ！　放せっ」

「そんな、自分でやらなくても俺がしてやるって。なァ、イカせて、って言ってみ？」

「言えねェつってるだろーがァ！」

「じゃ、このままでいーんかなァ？　香坂クン」

「うっ……」

　夏目が、チロッと横目で、オレを——はちきれそうになってて…でも最後の刺激を加えてやらないとゼッタイに爆発しない——オレのモノを見た。

「ほら、この口で言うてみ？　イ、カ、せ、て」

　夏目が、クイッとオレのあごをつかんで目をのぞきこんだ。

「イ、イカ…」

　オレはつられるように、口を動かした。

「おっ、それからァ？」

「イカせ…てってオレが言うと思ったかボケ！　死んでも言うかー！」

　オレは顔を真っ赤っ赤にして、メイッパイ目ェ見開いて、夏目をギッとにらみつけた。あ…ヤベ、涙、出そー。だって…だって、そんなん言えっか！　言えねーよッ！　…言わすなよぉ、夏目のバカァ——！

「——ま、いっか」

　心のなかで叫んだ瞬間、目の前というより上の夏目の顔がフッとほほ笑んで、「チュッ」と唇にキスを送ってきた。

「カワイイ顔見せてもらったし、も、イカせてやるって」

「カ、カワイイって……アッ！」

　ギュッ！　いきなり、手のひらにモノを握りしめられた。

　それから中身を揉み出すように大きな手で何度も、ギュッ、ギュッ、ギュウウッと。

「あっ…あっ、ヤベーよぉ、そんなに強くぅ…ン！　ン——っ！　もっ…出るぅぅ！」-

「イッたらいいべ？」

「ンッ…ンッ…ああああンッ！」

　オレは夏目の体にしがみついて、ブルルッ…、と腰をふるわせた。

（ハァ…頭ンなか、真っ白だァ。スンゲ…もっ、スンッゲー、気ン持ちイイよォォォ♥）

　オレはベッドの上に大の字になり、

「ハァ————っ」

　目をつぶって、思いっきり満足のため息をついた。

「じゃ、今度は俺の番な。香坂」

「あー？　お…おお」

　そしたら、夏目の声が聞こえてきたもんで、オレは身を起こした。そりゃオメー、してもらったら、してやり返すのが、男の心意気ってもんだろ？　よいしょっと……ひゃー！　コイツの、体とおんなじでデッケーのなー！　ちょっちウラヤマのシイの木だぜー。

　ベッドにあぐら・・・をかいた夏目の股間に顔を埋めようとすると、オレの背中に手を置いて、

　夏目が言った。

「あー、ソレもイイんだけどなァ。今日のとこはコッチで頼むわ」

「コッチ？」

　聞き返したオレの背中を、手がススーッとすべっていって、止まったところは——。

「——ツプッ」

「えっ！」

　ビックリして、オレは声をあげた。

　ソコって、そのツプッて指で押してる背骨の終点のとこって、まさか…まさかァァァ！

「や、やめれ…やめれーっ」

　オレはやーっと夏目の意図に気づき、ワタタタッと暴れまくった。

「そんなチッセー穴に、ンなテメーのバカデッケーナニ・・が入るわきゃねーベッ！　バカ…夏目のバカタリッ、放せ…放さんかーッ」

「香坂、入れてイイって言ったろ？」

「イイはずねェだろーがッ、イイはずッ。イヤじゃーッ、放せアホーッ！」

「オメー、ホント、あきらめ悪ィぜ？　おとなしくしろって」

　夏目は、逃げまくるオレをヒョイとつかまえると、ベッドの上にうつ伏せにねじ伏せてしまった。そして——。

「——ツツプッ」

「ッテーよ！　指、突っ込むなーっ」

「イテー？」

「ったりめーだろ！　はやく、抜けよォ……あっ、あっ、中で指、動かすなっ。グリュグリュってヒダ引っかきまわすなァ……ァン、ャ…ヤァァン！」

「マジでイテーかァ？　香坂？」

「きまって……ン、ふっ…ンン！」

　きまってんだろ、と答えるはずの語尾が消えて、甘い鼻声に変わる。

　正直なとこ、夏目に言ってるほど、痛みはねー。ただ異物感と、圧迫感があるだけで。夏目が中で指をクネクネうごめかしたり、ククッとヒダを引っかいていくたんび、オレはビクッと体をそらして…ギュッと中の指を締めつけちまって、そのせいで、異物感がいっそう増して、夏目の指の形が妙にリアルに感じられるんだ。こ、ん、な……こんなのォ、今まで味わったことのねー奇妙な…あ…ゾクゾクする感覚だァ、ああン！

「ホントに、イテーのかァ？　気持ちよさそうだぜェ？　オメーのココ、俺の指、スゲー締めつけてくる。中、生あったけーし、なんかスゴク居心地よさそ……スマン」

「え？」

　そんなオレの感覚を見透かしたように冷やかしていた夏目が、マジな口調になってきたかと思うと、そう謝った。

「スマン、香坂。ガマンできなくなった…！」

「って、オイちょっと待っ……イッ、イッテー!!」

　ちょっと待てっ、と最後まで言うまえに、声が裏返った。完全にひっくり返った。しかも続けてそれ以上もうナンも言えねェ…痛い、痛い痛い痛い痛い痛いィィィ!!

　夏目のヤツ、突然オレの腰を両手で持ち上げたと思ったら、ズッ…ズブブッ、イキナリ突き立ててきやがったァァァ！　

「ヒッ…ヒッ、イッテ……テ、ヒィ…！」

「グチュッ、ズチュッ、ズチュッ…！」

　夏目が突き上げるたび、痛みがケツからのどもとまで突き抜けて内臓が口から飛び出しそうになる。悲…悲鳴も、マトモに出ねェ…！　も…も、やめてく…れェ。た…のむから、たのむからよォォォ。お…あああっ…夏目ェ！
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「ヒッ…も、イ…け。はや…くぅ、はやくイッてくれ——！」

　両手でフトンをつかみしめ、涙でグチャグチャの顔をベッドにこすりつけて、オレは泣きを入れた。

「俺もイッてやりたいんだが……クッ、食いちぎる気かっ、香坂！　そんなに力を入れるなっ…抜けっ、これじゃイケんっ！」

　ンなこと言ったって、どうしたらイイんかオレわっかんねーよォォォ！　ヒィィィ！

「香坂……」

「ウッ…ヒッ、夏目、夏目ェ……あっ」

　そのとき、夏目が腰をつかんでいた片手を離し、前に回してオレのモノを擦ってきた。

「シュッ、シュッ、シュプッ」

「あっ…あっ…ああっ、夏目」

　夏目の大きな手がオレをあやすように優しく揉みたててくれるせいで、痛みもいくらかマシになったような気がする。

　体のシンを焼き抜かれるような後ろの苦痛と、体がトロトロと蕩けてしまいそうな前の快楽。同時に、おんなじ男によって、オレに与えられてるんだァ……ああ、オレ…オレ、どうにかなっちまいそうだよォ？　あああっ、痛っ…ン…ヒッ、ヒィィ…あン、ンンン…ヒッ…ああン！　ふっ…ンンンーン！

「ズプッ、ズプッ、グプゥゥゥ！」

「あっ、あっ、夏目ェ、突…いてェ、もっと突いてェェェ！　イ…イイ、イイ、死ぬ…っ」

　な…に、なに、オレ、言っちゃってんのォ？　あ…そだよ、これは前のせい、前がイイんだよ……あっ、ああっ、イイ、メチャイイ…よォ。スンゲ…気持ちイイ、気ン持ちイイよォォォ。マジ…死にそ——ッ！　もっ、前でも後ろでもいい…死ぬ———ぅぅぅ！

「夏目…夏目ェ、イ…クぅ、イクぅぅぅ！」

「香坂ァ、俺も…もっ、出る！　クッ…ウウウッ!!」

「ウアッ…アアアアアッ!!」

　ズアッ、と夏目がオレの中ですさまじい勢いで膨れあがり爆発した。ジョワッと放たれた熱い激しい液体は直腸を直撃して、オレの全身をビクビクッと痙攣させ、それから…ゆっくりとオレの内部に、潮のように優しく広がっていった——。




（…ッテーよなァ、ヤッパ。オレのアソコ、どうなってんだろ？　ひょっとして、スプラッタ…？　うっ…確かめるの、マジでコワイぜ）

　数十分段

　ようやくマトモに働きだした頭で、オレは考えていた——と。

「わっ、夏目、なにしやがんだっ」

　トナリで眠っていると思っていた夏目が、突然、ガバッとオレを後ろ向きに押さえ込んだかと思うと、ペロッ、とアソコをなめた。

「や…やめれアホ。キタねーよ？　そんなとこォ」

「アフターケア」

「へ？」

　恥ずかしさで赤くなるオレの耳に、そんな言葉が聞こえてきた。

「一年間は保証付き、無料でアフターサービスさせていただきます。一年を過ぎましたら……って、そのくらいにゃ、香坂、オメーも慣れるだろ？　傷することもねーよな。いや、初めてっつーてたクセに腰振ってヨガる・・・・・・・ヤツだもんァ、一年はかからねーかァ？」

　そう言って、夏目はニヤッと笑った。

　オレはさらに真っ赤になって、どなり返した。

「るせーッ、なにがヨガっ…。テメーは宝石の保証書かーッ？　だーれがテメーなんかと一年もつきあってやるかよ！　あー！　スグ別れてやる、捨ててやるボケ！」

「おー、ヒデーなァ」

　それから、夏目はクスクスと笑って、それでもシッカリ約束どおりアフターケア（？）してくれた。

「よかった。思ったより傷、深くねーや。これで初めてとは、香坂、オメー、ヤッパ素質あんだわ」

「るせーつってるだろーがッ、夏目！」

　気恥ずかしさを隠すために殴りマネすると、夏目は、スイッとかわしてベッドを下りた。

　いつのまにか夜明けが近づいてるみたいで、カーテン越しに薄明かりが射し込んでくる。淡い光のなか、フローリングの床に裸で立つ夏目は、なんか…なんかスッゲー男臭くて、カッチョよく見えた。

「痛い思いさせたワビに、朝メシ作っちゃる。俺、ケッコウ上手だぜ？　それ食って——で、オメーの体が大丈夫そーだったら、どっか二人で遊びに行くか」

　そのカッチョイイ男が、オレを振り返って、言った。

「って、オメー、今日なんか用あるんじゃなかったんか？」

「ん？　も、いーんだ」

　そう答えて、夏目はスタスタと流し台のほうへ歩いていっちまった。

　しばらくすると、ジュワーッ、と卵の焼ける音と、ウマそうな匂いがしてきた。

「………」

　ベッドの中でほおづえをついて、裸のまま朝メシ作ってる夏目の、ひきしまった尻とか太ももとかを見てると、なんかフフ…って笑えてくる。

　この男が…このガッコの美術室に飾ってあるギリシア彫刻みたいな裸体の男が、オレを抱いたんだ。さっきまで、このオレの中にいたんだァ。フフフ……。

（ゲッ…オレ、女みてェなコト考えてらァ）

　ちょっちそう思ったけど、ま、べつにイイんじゃねーか？

（夏目をモノにするつもりが、反対にモノにされちまったけどよォ……ま、モノにしようがされようが、男だろーが女だろーが、上だって下だって、イイんじゃねーのォ？）

　シ、ア、ワ、セ、ならさ——。

「できたぞォ、香坂。さ、食お食お」

「おー、ウマそうじゃん」

　笑顔のまま答えて、オレも裸でエイッとベッドを飛び下りた。









恋すりゃ、みんな、コワクなる











「あっ…あっ…あっ、雅人ォ！」

　前をキツク揉みしだかれ、後ろに指を入れられて、オレは声をあげた。

　ひとりでに腰がうねり・・・だし、オレにのしかかってるヤツの体に下からギュッ…と両腕で抱きついちまう。ヤツの唇がオレの胸に押しつけられ、その間の生あたたかい湿った舌がペロッと乳首をなめた。

　大きな手のひらが、ギュウッ、ギュウッ、と中身をしぼりだすようにオレのモノを握る。後ろに入った指のわきから、ググッ、もう一本の指がさしこまれる。太い指がオレの内部なかでグリュッとうごめいた、爪でクッ…と内壁をひっかいたァ！

「ヤッ…イ、イクぅぅ！」

「——ヤッパ、俺の予想どおりだろ？」

　そのとき突然そんな声が聞こえてきて、ン？　とオレは目を開いた。

　すると、オレの胸から顔を上げたヤツが、ニッと笑った。

「オメー、素質あんだわ、明良。一年どころか十日しかたたねーのに、指だけでイキそうになるとはなァ。二本なんかじゃなくて、ゲンコツまるごと入れても大丈夫なんじゃねーのォ？　まー、すっかり馴れちゃって」

「る…るせーッ。だれが馴らしたんだッ、だれがッ。テメーがこの十日間、毎日毎日…毎日每日毎日、エッチしやがるからだろーがァ！」

　オレは真っ赤になって、どなった。

　——そう。

　夏目雅人にモノにされて、十日。

　オレたちは、毎日、元気にエッチしまくっていた。ガッコの帰りはゼーッタイ白亜のマンション経由だし、土日ともなれば、も、泊まりこみでしたい放題ヤリたい放題！

「カワイクねー返事だなァ、明良。そんなこと言ってっと、イカせてやんねーぞ？」

「あっ…イヤ！」

　雅人が指を抜きかけたので、反射的に、オレはグッと力を込めちまったんだ。

　その、つまり……アソコに。

「おー、スッゲー締めつけ。なに？　毎日あれだけヤッてんのに、まぁだ足りねーのォ？」

「ゔっ」

　そしたら冷やかし口調で言われ、オレは真っ赤っ赤になって言葉につまった。

　だって、オメー、こりゃもう〝ケツは口ほどにものを言い〟つーかナンつーか。ケツで「いかないでっ」て叫んだも同じじゃねーか。超こっ恥ずかしーよォ……。

「ウソウソ。ジョーダンだって、明良。ちゃんとイカせてやるから…な？　カワイイ顔して、恥じらってくれたことだし」

「バ、バッカ！　なにが恥じら……あン！」

　恥じらうだよっ、と最後まで言うまえに、声がはねあがった。雅人が指を二本そろえて、グプッ、と根元まで突き入れやがったんだ。そして、そのままグリュグリユと内部をかきまわしてっ…。

「あっ…ヤン！　ヤァ…ン！」

「声もカワイイんだよな、オメーは」

「だからっ、そのカワイイっつーのやめれ……ン！　ンンッ！　もっ…漏れるぅぅぅ！」

　ズプッズプッ、そろえた指を抜き差しされ、抗議の声がせっぱつまった鼻声に変わる。

「出したらいいべ？」

「ンッ、ンッ、ンンンン——ッ！」

　オレは雅人の体にしがみついて、ブルブルッ…、激しく腰をふるわせた。

（ハァ——っ。いつもなから、気ン持ちイイ——っ♥　も、死にそぅ……）

　ベッドの上に大の字になり、ホエ〜と息をついていると、雅人の声が聞こえた。

「ホレ、今度は俺の番。なめてくれや」

「あ？　あー」

　オレはノソノソと起きだし、あぐら・・・をかいた雅人の脚の間にかがみこんだ。

「チュッ…ジュプッ、ジュプッ」

　含んで…ゆっくり顔を上下させると、口の中、雅人のモノが大きくなってくる。固くなってくる。そりかえった感じがデッケーバナナ食ってるみてェ……とか思ってるうちに、じき口にほおばりきれなくなる。

「チュパッ、ツツ…ンヂュ——ッ」

「うっ、ああ…イイぜ」

　そんなとき、オレはいったん口を離して、横からくわえなおすんだ。それからツツ…と舌先で先端からたどっていって、根元のところに思いっきりディープ・キスをする。そうすると、雅人はスッゲー感じるみてェだからさ。

（オレだって、いつまでも抱かれ小僧やってるだけじゃねーんだ。そのうち、オレのテクニックで、雅人メロメロにしてやるからなァ……フッフッフッ）

　愛の野望（？）を抱きつつ、フェラちゃんにいそしんでいたオレは、

「ああ、イイぜ。イイな。イイかもな……ぱらっ」

「？」

　そのとき雅人の声といっしょに聞こえてきた、ぱらっ、という音に顔を上げた。

　そうしたら！

　雅人のヤロー、しれっとした顔で英語の教科書なんか、読んでやがるゥゥゥ！

「テッ…テメーッ！　なにグラマーやってんだァ!?　アア!?」

　オレはブチッと切れた。

「あ？　だって、明日から実力テストだもんよ」

「なにが実力じゃー！　ひとにくわえさせといて、よっ…ようもオラァ！」
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「おー、それはちゃんと感じてるぞー。オメーもウマクなったもんだよなァ、明良。でも、まー、それはソレこれはコレ、ナニと頭の使い分けつーもんだ」

「るせーッ。ンな器用なマネできるかーッ」

「そんなことねーって。ホレ、オメーもやってみ？」

　雅人はヒョイとオレを抱き起こすと、あぐら組んだ脚の上に乗っけやがった。

　その中央にゃ、デッケーバナナじゃマジすまねーサイズになっちまったナニがドドーンとそびえ立ってる——。

「やめれっ、やめれバカタリ……アッ、アアアアアン！」

　ズッ、ズプププププウッ！

　すでに雅人の指で十分ほぐされていたオレのソコは、濡れた音を発して一気にソイツを根元まで呑みこんじまった！

「ホーレ、明良。教科書、持って。これなら、二人いっしょに見れるぜ？」

「る…るせーッ。雅人のバカタリ、バカァ、ぼけなすぅぅ…コロす、ぜーったいコロす！」

　とか言いながらも、熱い太いモノをズップリくわえこんだオレの内壁は擦り上げられる刺激を求めて…じっとしていることに我慢できなくなって、いつのまにか、オレは自分で体を激しく上下させていた。

「アン！　アン！　アア…ン！　ハァ…ァァァン！」

「お〜ぉ、そんなに動いたら教科書が読めねーぞォ？」

　からかうように雅人が耳もとで言うけど、も、止まらねっ…止められねーよっ！

　オレは両手で持っていた教科書を投げ捨てて、かわりに、首をねじ曲げグイッと雅人の頭を抱き込んだ。腰を使いつづけながら、その唇に熱烈なキスを贈る。

「んっ、んんんんん——っ♥」

「んんんっ……クッ、明良！」

　唇が離れると、雅人が堪えかねたように熱くオレの名前を呼んで、グッと腰を抱き寄せた。そのまま両手でウエストのくびれ・・・をつかんで、下から打ちつけるように激しい抽送ちゅうそうを開始する。雅人の律動に合わせて、オレも夢中で腰を振った。動かした。うごめかした。オレの中のマサトをキツクキツク締めあげ、ビクビクビクッと肉ヒダをすさまじい勢いで痙攣させた——瞬聞。

「アッ…明良ッ、クウッ…クウウウッ!!」

「雅人、雅人ォ…ヤーッ、イクぅぅぅ!!」

　オレたちは、同時に達していた。




「……明良、気持ちよかったかァ？」

　まだ雅人のヒザでポワ〜とのぼせていたオレの耳に、そんな声が聞こえてきた。

「あー？　あたり前田のクラッカーじゃん…」

「おっ、マー坊入ってんな」

「るせっ。オメーはヘンタイ入ってんじゃねーか」

　エイッ、と殴りマネすると、ぽてっとヒザの上から落とされてしまった。

「あっ、やりやがったな。エイッ、反撃反撃」

　ふざけて、雅人をベッドの上に押し倒した。

「どーだっ。押し倒しで、香坂山の勝ちーぃ」

「ほんじゃ、俺は」

　雅人がヒョイと体を入れ替えて、オレの上に覆いかぶさっちまいやがった。

「抑え込み＆寝技、ｂｙバイ柔道」

「こ…こりゃ、どけ。ぐるじい〜」

　例によってポイントきっちり押さえ込まれてて、ジタバタあがいても、う…動けね〜。

「ま、雅人ォ…」

「お、なんだァ？　カワイーク泣き入れるなら、どいてやるぞ？」

「うん、謝る。謝るからぁ……耳、かして」

「よしよし。ちゃーんと謝ってみ？　ホレ、耳」

「ゴメン、オレが悪かったよぉ……って、オレが言うわけねーべっ。ひっかかったな〜。反撃っ、性感帯攻撃」

　すかさず、雅人の耳の後ろにフ〜ッと息を吹きかけた。

　とたんに、大きな体がビクンとはねた。

「ゲッ…やめれ、明良。そこ弱いの、知ってるだろ？　あっ…あっ」

「フッフッ…知ってるのは、そこだけじゃねーぞォ？　あっちも、それから、ここもだァ」

「やめ…やめれっつーに、アッ…アッ…アッ」

　コチョコチョッ、体のあちこちに指＆息攻撃をしかけると、雅人はくすぐったがって、ベッドじゅうを転げまわった。

　いっきょに、形勢逆転だっ。

「コラ明良、やめろって」

「やめてほしかったら謝れ〜、泣き入れろ〜」

「あー、もうオメーにゃかなわん。悪ィ悪ィ」

「チェー、もっとちゃんと謝れよぉ」

「わかったわかった。俺が悪かったって。な？」

　くすぐった笑いを男っぽい笑みに変えた雅人に、頭をポンポンなんてされて、なーんかイマイチ納得いかねーけど、ま、

「今日は、これくらいにしといてやらァ」

「おっ、明良、今度は吉本よしもと入ってんのな」

「るせっ……っと、わっ！」

　殴りマネした拍子に、雅人を追ってベッドの端まで来ていたオレは、ドスンと落っこっちまった。

「…ッテー」

「大丈夫か、明良？　ホレ、手」

「ああ、サンキュ」

　さしだされた手につかまりながら、オレは思った。

　シ・ア・ワ・セ——。

（なんか、シアワセの実感ってやつじゃん。これってさ）

　雅人と…あの無表情男の、笑ったことマジあんのかテメーはよオラオラァ、つー感じの夏目雅人とこんなふうにふざけあえるなんて、さ。

　エッチできるようになったことより、こっちのほうが、オレはマジうれしー。

　へンな話だけどよ。

　雅人が笑ったり、料理つくったりしてるの見てると、ああ…コイツも人間なんだなぁ、って思えてくるんだ。あたりまえなんだけど、よ。今まで、なんつーか、タカネの花つーか星つーか宝石みてェな、とにかく遠ーい感じだったのが、ああ…オレとおんなじ横並びのヤツなんだぁ、って。

　それ…なんかスッゲ、スッゲうれしーよな？

　今じゃ、雅人は、ガッコでも優等生のバケの皮ベロベロはがれまくりだ。言葉も、態度も、カッコも、すーっかりヤンキーで（当然、オレもマトモごっこ・・・・・・はとーっくにやめた）、おかげで合田とかとも仲良くなっちまった。

　でもそれは、うれしー反面ちょっち複雑な気がする。仲良くすんのはオレだけにしとけよ、みてェな…。なーんかビミョウ…ミョウなんだァ、最近のオレ。

（ま、ンなこと言ったら、雅人のほうがずーっとミョウだけどな。コイツのエッチ、思いっきりヘンタイ入ってねーか…？）

　とか思いながら、ベッドにはい上がると、雅人がニッと笑った。

「おー、明良。オメー、ベッドから落ちんの、何度めだァ？」

「るせーッ。今日はちげーけど、そりゃテメーが毎回毎回…毎回毎回毎回、ミョウな体位でヤルからだろーがァ！　アア！」

「每回おんなじことヤッてても、つまんねーべ？　まー、たしかに、男二人が組んずほぐれつするには、狭すぎるかもしんねーけどなァ。シングルだし」

「じゃ…じゃさっ、オレん家、泊まりに来ねーかっ？　オレのベッドはダブルだもん」

　ピン！　とひらめいて、オレは声をはずませた。

　雅人は、ふっと眉をひそめた。

「オメーん家？　『シェ・トア』…？」

「おおっ」

「でも、親とかいるだろ？」

「十朱子の部屋とオレの部屋は離れてるから、大丈夫大丈夫っ」

「オメーの部屋のほうが…店から離れてるんか？」

「店は一階、部屋は二階だよ。店からの階段を上ってすぐのとこが十朱子の部屋で、オレはずーっと奥」

「ふぅん…」

「だからさっ、声とかゼッタイ聞こえねーって。それでも気になるんだったら、十朱子のいねーときに……そうだ、今度の金曜がいいっ。二人で愛の花キンを過ごそーぜっ？」

「金曜？　あ…悪ィ、俺ダメだわ」

「え？　なんか先約あんのか？」

「ん、ちょっと…な」

　ちょっと…な。

　そう雅人が言うとき、それは会話の終わりを意味するんだ。

　こいつが出ると、もう、どんなに何を聞いても雅人はしゃべんねェ。

「………」

　だから、オレも、黙るしかねェんだ。

　何度か…こういう場面に出くわしたことがある。横並びにいたヤツが、また突然、ふっと遠いところに行っちまったような…。オレたちの間に、ピッ、と薄い氷の膜が張っちまったみてェな……。

「……あ、じゃ、オレ、そろそろ帰る…な。泊まりはさ、また二十三日にでも…。その日も、十朱子、宝石組合の集まりでいないって言ってたから」

　つっこんで聞いてみればいいのかもしれない。もう一歩、踏み込んで……でも、できねー。聞けねー。マジ聞けるような雰囲気じゃねェんだ。だってよ。

「あ…じゃあな、雅人」

「ああ」

　マンションのドアを開けて振り返ると、雅人はベッドの上でこっちに背を向けててその背中はすべてを…オレさえも…拒絶してるみてェに見えた。

　外に出ると、十二月の肌寒い風がヒューヒュー吹いていた。

　水たまりに氷が張りかけてる。ガキのころからのクセで踏むと、パリン、と割れた。

（だってよ、薄い氷ってのはすぐ割れちまうんだ。で、その下にあるのはたいてい…汚きたねェ泥水なんだよな……）

「………ラ」

「ん……」

「…キラってば」

「ん、ぅぅん…」

「明良！　ひとが呼んでんのに、いつまで寝てんだよッ！　アア！」

「イッテー！　十朱子、テメーッ、なにしやがんだッ！　アア！」

　ガッコも休みの土曜日。

　ダブルベッドちゃんで気持ちよく夢の世界をさまよっていたオレは、突然、後頭部を直撃したモノスッゲー痛みに、ガバッと飛び起きた。

　見ると、十朱子のヤツが、脱いだハイヒール片手に立ってやがる。

「テメーはァ…そこまでハイヒール攻撃にこだわるかァ!?」

「るさいッ。ひとの決め技にイチャモンつけんじゃねーよッ……って、そんなことはどうでもいーのよ！　はやく支度なさいっ、明良。『ル・クラシック』に行くわよっ」

「はァ？　多恵たえおばさんとこかァ？」

　多恵おばさんってのは、血のつながった伯母さんじゃない。近所に住んでる未亡人で、『ル・クラシック』って宝石店のオーナーだ。

　オレはガキのころから、よ——っぽどヤンキー十朱子よりは母親らしい多恵おばさんにいろいろ世話になったし、十朱子は十朱子で未亡人同士、なにかと気が合うらしい。

　ま、母子ぐるみのつきあいなわけだ。

「はやくしなさいってば、明良！　『ル・クラシック』に泥棒が入ったのよ！」

「え!?」

　十朱子の言葉に、残ってた眠気がフッ飛んだ。

「泥棒って…」

「ほら、例の——『キャッツ・アイ』ってヤツよ！　昨夜、宝石展示会から帰ってきたらゴッソリやられてたんだって。アタシも展示会には行ってたんだけど、まさか、その間に泥棒が入るなんてっ…。とにかく、はげましに行かなくちゃ！」

「お、おお！」

　オレは大急ぎで着がえ、十朱子の車で『ル・クラシック』へ向かった。




「もう…ダメだわ。せっかく、ここまで女一人でやってきたけど…」

「ちょっと気弱なこと言わないで、多恵！」

「そうですよ、多恵おばさんっ」

　店に着いたオレたちは、思ったとおり意気消沈している多恵おばさんを、なんとか勇気づけようと必死になった。

　被害は相当なもんで、〝見せ〟のカラーチェンジサファイア、ショーケースのキャッツ・アイをはじめ、マジなとこ根こそぎゴッソリって感じだ。

　十朱子が、メイッパイ元気な声で言う。

「大丈夫よ、多恵。保険があるもんっ、たいした被害にならないって」

「十朱子…。でも、店の信用が…」

　オレが、力強くはげます。

「平気ですって、多恵おばさん。そんなの、犯人を捕まえちゃえば挽回できます！」

「明良くん…。そう…そうよね。さいわい、犯人が防犯ビデオに映ってたことだし」

　ちょっと多恵おばさんの声が明るくなったところで、ここぞっ、とばかり十朱子がバカデッケー声で叫んだ。

「そうよそうよっ。あ、そうだ、多恵。警察に渡すまえにテープ、ダビングしといたって言ってたじゃない!?　見せてよ！　もうっ…犯人のヤツめェ、アタシがとっつかまえて、ズッタズタのギッタギタにしてやんだからァ！　ハイヒールキック、炸裂じゃー！」

「…十朱子、十朱子。ヤンキー入ってるって」

　オレの小声で、ハッ、と上品な宝石店未亡人にもどった十朱子と、オレは、防犯ビデオを見るために奥の小部屋へ移動した。

　……でも。

　ハッキリ言って、そこには手がかりになりそうなモンは、あんまり映ってなかった。

　どうやら『キャッツ・アイ』は六人組の泥棒みたいだが、みんな顔はマスクで隠してて見えない。体つきから、そのうち二人は女か、とは思ったけど。

「……あ。もうすぐよ」

　途中で、多恵おばさんがそう言って、ビデオをスロー再生にした。

「警備員が気づいて、泥棒の一人にかかっていくの」

「じゃあ、多恵！　その警備員に聞けば、なにかわかるんじゃないっ？」

　十朱子は期待に声をはずませたが、多恵おばさんは首を振った。

「それが彼はすぐ投げ飛ばされて、気を失ってしまって……なにも覚えてないって」

「そうなの…」

　オレはスロー画面に見入った。

　ちょうど、その警備員がデッケー泥棒の胸ぐらをつかんだところだ。

　そうすると泥棒のヤツは、スッ…、と体を後ろに引きやがった。

　警備員がさらにグッと前に出る。

　と、泥棒は体を反転させた。

　自分の左足を相手の左足の真ん前に出して、相手が体勢を崩したところを——そのまま投げ。

　警備員のオッサンは多恵おばさんの言ったとおり、ショーケースにぶつかってキュウと目ェ回しちまって、泥棒のヤローはもう一人のデッケー泥棒のところへ歩いていって……二人いっしょに画面から姿を消した。

「マジこりゃ、手がかりナシだな。顔は映ってないし、これだけじゃ、見覚えがあるのかねーのかも、わかんね…」

　わかんねーよ、と最後まで言うまえに、オレのつぶやきは止まった。

　あ…る？

　見覚え…ある？

（警備のオッサン投げ飛ばしたデッケーヤツに見覚えある）

　止まった口のかわりにオレの心が、ポツン、つぶやいた。

（ハァ——!?　なに言ってんだ、オレはァ!?）

　次の瞬間、オレはビックリたまげたモンザエモンになっちまった。

（見覚えあるって、こーんなロクに顔も見えねーのに、なんでンなことわかるんだァ！　オレのバカタリ…って、うんにゃ。ちっげーよ。顔じゃねーんだ、投げそうだ、アイツの投げに見覚えがあるんだ。そ、そうかっ。オレって頭は悪ィけど、いっペんケンカした相手のコトだけは、死んでも忘れねーぜコレが入試なら東大も京大も楽勝じゃオラオラァ、つー感じで覚えてるもんなっ。じゃ、アイツはオレが以前ケンカしたことのあるヤンキー……って、だれだオラ！　こんなザケたマネしやがんのはァ！）

　オレは怒りに燃えて、ババ————ッ、シケタンよろしく頭のなかのヤンキーリストをめくりまくった。

　コイツじゃねェ、ソイツでもねェ、おっ、このガキは……って、ちっげーだろがッ。こりゃ、いつかオレに声かけてきたヘンタイカバじゃねーかッ。

（アレもちげー、コレもちげー、ソッチも……え？）

　ピッ、とひっかかってきた顔と名前があった。

　だけど……。

（なーに考えてんだ、オレァ？　ンなはずねーベ？　も、いっペん、やりなおしだ、やりなおし）

　もう一度、ヤンキーリストを繰りなおした。

　ピッ！　とまた同じヤツが出てきた。

（だからっ。ちげーって言ってんだろーが！　マジでなに考えてんだよっ、オレのクソ頭はァ！　ついにイカれたんかァ！　アア！）

　でも…

　バカ頭を罵倒しつつ、何度リストを見なおしても…いくら検索しなおしても…どんなにめくりなおして繰りたおしても、出てくるヤツは変わらないのだった。

（ンな…んな…そんな、バカなッ！　そんなはずねーベ!?　そんなはずねーよッ、ねーよォォォ……なァ、そうだろ？　そうだろッ？　チキショ…チキショ——ッッ、チキ…ショ……め…ェ………）

　な、んでっ……。

「明良？　アンタ、なに泣いてんの？」

　……十朱子に言われて、目に手をやると、濡れていた。

「目にゴミ…入ったみたいだ」

「ヤーね、子供みたいに。はやくトイレ行って鏡、見てきなさい」

「ああ…」

　トイレの鏡に映してみると、オレはマジ泣いていた。

（カッコ悪ィな…。青楓高の香坂ともあろうモンがよ）

　グッとこらえると涙は止まったが、ほおについた涙の跡だけは消えなかった。

（そう…オレは青楓の香坂だ。いっぺん、ケンカした相手のことは忘れねェ……ケンカしてなくたって、いっペん見た技はゼッタイに覚えてる。さっきの投げは体落としだった。オレが見たのは背負い投げ……だけど、同じだ。投げの…技のクセがおんなじなんだよ。あれは、さっきの投げをうったのは——）

　間違いねェ。

　夏、目、雅、人、だ……。







　…できすぎてるって思わねーか？

　オレと同じ宝石店の息子で、勉強のために『シェ・トア』に来た？　神崎は後見人？　オヤジの店の状態が悪ィなら、なんで、一人で東京からこんなとこ宝塚まで来るんだよ。

　…偶然だっていうのか？

　雅人が都合悪ィって言った、その同じ金曜の夜に、『ル・クラシック』に泥棒が入ったこと。

　…ただ、オレのこと知りたかったってかよ？

　オレの家の内部構造、根ほり葉ほり、聞いてやがったのは。

（あの防犯ビデオに映ってた、もう一人のデッケーヤツは神崎じゃねーのか？　神崎は後見人なんかじゃなくて、本当は…仲間・・なんじゃねーのかよ？）

　マジ…どうしていいのかわかんねー。

　あれ以来、オレの頭のなかに、疑いが後から後から涌いてきやがるんだ。

　雅人にかぎってそんなことはねェ、ゼッタイにねェ、っていくら思い込もうとしても、信じようとしても……まるでウジ虫が涌くみてェにウジャウジャと。

　もしかすっと、マジ頭に虫が涌いてんのかもしんねー……そのほうがいいんだ、いっそ。だって虫涌きの頭なら、覚え違いってこともあるだろ？

（それにさ。背負い投げのときは、オレ、ヤンキーどもにボコボコにされてて、目に血ィ入ってたし……見間違いつーこともあるよな）

　ガッコでも、ずーっと、そんなことばっか考えていた。

「おー、香坂。三日ぶりに出てきたと思ったら、なーに深刻なってんだァ？」

「るせェんだよ、合田」

　久しぶりにガッコにやって来ると、合田が寄ってきた。

「コワイなァ。せーっかくのカワイイ顔が台なしだぜ？　って、おーっと、これは禁句ちやんだったな。ゴメンゴメン、許されてェ♥」

「バーカ」

　相も変わらず、ゲームキャラをまねてケツ振りまくってる平へー和わな合田に、つきあってるヒマはねー。

「へ？　そんだけ、香坂？　オメー、マジでどっか悪くねーか？　いつもみたいに『あんだとォ！　コロすぞオラァ！』とか『もういっぺん言ってみィ！　アア！』とか、どならねーん？　なァ、どなってどなって」

「…テメーはマニアのうえにマゾかっ」

「ヒデーなァ。それよか、な、香坂。こないだの実力テストの結果、見に行こーぜ」

「ハァ？　実力ゥ？　なーに言ってんだ、オメー。そんなん、最下位デッドヒートのオレらになんのカンケーがあるんよ？」

「まー、いいから来いって。おもしろいモン、見せちゃるから」

「って、オイこら！　合田！」

　というわけで、オレは合田のバカにひっぱられて、実力テストの結果が貼り出されてる渡り廊下にやって来た。

（ふーん、スッゲ横長————の模造紙に書いてあんのなァ）

　とか今ごろになって知ることからわかるように、オレは、ンなもん見に来たこともねー。ねーけど、ま、だいたい予想はつく。

（こっちの校舎がわがトップってことはよォ、ゼーッタイあっちの校舎がわから見てったほうが早いに決まってるよな？）

　あっちに向かって歩きだしたオレのえり首を、合田がつかみやがった。

「バ…バッカ、オメー、首しまって死んだらどーすんだボケ！」

「悪ィ悪イ。けど、ホラ、見てみろや」

「って、なにを……。！」

　オレは、バチッ、と目を見開いた。

〝夏目雅人〟

　こっちの校舎がわから三番めのところに、そう、書いてあったんだ。

　ゲーッ、学年三位ィ？

　マ——ジ——きゃよ!?

「なー、香坂。夏目のヤロー、オレらとおんなじヤンキーだったんだぁ、って思ってたけどよォ。ヤッパ、ちげーんだなァ。ありゃ、オレらとは、人間のデキがちげーんだわ」

「………」

　ボーゼンと立ちすくむオレの耳に、合田がしみじみ言う声が聞こえてくる。

（ちげー、か）

　オレは、ふと、あっちの校舎を見やった。

（遠い…遠いなぁオイ。オレのいるとこは、あーんな遠くだぁ…。こんなに離れてるんだ……オレと、雅人）

　校舎間のわずか二十メートルほどの距離が、オレにはマジ百万光年くれェに感じられて、なぜか…鼻の奥がツンと痛くなった。

　これはカゼのせい、鼻の通りがいいのはカゼのせいだ……そう思って、グイッと袖口で鼻をこすったとき、ガッ、その手をだれかが握った。

　目を上げていったオレは——。

「雅人…！」

　——叫んだ。

「おー、明良やっと出てきたな」

「あ…ああ、ちょっとカゼひいててな」

　どんな顔していいのか、わかんねー。

　雅人に会うのがコワくて、カゼだかナンだかわかんねーくれェの鼻カゼ理由に、三日もガッコ休んでたんだ。それが、出てくる早々、こっ…こんな至近距離でっ。

「そーだったんか。ま、いいや、来いや」

「って、雅人…」

「次、フケようぜ？　俺、イイ場所、めっけたからよ」

「雅人！」

　雅人にグイグイひっぱっていかれたのは、中庭、だった。

「こ…ここでフケるんか？　マジ？　丸見えじゃん」

「そーでもねーって、明良。ホレ、その花壇の後ろンとこ、死角になっててどっからも見えねー。今日はイイ天気だし、花も咲いてるし、ガッコでロマンチックなおデートができるってもんだぜ？　まァ、すわれや」

「お…おお」

　並んで地面に腰を下ろしながら、オレはどうしていいのかわかんねェ。

　花の色なんか見えない。花の匂いなんかしない。

　タダ…気まずい、気まずい、気まずい。

　ちょっと前のオレだったら、きっと、スッゲーうれしかったんだろうけどさ……。

「……なァ、雅人」

「ん？」

　オレは息苦しさに耐えられなくなって、目についたモノの話を始めた。

「あそこの校舎の四階のとこ…酸性雨つらら、できてる。気色悪ィよな、あれって。コンクリートが雨で溶けてできるんだろ？　テレビで言ってたけど、これからイッパイ酸性雨降るようになって、つららもドンドンできるんだって。そのうち街じゅう、酸性雨つららだらけになっちまうんかな？　わっかんねーな…」

　わっかんねー。

　未来の街のコトなんかじゃなくて、今の雅人のコトも、だ。

（オレァ、雅人がどういうヤツなのか…なに考えてんのか、マジわっかんねーよ！）

　そう思ったとき、声が聞こえた。

「んー、だけどよォ」

「え？」

　オレは、目を校舎からトナリに戻した。

「知ってるか、明良？　コンクリートつーのは、もとは石灰岩なんだぞ？　鍾乳洞とかとおんなじ。それを人間が採ってきて、ムリヤリあんな四角い建物にしちまって……だから、つららのほうが本当の姿なのかもしんねーなァ。ムリヤリ四角く固められちまった石灰岩が、もとに戻りてェ、つーて暴れてるのかもしんねーぞ？」

　そう言って、雅人が笑った——瞬聞。

「!!　あ…」

　なにか胸に衝撃が、ドンッ、ときた。

　それからその奥が、キュウウン、となった。

「雅人、雅人、雅人ォ」

「おっ、どうしたァ？」

　オレは、雅人の体に抱きついていった。夢中でしがみついていた。

「好きだ…好きだ好きだっ。キスしてっ…雅人！」

「えらくカワイイじゃねーか。でも、いーんかなァ？　ガッコでエッチなことしてェ？」

「いいんだっ、はやくっ……ん、んんんーっ♥」

「明良っ、んんん……チュ、クチュッ」

　からかい口調で言う雅人の唇に、自分から熱烈なディープ・キスを贈りながら、オレは確信した。

（なに考えてんのかわっかんねーことなんか、ねェ！　たとえば、こんなこと——酸性雨つららがもとの姿に戻りたがってる、なんてこと考えてる…考えられるヤツなんだ、夏目雅人って男はよォ。いいヤツなんだ、なァ、いいヤツなんだよ……）







　オレは確信した。

　確信したはずだ。

　したはずだったのに……。

「明良？　アンタ、なに古新聞なんか、ひっぱりだしてんの？」

「十朱子、いや…ちょっと」

　……だのに、なぜ、こんなことをしてるんだろう？　

　オレは、なにを、調べようとしてるんだろう？　

（あった。十朱子と宝石組合のパーティーに出かけた日の…雅人が用があるってオレとのデート断った土曜の、夕刊）

　そこには、こう、書かれてあった。

『西宮市にしのみやしの宝石店、泥棒に入られる！

　本日午後一時ごろ、改装中の店舗に泥棒が侵入。すでに商品のディスプレーも終えた改装最終日をねらった手際のよさ、白昼堂々の大胆不敵な手口などから、警察は宝飾品窃盗団〝キャッツ・アイ〟による犯行と断定。捜査をすすめている』




　……オレは、どうして、こんなことをしてるんだ？

　ここに来て、いったい、なにを聞こうってんだ？

「多恵おばさん」

「まぁ、明良くん。どうしたの？」

「あの…ちょっとお聞きしたいんですけど」

「なにかしら？」

「ここに…『ル・クラシック』に、最近、背が高くて口ヒゲをはやした〝オジサマ〟って感じの客が来ませんでしたか？」

「それって…神崎さまのことかしら？」

「神崎っ…が来てたんですね、やっぱり」

「ええ、よくいらしてたわ。お坊っちゃんといっしょに。お坊っちゃんも、お父さまに似て、背が高くてカッコよくて……明良くん？　どうしたの？　顔色が悪いわよ」

「あ…いえ、なんでも。失礼します……」

　ふらつく足で、『ル・クラシック』を出た。

（そんなはずねーよ、なんかの間違い……そうっ、間違いに決まってるっ）

　祈るような気持ちで、オレは次に『菊池宝石店』を訪ねた。

　しかし——。

「神崎さん？　ああ、ウチの上得意客さんだよ」

　——そこでも、答えは同じなのだった。







「ああっ、雅人…雅人ォ」

「明良、明良…」

　そんなはずない。

　そんなことあるはずない。

　だって、雅人のオレを呼ぶ声は、こんなに優しいのに。

「もっ…も、出るぅぅ」

「出したらいいべ？　明良」

「ふっ…うううンッ！　ンッ！　ンンン——ッ！」

　だって、雅人のオレ・・を愛撫する手は、こんなにも熱いのに！

「あっ…あっ…あっ、雅人ォ！」

　覆いかぶさり激しく腰を律動させる雅人に合わせて声をあげながら、オレは夢中でその首を抱き込んで、ほおにも目ェにも唇にも、顔じゅうにキスの雨を降らせまくった。

「好きだァ……雅人っ」

「ああ…」

「雅人、雅人っ……ヤッ、イ…イ、イイよォォ！」

「明良っ……クッ、クウウウッ!!」

「アッ、アアアアッ……イクぅぅぅ!!」

　雅人がオレの中でズアッとふくれあがって爆発し、続けてオレもイッていた。




「なァ、明良。明日はガッコも休みだし、このまま泊まってけや？」

「あ…ああ」

　達したまま、胸を合わせてベッドに寝っ転がっていると、雅人の声がした。

「なァ、そーしろや？　ほんで明日は一日じゅうヤリまくり、な。おっ、そーだっ。オメーがベッドから落っこちても大丈夫なよーに、床にクッション置いとこう……ってなこと言ったら、オメー、また怒るかァ？」

「——雅人」

「ん、どした？　マジな顔して？」

　ジョーダン口調で言ってニヤニヤとオレの顔をのぞきこんだ雅人を、オレは呼んだ。

「雅人、オメー…」

「うん？」

「オメー、あの引き出しの…」

「引き出し？」

　机の引き出しに入ってたデッケー宝石は、あれは、ナンだ？

　ほんとに、オヤジの店のモンなんか？

　もしかすっと……。

「……いや。なんでも。オレ…今日は帰る。悪ィな」

「お？　おお、そっか」

　でも結局、心のつぶやきを言葉にすることはできなかった。

　かわりに、オレはそう言って、雅人のマンションを出たんだ。

「うっ…寒ィ」

　外に出ると、十二月もなかばを過ぎて、本格的な冬の風が吹きはじめていた。

　オレは、トボトボと歩きだした。

（マジ聞けんかった）

　もしかすっと……。

（もしかすっと盗んだモンじゃねーのか、って）

　これが以前のオレだったら、聞かずにゃおかない。

　なんもハッキリわかんねーまま、ああでもねェこうでもねェ、ってウダウダ頭ンなかで考えて、ウジウジ悩んでるなんて、超ガマンならなかったさ。

『オラッ、テメーは泥棒なんてゴクアクヒドーなマネしてやがんのかァ!?　アア!?』

　って直球ストレートに言って、マジで泥棒なら、

『テメーはッ！　ザケたマネしてんじゃねーッ！　よーもオレサマだましてくれたなァ！　そのカッチョいいツラァ、これから超ブサイクにしちゃるから、覚悟せーよオラオラァ！　……いいかァ、二度とオレの前に姿ァ現すなよッ！』

　って、ズツタズタのボッコボコにしてやってた。

　でも、できない。

　今のオレにゃ、できねーんだ。

　だってよ。

（そんなこと言って、本当に雅人がオレの前から消えちまったら……マジでオレは、どうすりゃいいんだ…？）

　オレが…オレのほうが、雅人を失うことに耐えられねェ。

　だから、なにも聞けない。

　疑問は、たくさんある。

（なんで…いつも、好き、って言うのはオレばっかで、オメーは一回も言ってくれねーんだよォ？　雅人ォ…）

　疑惑は、山ほどある。

（オレのこと、からかいまくるし、ヘンタイエッチしやがるし……オメーにとってオレは、たんなるオモチャ・・・・じゃねーのか？　なんで、オメー、オレとつきあってんだよ？　なァ、なんでなんだよォ？　雅人、雅人ォ……）

　なんで？

　どうして!?

　その疑惑はオレのなかで大きくなって、ふくれあがって……そのうち、不安と不信だらけになった頭ンなかに、一つの声が響いてくるんだ。

〝『シェ・トア』の息子だから〟

　それは、このオレが有名宝石店の息子だから。

　オレから、店のことを聞き出すために。

　いずれ『シェ・トア』に押し入るために！

　そのために…そのためだけに、雅人はオレとつきあってるんだ——！

（ち…げー、ちげーちげー！　ちっげーよッ、ゼッタイ!!　そんなはずねェ、そんなことあるはずねェじゃねーかァァァ！）

　頭の声を消すように、オレは胸のなかで絶叫した。

「……あ」

　ふと気づくと、足もとの水たまりに氷が張りかけてた。

　オレは、そっ…と踏んでみた。

　小学生ガキのころ、よく合田といっしょに氷を探してまわった。どっちがたくさん割るか、競争するために。

　そんなオレたちを見て、クラスの女子が言ったもんだ。

『もうっ、香坂クン合田クンやめなよっ』

『なんでだよォ？』

『どうせすぐ割れちゃうんだよ。それまで、そっとしといてあげようよ』

『へっ、どうせ割れるモンなら、トットと割っちまえってんだァ！　ソレッ』

　そう答えて、オレはゲシゲシッと氷を踏み割っちまった。

　それが——わかる。

　今だったら、わかるんだ。

　あのとき、ああ言っていた、女子連中の気持ちが。

　どうせ割れるモンなら…割れちまうモンだからこそ、そのときまで、そっ…としといてやりたいって思う。壊したくないって思うんだ。

（まして、自分で壊すなんて、オレにはできねェ…！）

　オレは、コワイ。

　コワイんだよ…マジで。

　自分の足で割っちまうこと、自分の手で壊しちまうこと。

　どうせいつかは粉々に壊れて、その下からドロドロの汚ェ泥水が出てくるんだとしても……そのときが来るまでは、見たくない。たとえ、薄い氷の上のニセモンのシアワセでもいい。アイツのそばにいたい。アイツのっ…。

　夏目雅人のっ…そばにいてェんだよォォォ！

（…けねー、情けねーよなァ。オレはアイツに会って…弱くなっちまった。よわくなっちまった、よ……）

　氷を踏んでいた足をどけて、オレは、ヨロヨロと冬風のなかを歩きだした。










「まっ…雅人、もっと、もっとォ！」

「明良、オメー、今夜はどうしたんだァ？　これで何度めだ？　ンなこと言ったって、も、俺グロッキーだぜ？」

「いいからっ、はやく…はやく来てっ」

「つーてもなァ…」

　オレは、しぶる雅人をベッドに押し倒すと、体の上に馬乗りになった。

「んっ、んっ、んっ」

「あっ…明良」

　雅人のモノを両手で、力を込めてしごきたてる。

　不意打ちをくらって、雅人が声をあげた。

「うっ…ヤッベ、感じてきた」

「だったら、だったらはやく来てっ、雅人ォ！」

「明良ァ！」

　雅人が耐えられなくなったように叫ぶと、グイッ、とオレの腰をつかんだ。そのまま下から、グププッ…、オレを串刺しにした。

「あっ…あっ…あっ、雅人ォ、スッゲェ…ェん！」

「明良っ、明良っ、明良っ」

「あン！　あン！　ああああっ…ン！」

　下からガンガン打ちつけられ、オレは雅人につかまれたまま上体を大きくのけぞらせ、ビクビクビクッと内壁を小刻みに痙攣させた。

「ウウッ…明良ァ！　ウウウウッ!!」

「ウアッ…アアアアアッ!!」

　オレたちは、同時に達した。

「ウウ…ううう……あ、明良？」

「もっと、もっと！」

　余韻に体をふるわせていた雅人が、いぶかしそうに呼んだ。

　オレが、そう言って、まだ雅人の体にしがみついていたからだ。

「明良、オメー、マジでどうしちまったんだ？　いったい…」

「いいんだっ、もっと…もっと欲しいーっ！」

「明良!?」

　オレは雅人にガバッと抱きつくと、ゴロンッと強引に体を入れ替え、仰向きになった。

　自分から雅人の腰に両脚をからませて、雅人のモノに熱い穴をグイグイ押しつけた。

「ウッ…あ、明良」

「感じるっ？　感じる、雅人っ？　なら入れてェ！」

「うお…おおおおっ」

　ズププププウッ…。

　濡れた音をたてて、そのまま雅人が突き入れてきた。もう何回…何回も何回も何回も、体の中に放たれていた愛液があふれて、オレの太ももを伝った。

「明良ァ、明良ァ！」

「雅人、雅人っ……アッ、アッ、アアアッ」

「イ…イ、明良ァ、イイーっ！」

「ヤッ、ヤァ…ァン！　イッ…イクぅ、イクぅぅぅ！」

「明良ァ——ッ」

「雅人、雅人ォ——ッ」

「クウウウウウッ!!」

「アアアアアッ…ン!!」

　イッても、イッても…オレたちは、また抱きあった。再び求めあった。体位を変え、上下を入れ替え、むさぼるようなキスをしながら、互いの肌をまさぐりながら、熱く激しく、何度も何度も…幾度も幾度も、終わりなく！　果てしなく！

　もっと、もっとォ、もっとォォ…！

「ウッ…アアアッ…あ、明良、明良ァァァ！」

「アッ、アアアッ…ンッ、ンンン——ッ、雅人ォォォ！」

　もっとだ。

　もっとだ、もっと！

（オレがなにも考えなくていいように…なんも考えてられなくなるくれェに、雅人、もっとメチャクチャにしてくれェ！　ひとときのシアワセにひたらせてくれよォォォ！）




「………」

　オレは、無言で、フローリングの床に下り立った。

　チラ、と振り返ると、雅人はベッドで規則正しい寝息をたてていた。

「………」

　そのまま、静かに、部屋のすみの机のところへ向かう。

　そう。

　シアワセ。

　ひとときのシアワセ——を、ひとときで終わらせないために。

（シアワセってのは、ずーっと続いてこそホンモノだ。オレは、そうしてやる。雅人とのホンモノのシアワセ、手に入れてやる）

　その方法を、オレは思いついたんだ。

　今夜、十朱子が家にいない二十三日なのに、オレがわざわざ雅人のマンションにやって来たのには、理由がある。

（あの机の引き出しに入ってた、キャッツ・アイのリング。あれがカギだ）

　オレは、思い出したのだった。

　いつか見たそのリングが、『菊池宝石店』から盗まれたキャッツ・アイのリングとよく似ていて——でも、決定的な違いがあったことを。

（雅人のリングは、緑がかったアメ色してた。『菊池宝石店』のは、赤。いっくら形が似てても、色がゼンゼンちげーや。二つは、まったく別な石だ……ってことは、あのリングは盗んだモンなんかじゃねェ。雅人は泥棒なんかじゃねェ！　そいつをハッキリと確認して、雅人が泥棒の仲間だ、なんてワケわかんねー妄想の渦巻きグルグルとは、とーっととオサラバしてやるぜ）

　フットライトのかすかな明かりのなか、オレは大股で机に近づいていき、バッと勢いよく引き出しを開けた——。

（!?）

　——瞬聞

　オレは、その場に、凍りついた。

　のど…がひきつりやがる。口…ン中、カラカラだ。マトモに声も、出、や、が、ら、ねェ……。

「……ンな、バ…カな、な…んで、なんでっ…」

　ようやく出た上ずりきった声で言って、何回そのリングを見つめなおしても、何秒ジッと目をこらしても、変わらない。リングの色は…変わらない。

　その、雅人のキャッツ・アイのリングは——。

　夜目にも鮮やかな、赤い色、をしていたのだ。

（なんでだよっ？　だって、こないだ見たときはアメ色しててっ……ア!?）

　そのとき、ポッカリ、オレの頭に一つの名前が浮かんだ。




〝アレキサンドライト・キャッツアイ〟




　そう、呼ばれる宝石がある。

　アレキサンドライトも、キャッツ・アイも、鉱物としては同じクリソベリルという物質だ。それが、蛍光灯と白熱灯の下で色が変わればアレキサンドライト、中央に線が出ればキャッツ・アイ、っていう名前で呼ばれているんだ。

　だが、ごくごく稀に、その両方の性質を持った石がある。

　それが、すなわち……。

（アレキサンドライト・キャッツアイ。こないだ見たときは、このリングは蛍光灯を反射して光ってた。そして今夜、この部屋についているのはフットライト、つまり——）

　白、熱、灯だ……。

「…んな、そ…んなこと、って……」

　オレはマジ一人で立ってられなくなって、思わず机にすがった。

「…っ、…っ、……っ」

　机…の端、握りしめてるオレの手ェ、ふるえてやがる……。

（じゃ…二つのリングは同じモン？　じゃ…じゃあ、雅人は、雅人はやっぱり…）

　泥棒の、『キャッツ・アイ』の一味……？

（バッカ!!　ちっげーだろッ！　そんなことあるわけねーだろがッ！　ンなこと、オレは…オレは認めねーぞっ、ゼッタイ、ゼッタイ！　ゼッタイに!!　だってよォ!!　…だって。そんなことになりゃ、オレはどうすりゃ、いいんだ…？　オレは、いったい、よ……）

　もうオレは立ってることさえできなくて、床にヒザをついた。

　そのまま一生…立ち上がれねェ気がした。

「——見たな」

「!!」

　そのとき。

　背後で、声が、聞こえた。

「あ……」

　オレはぎこちなく…古い映画に出てくる旧式のロボットみてェに、ぎ、こ、ち、な、く、振り返った。

　そこには——。

「見たな、明良」

　——繰り返しながら、まるで最新式のサイボーグのように無表情な…無慈悲な顔をした夏目雅人が、ジッ…とオレを見下ろして立っていたんだ。










「ホレた」なんて言ってやらねー











「……んじゃねェ、…ケんじゃねェ、ザケてんじゃねェよ」

　暗い、部屋のなか。

　オレはフローリングの床に一人すわりこんで、つぶやいている。

　だって、しょーがねーさ。

　口しか、自由にならねーんだから。

　あとは…手も、脚も、雅人がロープで縛って行っちまいやがったんだからよ。

（雅人のヤツ…ッ）

　オレは、ギッと唇をかみしめた。







『雅人…？　なにすんだ、やめ…やめろよっ、ほどけよっ』

『スマン、明良。今日はここで、おとなしくしててくれ』

　あのあと、いきなり、雅人のヤローはそう言ってオレの手を縛りやがった。オレはマジボーゼンとなっちまって、抵抗すら思いつかない。

　そうこうするうち、全身すっかり縛りあげられちまったんだ。

『って、雅人、オメー！　まさかっ…今夜、ウチに押し入るつもりなんじゃ!?』

『…今夜で、すべて、終わるんだ』

　雅人は最後に、ドアのところでオレを振り返った。

『なにワケわかんねーこと言って……オイ雅人！　待てコラッ！』

　動けねーオレは、ゴロゴロゴロッ、ロープでグルグル巻きにされたまま転がっていったが、一歩遅し。

　目の前でバタンとドアが閉じられ、ガチャッ、とカギがかけられたのだった。




「雅人のヤツーッ」

　オレは、叫んだ。

　頭ンなかで再現シーンをやってるうち、腹ンなかが煮えくりかえってきた。

　チキショ…チキショ——ッ。

　やっぱり雅人は『キャッツ・アイ』の一味なんだ。

　オレに近づいたのは、『シェ・トア』の情報を手に入れるためだったんだ！

　雅人はオレから聞いて、今夜、宝石組合の集まりで十朱子がいねーこと知ってやがる。そのスキに、押し込むつもりなんだー！

「チキショーめ！　雅人のヤローォォ！　ようもダマしやがったなァ、あんガキャ——！　クソォォォ、ウガ——ッ」

　オレは怒りのオタケビをあげて、ゴロゴロゴロ——ッ、部屋を転げ回った。

　ドンドンッ、縛られた両脚でドアを蹴って、バンバンッ、くくられた体で壁に体当たりした。くそっ、ほどけろ…ほどけろよーっ。雅人のクソガキッ、どれだけキツク結びやがったんだァ！　テメーは縛りもシュミかよォ！　アア!?

「あのクソがァァァ、ウガガ——ッッ」

　オレはもう、台風みてェに部屋じゅうを暴れまくった。

　ドアを蹴りまくって、ソファに頭突きかまして、ベッドにかみついて、机に肩から思いっきりぶつかった——。

「イッテー!!」

　——瞬間。

　はずみで引き出しがはずれて、ガゴッ、とオレの後頭部を直撃した。それから、ゴンッ、ガンッ、ゴンッ、中身の宝石たちが降ってきた。

「イッテーだろがッ、クソッタレ！　宝石つーのはメッチャ固ェんだぞっ、なんでも切れんだぞっ！　頭、切れたらどうすんじゃボケー！　なんでも切れてっ……ア!!」

　どなってから、オレは自分の言葉の意味に気づいたのだった。

　なんでも？　

　じゃ、ロープでも…？

「そ…そうだ、この宝石を使えば……」

　オレは、手を縛ってあるロープを、宝石に当てた。

　もっとも固ェ石ダイヤのリングを選んで押し当て——ザッ、と引いた。










　オレは、走った。はしった。走った。

　夜のなか、『シェ・トア』めざして突っ走った。

「雅人ッ、雅人…ッ、雅人のヤローッ」

　火を噴くような声で叫びながら。

　ようやく切れたロープの跡が残る手脚を必死に動かしながら。

　落ちる涙は、ねェ。

　腹ワタが煮えくりかえってる。きっと、その熱で、外に出るまえに涙ァ蒸発しちまってるんだよ。

（オレは……情けねェ。自分で自分が、情けねェ。これじゃ、恋に目がくらんだ…ただの色ボケヤローじゃねーかよ？）

　こっ恥ずかしい話だけど、オレは、生まれて初めて…マジでひとを好きになったんだ。

　アイツといっしょにいたかった。

　アイツがほかのヤツと仲良くしてると、ヤケた。

　ベッドじゃ、オレの中に入ってくるアイツが愛しくて…アイツに入られてる自分の体も愛しい、って思えた。

　オレってば女みてェなこと考えてんなァ、フッと嘲笑わらいながらそれでもイイ、そう思ってたんだ。

（アイツにゃかなわねェ、そいつは最初からわかってた。どんなにイキがっても、オレはただのヤンキー小僧で、アイツはホンモノの男で。なんかスッゲ悔しくて……それでも、うれしかったんだぜ？　オレはよ…？　雅人はホンモノだって。オレが好きになったのは、本物の男なんだって。それくらいっ…オレはオメーにホレてたんだよっ！）

　雅人、オメーは——。

（そんな、オレの純真を、踏みにじりやがった）

　許さねェ。

　テメーだけは、なにがあっても、許さねェ！

　もう神崎も『キャッツ・アイ』も知ったことかッ。泥棒に入られて、十朱子が泣こーがわめこーが切れよーが、それだってどうでもいいぜッ。オレはっ…オレはテメーだけが、憎い！　許さねェ、許せねェ、

「ぜったい！　ゼッタイ！　ゼッタイにーッ！　雅人ォ、テメーなんかァ、嫌ェだ嫌ェだ嫌ェだ、大嫌ェだァァァ！　オレがッ…オレがこの手でブッ殺してやるッ！」

　金文字で『シェ・トア』と書かれた、オシャレなドアが目前に迫ってくる。

「雅人ォォォ——」

　オレは、バ——ンッ、そのドアを蹴り破った。

「明良!?　オメー、なんでここに……」

「雅人！」

　悪鬼の形相のオレを見て、目ェ見張る雅人の胸ぐらをグイッとつかんで引き起こすと、オレは腹の底から声ェふりしぼって、叫んだ！







「雅人ォ！　テメーなんか死ねーッ、死にやがれ——ッ！　オレがブッ殺しちゃるッ!!

　でもっ、それでも好きだからオレも後すぐ追って死んでやらァァァ!!」

　叫んでいた。

　そのとたん、ボタボタボタッ、涙がオレの目ェからあふれ落ちやがった。

「…………。は？」

「ハァ———!?」

　最初の長い沈黙のあとの「は？」は雅人、次の完ペキひっくり返ったスットンキョウな声はオレだ。

（なっ…なっ…なに言ってんだオレはっ？　ナニ余計なこと、つけくわえてんだよッ？　アアッ！　オレの、バカあほバカタリくずカスがァァァ！）

　パニくりまくって、自分に罵詈雑言あびせかけながら……ホントは、オレ、気づいてる。

　それが正直な自分の気持ちだ、って。

「明良、オメー…」

　雅人が、ゆっくり言った。

　オレはその顔をギギッとにらみつけてやった。

「るせーッ。悪ィかよ!?　ああ、そうだよっ。オレはマジそのくれェ、テメーにホレてんだよっ、雅人。それをっ…オレの心、もてあそびやがって！」

「もてあそぶって……うっ、ちょっと待て」

　オレは、グッ、と雅人の胸ぐらを締めあげた。

「待てっかー！　ようも酸性雨つららの話なんかで、オレをたぶらかしてくれたなァ！」

「たぶらかす？　俺はマジそう思ったんだ……ウッ、待てって、明良」

　オレは、ギューッ、胸ぐらついでに首まで絞めた。

「まだ言うかァ、テメー！　ようもようも宝石店の息子だなんて、ウソついてダマしてくれやがったよなァ！　アア！」

「俺は本当に宝石屋の息子……オイッ、やめれっ」

　首ィ絞めたまんま、ブンブンッ、頭ァ振りまわした。

「この期におよんでナニぬかすゥゥゥ！　テメーはァ！　ひとのことオモチャとしか思ってねーからヘンタイエッチばっかしてくれちゃってェェェ！」

「…あれは、俺の好みだ」

　ボトッ、思わず振りまわしてた頭を落っことしちまった。

「好み？　マジ？」

「ああ」

「…オヤジ」

「ほっとけ」

　というところでオレは、ハッ、と我に返った。

　急いで、頭を両手に持ちなおして絞めを再開する。

「ンなことはどうでもいいんだー！　雅人、テメーなんか死ねッ！　オラッ！」

「明良コラ、待て。首から手ェ、放せ」

「るせーッ。ワリャ、死ねっちゅうとんじゃーッ！　オラオラッ！」

「待てっつーに！」

「ゲッ!?」

　雅人のヤロー、突然、オレのこと両脚でドゴッと蹴りやがった。

　オレはスッ飛んで、ベシャッと落ちた床からババッと涙目で振り返った。

「イッテー！　いっ…いきなりキック攻撃してくるとは、ヤッパ、オレのことナンとも思ってねェ証拠だなァ！」

「手が使えねーんだから、しょうがねーだろよ」

「へ？」

　思わず、状況に似合わんアホみてェな声を発しちまった。

　そして、言われて初めて目ェ止めてみると、雅人は——。

（なんだ？　こりゃ…？）

　床に転がっていた。

　おまけに、手も、脚も、ロープで縛ってあるんだ。

（そういやァ、オレ、さっき店に飛び込んできたとき……コイツの胸ぐらつかんで、引き起こした・・・・・・っけ。夢中で、今の今まで、このシチュエーションが目に入らんかったぞ）

　オレは、雅人に聞いた。

「なにしてんだ？　シュミか？」

「…バッカか。オメーよォ」

「だれがバカじゃー！　アア!?」

　ともう一度、雅人の胸ぐらつかんだときだった。

「——これは、とんだ愁嘆場しゅうたんばだね」

　いきなり、背後から声がかかったのは。

「ん？」

　振り返ったオレの目の前に、口ヒゲはやした〝オジサマ〟が立ってやがった。

（どしぇぇぇぇぇ！　神————崎————だ———!!）

　オレはブッ飛んだが、よく考えてみりゃ、当たり前だ。

　同じ『キャッツ・アイ』の仲間なんだから、ここにいて当然だ。

　それによーく見ると、いるのは神崎だけじゃない。今日はマスクしてねーから、顔までよくわかるぞ。あと、男二人に……。

（おおっ、乳バーンの巨乳女に、キレイなパツ金ネーチャン……って、コイツら、いつか神崎といっしょにウチの店に来た女どもじゃねーか！　くそっ、コイツらも仲間だったんか！　そうか、この五人に雅人をくわえた六人が『キャッツ・アイ』のメンバー……って、ちょっと待てよ）

　オレは妙なことに気づき、つぶやいた。

「仲間…なんだよな？　だったら、なんで雅人、縛られてるんだ？」

　その声に、神崎が答えやがった。

「どうやら明良くんはなにも知らないようなので、私が教えてあげよう。囚われの美貌の騎士のことを、ね」

　囚われの美貌の騎士？

（あ、雅人のことかァ。なんだって、わざわざンなワケわかんねー言い方しやがんだ。オジサマってシロモンはよォ……）

　心のなかでボヤくオレに、神崎は、フッ…と紅バラでも持ってるようなポーズをとって微笑わらうと、おとぎ話でも聞かすみてェな調子で語りだした。

「あるところに、一軒の宝石店があった。その店に、あるとき、泥棒が入ってね。宝石をゴッソリ盗んでいったんだ。ま、その泥棒は…フッ…超一流だったんで仕方ないんだけどねェ、店の主人はえらく気落ちして。父一人、子一人のその店の息子は、父親のために復讐しようと思ったんだ——みずから、泥棒の仲間になってね」

「雅人！　オメーッ…」

　思わずっ、オレは大声で叫んじまった。

　いっくら悪ィ頭でも、このおとぎ話がだれのことを言ってるのかくれェ、わかる。

「じゃ…じゃあ、オメーはホントに宝石店の息子なのかよ？　カタキ討ちたくて、泥棒の仲間になったフリ・・してただけなのかよっ？　ウソついてたんじゃ、オレのことダマしてたわけじゃなかったんだァ……雅人ォ！　オレァ、うれしーぜ！　オメーはヤッパ、オレが思ったとおりの男だ！　男ンなかの男だァ！　雅人ォォォ♥」

　オレはマジどーしていいかわかんねェくらい、うれしくなっちまって、無我夢中で目の前の雅人の体にギュ——ッとしがみついていったんだ。

「明良、そんなキツク抱きしめんなって。苦しーぜ？」

「いいじゃんいいじゃん！　雅人、雅人ォん♥」

「しょーがねーなァ」

「好きだーっ♥」

「——まだ、話は終わってないんだがね」

　そのとき聞こえてきた低ーい声に振り返ると、ひくっ、神崎がこめかみをヒクつかせていた。

　チェー、イイとこだったのによー。

「なんだよ？　聞いてやるから、トットと言えよ」

「だ、だがその泥棒は」

　オレの返事に、ぴくぴくっ、二度こめかみを動かすと神崎は続けた。

「最初から、そんなことなどお見通しだったのだ。息子はどうやら、関西最後の大仕事、『シェ・トア』襲撃の証拠を押さえて警察に通報するつもりのようなので、裏をかいて、そのときまで泳がせておき、土壇場でロープで縛りあげた……フッ、見事な作戦だ」

「じゃ、雅人。シュミじゃなかったんだ、それ」

「…明良。そのシュミつーの、やめれって」

「ヘンタイでもオメーが好きだ♥」

「——だからっ。なぜ、私を無視して、二人の世界を展開するのかねっ」

　ビクビクッ、切れそうに血管をふるわせて神崎がどなった。

「チッ、うるせーオッサンだな」

「オッ…オッサン!?　こ、こ、この『キャッツ・アイ』のリーダーの…ロマンス・グレーの私がッ!?」

　オレの言葉に、神崎は目ェ白黒させて口パコパコ状態になってたが、そのうちムリヤリおちつきを取り戻して、唇ねじまげて余裕の笑みを作ってみせた。

「フ…フン！　まぁ、いいだろう。では、無視しようにもできないようにしてやろ——今までに盗んだ宝石のいくつかは、雅人のマンションにある。ここに縛られたままの雅人を放置していったら、どうなるかな？　押し込み現場で発見された少年、その部屋からは盗品が…。当然、犯人は雅人、ということになるね」

「なんだとォ！」

　オレは、ギッと神崎をにらみつけた。

　神崎は、フッと本物の余裕の笑みを浮かべた。

「おやおや、せっかくのカワイイ顔が台なしだよ、明良くん——いや、それでは手ぬるいかな？　私たちは、今夜にも関西を離れる。いっしょに連れていって、途中で海に沈めてしまったほうが後腐れがないというものだ」

「神崎ィ、テメーッ！」

「——もっとも」

　そのとき、チロッ、神崎の目が意味ありげにオレたちを見た。

「私も、そんなマネはしたくない。すべては、きみ次第だよ…？」

　そう言って、スッ…、オレたちのほうに手を伸ばしてきやがったんだ。

（そ、そうか！）

　オレは、ハッとした。

（神崎のヤロー、雅人をっ…。さっきも美貌の騎士とか言ってたし、まえもデコとはいえキスしてたし。なんてったって、雅人は男の美人さんだもんなっ。神崎のエロジジィめ、助けてやる代わりとかナントカ言って、雅人をモノにしやがる気だなァァァ！）

　オレはマジ怒りにメラメラ燃えて、声をかぎりに絶叫した——。

「させるかァァァァァ……イッ!?」

　——瞬間。

　グイッ、神崎の手がつかんだのはオレのあごだった。

「すべてはきみ次第だよ、明良くん。きみが、私のモノになることだ」

「なッ？　にゃッ？　ま、雅人のことじゃっ…」

「雅人？　彼も悪くはないが…フフ…どちらかというと、私はきみのようにカワイイ可憐な女顔の子がタイプなのだよ」

「テメーッ！　ひとが気にしてることを、ようも三連発で言いくさってからに！」

「それは失敬。でも恋人を助けたかったら、ね？」

「あ…」

　優しげ・・・な口調でうながされ、オレは目を泳がせた。

（そうしねェと雅人が…ってことかよ。でも、でもそんなっ）

　そのとき。

「やめろっ、神崎！　明良はカンケーねェだろーがっ！」

　雅人が、叫んだ。

　手も脚も縛られ、ただ一つ自由になる口で、必死に。

「明良に指一本でも触れてみろっ、テメーッ…」

「うるせェ、静かにしてなっ」

「グッ…ウウウウッ」

　神崎の仲間が、雅人の口にサルグツワはめちまった。それでも、雅人は抗議しつづけた。サルグツワの下からうなり声をたてて、くくられたままの手を、脚を、バタつかせながら必死に、死にモノ狂いで！　

（雅人…！）

　それを見たとき、オレは、決心したんだ。

「わかった。オレを…好きにしろよ？」

　ふるえる拳をギュッと握りしめ、バッ、オレは自分から服を脱ぎ捨てたのだった。




「あっ、やめ…やめろよっ」

　オレは、ビクッと声をあげた。

「ほぉら、じっとして？　明良くん。せっかくキレイにしてあげてるんだから」

　神崎がうれしくてたまらない、といった声で答えた。

「さぁ、完成したよ！　鏡に映して見てみるといい」

「イヤだ、放せよォ」

　オレは、神崎にムリヤリ鏡のところへ連れていかれた。

　途中で床に転がされた雅人と、すれちがう。雅人が燃えるような目ェでオレを見上げた。

（雅人、雅人、雅人ォ）

　オレも、心のなかで必死に呼びながら、雅人を見下ろす。オレの手が宝石のディスプレーに当たり、サファイアのリングが床に落ちた。

「どうだい？　美しいだろう、明良くん。古代ローマの奴隸市に立つ美少年も、かくありなん！　じつに…耽美的だ。私はね、ずーっと、きみをこうしてみたかったんだよ」

「うっ」

　大鏡の前に立ったオレは、とても…マトモに自分の姿が見れねー。

　だって、そこに映し出されたオレは…！

　全裸姿だったんだ。いや、ただの裸ならまだいい。オレは、その体じゅうを、ルビーのアクセサリーで飾りたてられていたんだ！

　片方の耳には、赤いイヤリング。左右の手の、どの指にも、どの指にも、デッケー深紅のリング。胸にかけられたネックレスはピンク色で、横から同じ色した乳首がのぞいてる……。

（うっ、スンゲいやらしい……）

　思わず、目ェそむけちまったオレに、わざとらしく神崎がささやく。

「おやおや、どうしたのかな？　お気に召さない？」

「………」

「おおっ、そうだ。これを忘れていたよ」

　シカトしてやると、神崎は声をはずませて、なにかを取り出した。

「ブレスレットもしなくちゃね。といっても、女性用じゃ小さすぎるよねぇ。明良くんも男の子だから。これは…フフ…ここに、はめることにしよう」

「！　なっ…なにしやがんだっ」

　サワッ…、いきなり茂みに指をつっこまれ、オレはギョッとなった。

　その指がムニュッとつかんでるのって…オレのナニ？　ウソマジ!?

「やめろよっ、ンなとこにはめんなーっ」

「大丈夫だよ、痛くはないから。腕には小さすぎるけど、ここにはちょうどいいから……っていうより、大きすぎるかねぇ。そうだ、明良くん。ちょうどよくなるように、ここをふくらませてみてくれないかな？　自分で」

「バッカ、そんなのできねっ…」

「ううっ、ううううっ…」

　オレが叫んだのと、雅人がくぐもった声でうなったのとは、同時だった。

「できない？　ふぅん、そう」

　神崎がチラと雅人を見て、パチッ、指を鳴らせた。

　その合図で、仲間の男が雅人にナイフを突きつけやがった。

「オッ…オイコラッ、やめろーッ！」

　血相変えてどなるオレを、神崎が薄笑いを浮かべて見下ろす。

「やってくれるね？　明良くん。恋人を守りたかったら」

「くっ…」

　オレは唇をかみしめて、のろのろと自分のモノに手を伸ばした。

　根元にピジョン・ブラッドのブレスレットをはめられた、自分のモノに。

「それでは見えん。床に腰を下ろして…脚を広げて。そう、私に見せながらやるんだ」

　そのとたん、神崎の鋭い声が飛んだ。

「クッ…」

　オレは…従うしかなかった。

「んっ、んっ、んっ」

「どうしたねぇ？　ちっとも大きくならないじゃないか、明良くん」

　懸命に擦るオレに、神崎がニヤニヤ笑いながら言う。

　ンなこと言っても、こんな状態でカンタンに勃たつもんじゃねー。おんなじ男なら、わかってるはずだ。わかってて……オレをいたぶってやがんだ、神崎のヤローは。

（でも、それでもナントカしねーと雅人が…！）

　オレは、必死になってしごきたてた。

「んんっ、んんっ、んんんーっ」

　でもっ…。

「ダメなようだね。どれ、私が手伝ってあげよう」

「!!　イヤ…イヤだッ、放せーッ」

　オレの体を押さえ込み、股間に顔を近づける神崎に、オレは絶叫した。

　遠くで雅人の暴れる気配がして、続けて男の声が響いた。

「ウウッ、ウウウウウッ…」

「騒ぐなガキ、おとなしくしてな」

　男が雅人の首にナイフを押し当てる……あっ、引いた！　首に赤い線が…！

　それを見たとき、オレは抵抗するのをやめた。

（雅人ォ…！）

　体じゅうの力を抜いて、ギュッ…と固く目ェつぶったんだ。

　神崎の満足そうな声が、耳を打つ。

「そう、それでいい。それでいいんだよ。いい子だ……ジュ、ジュプッ」

「ハッ……ううっ」

　股間に、ヌルッ…、とした生あたたかい感触が走った。

「ジュプッ、ジュプッ、ジュププウッ」

「うっ…うっ…うううっ」

「どぅしたネ？　明良くん。すなおに声を出したラ、いぃ」

　奇妙にゆがんだ神崎の声が聞こえる。

　くわえながら…しゃべってやがんだ。

（チキショ…死んでも声なんか出すかァ、アホー！）

　神崎の口は、まるでそこだけ別な生きモンみてェだ。オレをズッポリくわえこむ生あったけェ口腔も、先端をチロチロなめる尖った舌先も、根元を甘噛みしやがる歯も…ウッ…なんか異次元の淫乱魔獣とかみてェ……。

　ハッキリ言って、コイツはウマイ。スッゲー、テクニシャンだ。

　あの雅人でさえ足もとにも及ばねェほど。

　だのに…なぜなんだろう？

（気持ち悪ィ、って思うのは…）

　だんだんムカムカしてきて、かすかな吐き気までしてくる。

　雅人とのときは、一回も、こんなことなかった。おんなじコト、されてんのに……。

（オレ、雅人にオモチャにされてるって思ってた。けど、ちげーんだな。本当のオモチャってェのは、こういうのを言うんだ。神崎…コイツはただオレを嬲って、もてあそんでるだけだ。オレへの愛なんか、これっぽっちもねェ！　ャ…だ、オレ、ヤだよ？　たす…けて、助けて、雅人……）

「……ヒッ!!」

　そのとき突然、体内に押し入ってきた異物感に、のどが鳴った。

　思わずっ、開いちまった目ェの上で、神崎のヤローがニヤッと笑いやがった。その手は、オレの後ろへとまわっている——。

「テ…メー、今なに…入れた？」

「なかなか明良くんがイッてくれないのでね。前ばかりでは淋しかろうと思って…フフ…まぁ、後ろにもアクセサリーをね」

「って、まさかッ！」

　大声あげた拍子に下腹部に力がこもって、そのせいでハッキリわかっちまった。

　あまりのおぞましさに、ゾワァ…と全身がトリ肌立った。

　これは、まぁるい輪っかに石がついてる…ウッ、石を止めてるツメ・・がクッと内壁ひっかいたァ…これは、この形は——指、輪、だ。

　このヤロー、ケツん中に、リング入れやがったァァァ！

「チキショ…出せ、出せよーっ！　はやくゥゥゥ！」

「おやおや、そんなに暴れるとドンドン奥に入ってしまうよ。いいのかい？　出してほしかったら、そう、お願いしなくちゃね」

「るせーッ。だれがテメーなんかに頼むかっ！」

　自分で取り出そうとしたオレの手を、両手まとめて、神崎はひっつかんじまった。

「オイコラッ！　放さんかっ、コロすぞーっ！」

「いつまでもそんな態度だと、本当に入れっぱなしにしてしまうよ？　それに…彼のこと忘れたのかな？　明良くん」

「あっ…」

　神崎の言葉にハッと目を向けると、雅人は体じゅう縛られたまま暴れ狂ってて、それを男たちが二人がかりで必死に押さえようとしている。

「ウウッ、ウウッ…ムウウウウウッ！」

「コラ、おとなしくしろってェのに」

「このガキ、ちーっとカワイがってやろうかァ？　アア？」

　男の一人が、雅人の体のすぐ上にナイフをかざす。

　そうするだけで、雅人が暴れるもんだから、ナイフに当たって肌が切り裂かれるんだ！

　あっ…あっ…あっ、首も、肩も、ほおも！

「バーカでやんの、コイツ」

「自分で勝手にケガしてらァ」

　男たちの嘲笑のなか、オレは夢中で神崎にすがりついた。

「やめ…やめさせろよォ、はやくはやくーっ！」

「じゃあ、私にお願いするね？」

「なんでもするから！」

「なら、私の言うとおり繰り返して。『ア×スの中の宝石を出してください』」

「ア×スの中の宝石を出してくださいっ」

　オレは口早に言った。単語にビビッてるヒマはない。はやくしねーと、雅人がっ…。

「よくできたね、明良くん。よし、じゃあ次はこうだ。『宝石のかわりに、あなたのペ×スでオレのア×スを満たしてください』」

「そッ、そんなの言えるわけねッ…」

「できない？　なら、彼がどうなっても……」

　意味シンに消した語尾を視線に変えて、雅人に向けやがる神崎に、逆らえるはずがねェ。

　オレは、ふるえる声で繰り返しはじめたのだった。

「宝石のかわりに、あなたのペ×スでオレのア、ア×スを満…」

「ア×スをどうしてほしいのかな？　ん？」

「ア、ア×スを満たして…」

「それじゃ、ダメだな。最初から通して言わないと。それと大きな声で、ね」

「あっ…あなたのペ×スでオレのア×スを満たしてくださいっ」

　ギュッと目ェつぶって一気に言葉を吐き出した瞬間、オレは心のなかで絶叫した。

（死んじまいてェ！　こんなこと口にするくれェなら！　でもッ…）

　でもッ…そうしないと雅人が——ッ。

「よくできた、明良くん。いい子だ。いい子には…フフ…ごほうびをあげないとねぇ」

「………」

　楽しそうな神崎の声が聞こえてきたが、オレはなにも答えなかった。なんも…しゃべれんかったんだ。恥ずかしさと、悔しさと、ミジメさで。

　かわりに、ツツー、オレのほおを一粒の涙が伝い落ちた。

「おや？　泣いているの、明良くん。そうか、うれし涙だね。これからされることを期待して。なにしろ、自分から『ぺ×スで満たしてください』なんて言うくらいだからねぇ。クックッ…これは、タップリかわいがってあげないと」

　神崎が嬲っているとハッキリわかる口調で言って、オレを床に押し倒した。

　オレは…抵抗しなかった。

　もうそんな、気、力、な、ん、か、残ってない……。

「ほら、明良くん。脚を開いて」

　神崎の手がヒザにかかり、グイッと押し広げられる。

　オレはなすがままになっていた。

「おや、明良くんのはキレイなピンク色をしてるねぇ。まるで宝石みたいだ」

　神崎がオレの両脚を持ち上げ、その部分・・・・をのぞきこんで感想を漏らす。

　オレはただ黙って聞いていた。

「じゃあ、そろそろいくよ。この宝石を…フフ…思うさま抉ってあげよう」

　両脚が肩に抱え上げられ、グッ、神崎のモノが押し当てられた。

　その瞬聞。

（イ————ヤ————だ—————!!）

　オレの体のなかを、バリバリバリバリッ、まるでカミナリが落ちたときみてェな感じでそんな声が走った。駆けた。突き抜けた。

（イヤだ…イヤだイヤだ嫌だ嫌だ嫌だよ——ッ、ウウッ…）

　あまりのミジメさと情けなさにマヒしてた心が、落雷のショックで生き返って、さっき感じていた気持ち悪さと吐き気がよみがえってきたんだ。

「放せーッ、神崎！　ヤメローッ」

　オレは叫んで、神崎の体を押しのけようと死にモノ狂いで暴れた。

「これは驚いた。また、急にどうしたんだね？」

「るせーッ。オレはなァ、雅人以外のヤツはケッなんだよ、ケッ！　いいから、トットと体から下りやがれ、このゲスヤロー！　雅人！　雅人ォ！」

「ほ。雅人に義理立てとは。でも、いくら呼んでもムダだってことはわかってるだろう。それと、これもわかるよね……ヤメロと言われて急に止まれるものかどうかっ」

「あっ」

　一気に言って、神崎は完ペキにオレを組み敷いちまった。

　雅人とおんなじくらいデッケー神崎の体は、いくらオレがもがいても暴れまわっても、ビ…ビクともしやがらねェ！

「クソッ、放せーッ、神崎ィ！」

　脚が頭につくほど、体が折り曲げられる。

「ヤメローッ、嫌だ嫌だ嫌だ——ッ！」

　その部分に、再び熱い脈動が押しつけられる。

「テメーッ、ほんのチョットでもオレの中に入ってみろォ！　ケツに力ァ入れて、テメーのチ×ポ食いちぎってやるからなァ！　ゼーッタイ、やってやるからなァ！　アアッ！　わかったかァァ！　神崎ィィィ…」

　テメェェェェ、と続けようとしたとき。

「テメェェェェェェェ!!　神————崎————!!」

　モノスッゲー怒声が、キ————ンッ、とオレの耳を直撃した。

　鼓膜ビリビリッで、頭がクワンクワン鳴って、マジこりゃ声で人殺せるぜオイって感じの声だった。

（え？　オレまだ叫んでねーのに……）

　と思って、怒声のしたほうへ首をねじむけたオレは——。

（!!　あ…）

　信じられない思いに、目ェ見張った。

　すぐには信じかねて、何度も何度もまばたきした。

　そして信じて…ふるえる声で、その名前を呼んだ。

「マ、サ、卜……」

　雅人の動きは超絶、速かった。

　オレが「マ」と言ったときに男二人をはねのけて立ち上がった雅人は、「サ」のときにはもうオレの横までダッシュしてきていて、「ト」でまだオレに乗っかっていた神崎をひっペがしてガシッと背負ったかと思うと、

「テッメーだけはなにがあっても許さねェェェ！　ウオリャ——ァァァァァ！」

　マジ地球の裏側まで飛んでいきそうな勢いで投げ飛ばした。

「ウワァァァァァ！」

　文字どおりスッ飛んだ神崎は、壁にブチ当たって地球一周旅行をはばまれ、「……」でベシャッと床に落ちてきた。

（あ……）

　その様子にオレは胸が、キュウウウウウン、となった。

（雅人、オメーがこんなに熱くなるなんて。いつも、しれっ、としてるブアイソ男のオメーがさ。これって、オレのせい——オレのため、なんだよな？　そう、思っていいんだよな…？　なァ、雅人。雅人……）

　あまりのシアワセに、ボォ〜、としちまってるオレに、雅人が服を着せながら聞く。

「明良っ、大丈夫かっ？　なんともねーかっ？」

「お、おお」

　オレはハッと我に返って、ドーンと胸をたたいた。

「大丈夫っ。まだ入れられてねーべっ、オレの純潔は無事だっ！」

「…いや、べつにソレだけじゃなくて」

「そう言う雅人こそ、平気なんか？　ナイフで切られてっ…」

「たいした傷じゃねーよ」

「そっか、よかった…！　そういやァ、オメー、どうやってロープ切ったんだ？」

「あ？　明良、オメーが落としてったサファイアのリングだ。あれで切った」

「ゲッ、オレといっしょかー。みんな、考えること、おんなじなんかなァ？」

「あー？　今度、恐怖の法則にでも出してみるかー？」

　そのとき突然、笑っていた雅人の目が険しくなったと思うと、叫んだ。

「神崎！　テメーッ、まだ生きてやがったかァ！」

「えっ？」

　驚いて振り返ると、神崎がショーケースのすみでゴソゴソ動いてやがった。

（雅人の背負い投げくらって、生きてるとは…。神崎め、ゴキブリなみの生命力）

　雅人が、ズイッ、と神崎のほうへ身をのりだした。

「テメーはァ！　もういっペん、ちゃんとコロしとかにゃイカンようだなァ！　アア！」

「待て、雅人。今度はオレにやらせろって」

　そんな雅人を止めて、オレは神崎に近よった。

　そして、いきなり——。

「回し蹴り！」

　をくらわせた。

「ギエエエ！」

　奇声あげてフッ飛んだところへ、その次は飛び蹴り、それからヒジ鉄、そんで頭突き、ヒザ蹴り、カカト落とし……得意技のラッシュアワージゴクだ！　オラオラァ！

「よーもひとをサンザンな目にあわせてくれたなァ、エロジジィ！　オラッ、死ねやーッ。こんガキャ！　オリャーッ……っと、まだオネンネは早ェ。トドメはこれじゃー！」

　オレは、バッ、まだ胸にかかっていたルビーのネックレスをむしりとった。

　それをブンブン振り回して、ガゴーッ、神崎の横ツラにチェーンよろしく打ちつけた。

「究極のルビーアタックじゃ！　宝石はケッコウ武器なんだぜ、宝石泥棒が宝石攻撃でオネンネできて本望だろーがァ！　超マジ死にやがれ——ッ！　このボケナス——ッ！」

「ギョエエエエエ！」

　神崎ゴキブリは大奇声を発して、バッタリと倒れた。

　フン、今度こそ、コロしたぜ。

「わーっ」

「に、逃げろー」

　そこで、雅人にはねのけられたまま様子をうかがっていた男二人が、逃亡をはかった。

「明良、オメーは女どものほう頼むわ」

「って、雅人」

　そう言って、雅人が男どもを追った。

（んー、オメーが男でオレが女の相手ってのはイマイチ納得いかねーけど……ま、あんな目にあったオレの体を気づかってんだァ、と善意にとっとくよ）

　乳バーンの巨乳女とパツ金ネーチャンには、みぞおち一発パンチで警察が来るまでおとなしくオネンネしてもらって、振り返ると——。

　雅人は、一人めを伸して、ちょうど二人めを投げるところだった。

（おー、キレイに決まったな、背負い投げ。もう片づいちまった。ヤッパ格闘技やってるヤツは、技のキレがちげーや。オレもやろうかな、柔道……って、ありゃ？　雅人のヤツ、投げたあと、まだゲシゲシ踏んでるぞ？　わっ、そのうえカカト落としまでやりやがった）

　とか思っていると、雅人がこっちにやって来た。

「明良、俺のほうは終わったぞ」

「おお、オレも片づいた」

　気になったので、聞いてみた。

「なァ、雅人。今のアレ、柔道じゃねーよな？」

「あー？　ありゃ、ケンカだケンカ」

「なんで柔道じゃなくてケンカなんだ？」

「柔道はひと傷つけるためのモンじゃねー。でもケンカは違うぜ？　俺、アイツら、マジコロしたかったからよ」

「って、雅人、オメーもワルだなァ」

「だって、俺、ヤンキーだもんよ。明良、オメーとおんなじ」

「そっか。オレとおんなじヤンキーか」

「ああ」

　オレと同じヤンキー。

　なぜか…そんななんでもない言葉がうれしくて、くすぐったくて、オレは照れ隠しにエイッと殴りマネすると、そのまま雅人の胸に飛び込んでギュッ…と抱きついた。

「ん？　どした、明良」

「…なんでもねぇ」

「そっか」

「そーだよ…」

　背中にまわった雅人の腕が、オレを抱きしめる。

　あったけーな…。

　なんか、ずーっと、こうしていてェ……。

「雅人……」

「明良……」

「——そこまでだ、二人とも」

　でも、抱き合ったまま甘く名前を呼びあった瞬間。

　背後から声が、した。

　そして同時に、カチリ、という音も。

（！　なんだ、この音？　まさか…まさかっ）

　バッ、と振り返ったオレの目に映ったのは、ピストルを持つ神崎の姿だった。

「よくもこの私をっ…。許さん、覚悟しろ！」

「雅人ッ、アブね——ッ」

『ＢＡＮＧバン!!』

「明良ァァァァァ！」

　ルビーアタックで顔から血ィ流した神崎が叫ぶのと、オレが雅人の体ァ突き飛ばすのと、銃声が響きわたるのと、雅人が絶叫するのとは、続けて数秒のうちに起こった。

　腕に、焼けるような感覚が走った。

「……ううっ」

「明良、明良！　しっかりしろっ、明良ァ！」

　必死にオレを呼ぶ雅人の声に、思わずギュッとつぶってた目ェ開けた。

「大丈夫かっ？　明良！」

「あ、ああ」

　オレは腕を押さえたまま、言った。

「…平気だ。弾は、当たってねェ。皮膚のすぐ上を通ったんで、ヤケドしただけだ」

「そうか、よかった！」

「——よくもないと思うが。次の弾で、あの世に行くんだから、たいした違いはない」

　雅人の声に、神崎が答えやがった。

　ピタリ、と銃口をオレたちに向けながら。

「明良くん、きみは殺すには惜しい玉だが……しかたない。私をこんな目にあわせてくれたことだしねぇ…？　二人まとめて、あの世へ送ってやろう」

　フッ…と神崎は嘲笑った。

　それを見たとき、オレは後悔した。

（なんで、さっき神崎を伸したとき、ふん縛っておかなかったんだ？　すぐ警察に通報しなかったんだ？　そうしておけばっ…）

　だが、後悔先に立たず、だ。

　いまさら通報しようにも、非常ベルはレジのそば、電話は階段のわきで、どちらも手が届かない。

「さぁ、そろそろ幕を引かせてもらおうか」

　神崎が、言った。

　カチッ、撃鉄を起こす音が深夜の店内に響く。

　いつのまにか復活した男たちまでが、神崎の背後から迫ってきやがった。

「雅人…っ」

「明良っ」

　オレと雅人は、互いを互いの体でかばいあいながらジリジリと下がって、後退して……そのうち、ドン、と壁に背中をぶつけた。

　ダメ、だ。

「さぁ…明良くん、雅人。仲良く死んでもらおうかね？」

　ダメだダメだダメだ！

　オレは、引き金にかかった神崎の指を絶望的に見つめながら、心のなかで絶叫した。

（もう…オシマイだァ！　チクショ——ッ、チクショ————ッッ）




「……明良ァ？　アンタ、なにしてんのォ？」

「ヘッ!?」

　そのとき。

　いきなり、平ー和そうな声が階段の上のほうから聞こえてきた。

　ババッと目を向けたオレは、叫んだ。

「十朱子！　いたんか！　宝石組合の集まりじゃ!?」

「なんか気分悪くなって途中で帰ってきたの。せーっかく寝てたのに、なに騒いでんのよ。起きちゃったじゃないのォ……ン？」

　今まで寝てりゃたいしたモンだわいっ、と心のなかで反論した瞬間、それまで眠そうだった十朱子の目が、バチッ、と一〇〇％全開になった。

「なによ、コイツら？　ひとの店でなにしてんのよ？」

「十朱子！　泥棒だ…『キャッツ・アイ』だっ」

「なにィィィ!?」

　オレの答えを聞いたとたん、十朱子はダーッと階段を駆け下りてきた。

　そして、そのまま電話をつかむと——。

「そうだ、はやく警察に通報をっ」

　言ってるオレを無視して、ブ————ンッ、神崎めがけて投げつけたのだった。

　ブチッと電話線が切れて、ゴンッと電話が神崎の頭に当たって、その手からピストルが、スコーンッ、あさっての方向にスッ飛んでいきやがった。

「電話はケッコウ武器なんだからね!!」

　フンッ、鼻息も荒く十朱子は堂々そう宣言した。

（うっ、母子おやこだ……）

　思わず、オレが思っちまったのは言うまでもない。

　——それからあとはもう、ヤンキー十朱子の独壇場つーかナンつーか。

　得意のヒールキック炸裂で、神崎たちをドガドガ蹴りまくり、ゲシゲシ踏み倒し、そのうえ、ヘッドロックだのブレーンバスターだのニードロップだの、オレが今まで見たことねープロレス技まで披露してくれたんだ。

「泥棒だとォ!?　ザケたマネしてんじゃねェ、オラオラッ！　女だと思ってナメんなよ、アア!?　『キャッツ・アイ』がコワくて、宝石店がやってられるかーッ！」

　銃声を聞きつけた近所のひとの通報で、警察が駆けつけてきたときには、マジ動いてるヤツはだれ一人いなかった。

　こりゃ、も、警察はラクなもんだ。

（遠山とおやまの金きんさんが下手人やっつけたあとに来る北町きたまち奉行所ぶぎょうしょ、ってか？）

　そんで、そのヤンキー女あらため女遠山の金さんは、

「コイツら、ゼッタイ死刑よ、死刑っ。なんだったら、アタシがコロしてやろうかァ！」

「奥さん、奥さん、おちついてっ。詳しいお話は署のほうでっ」

　怒り狂いながら警官とパトカーに乗って、奉行所…じゃねー警察に行っちまった。

　オレたちは未成年だし、今夜はもう遅いので事情聴取は明日、ということになって——『シェ・トア』には、ポツン、とオレと雅人だけが残されたのだった。

「……明良。オメーの母ちゃん、スゲーなァ」

　しばらくして、雅人がしみじみ言った。

「おー、オレもあれほどとは思ってなかった。もしかすっと、新日本プロレスよりも強ェかもしんね……クシュン」

　しんねーベ、と続けようとしたらクシャミが出た。

「寒いんか？　明良」

　神崎たちとの乱闘で店はメチャクチャ、窓ガラスも割れちまってる。すきま風、ピューピューだもんな。

（そういや、服も、雅人が急いで着せてくれたまんまだ。ちゃんとしとこ）

　と思って、服に手をやった。

　そしたら、雅人もオレの服に手をかけた。

「お、雅人。着るの、手伝ってくれるんか……って、バッカ、なに脱がせてんだッ？」

「あー？　だって、明良、寒いんだろ？」

「寒かったら着るのがフツーだろーがっ」

「服なんかより俺があっためてやるって」

「な、なに言ってんだっ、オメー…」

　いきなり抱き寄せられて、唇をぺロッとなめられ、オレはあわてた。

「コラ、やめろって」

「なんで？　いいべ？」

「よくねーっ」

「いいべ。俺とヤろうぜ」

　あっ、と目ェ見張った。

（雅人、マジな顔してる…）

　いつも、こんなときはニヤニヤしてて、からかい口調なのに。

「な？　俺とヤろうぜ」

　もう一度その顔で繰り返されたとき、オレは自分から雅人の唇に熱いキスを贈っていた。

「んんん、ん——っ♥」

「んん……あ、明良」
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　そうしながら服を脱いで、雅人のも脱がせて、その腰に自分で脚をからめた——。

「？」

　——瞬間、なにかが体の中でモゾッと動いたんだ。

「あ、そっか」

「どした？　明良」

　思い出して言ったオレに、雅人が聞いてきた。

「ルビーのリング、まだ入ったまんまだった」

　あんなケッタクソ悪いモンとっとと出しちまおう、と後ろに手ェまわしたら……ゲッ、その手を、雅人のヤツがひっつかんじまいやがった。

「バッカ！　なにすんだァ」

「俺が出してやるから」

「いいって！　放せアホ」

「カワイクねーと、マジ入れっぱなしにしちまうぞ？　いーんかなァ？　明良クン」

「ゔっ…」

　オレは、顔を真っ赤にして雅人のヤツをにらみつけた。

　コ、コイツゥ！　また、口調が冷やかしになってきてるゥゥ。さっきのマジ顔なんかにほだされるんじゃなかったァァァ。

「雅人、テメーッ、神崎のエロジジィとおんなじコト言いやがって！　こ、このオヤジ、ヘンタイ！」

「あー？　俺、こういうの好みだって言ったろ？」

「るせーッ。オメーの好みなんか知ったこと……アン！」

　知ったことかっ、と言うまえに、声がはねあがった。

　雅人のヤローが、ズプッ、後ろに指つっこんだんだ。

「ヤ…ン！　ヤン！　ヤァ…ン！」

　そのまま指でグリュグリュと内部をかきまわされ、オレは雅人の体にしがみついて鼻声を漏らした。

「オメー、ほんっとカワイイ声、出すよなァ」

「るせーってばッ。そのカワイイっつーの、やめれっ……ン！　ふっ…ンンー！」

「なァ…言えよ、明良」

「なにをだよッ？　アッ…アッ」

「マジ俺にホレてる、ッて」

「え!?」

　思わず、バチッ、と目ェ開いちまった。

　リング出してってカワイクお願いしろ、なんてまたホザクのかと思ったら。

　な…んで、そんなこと……。

「なァ、言ってくれや」

「で、できねっ…」

「なんでだ？　さっきまで大声で叫んでたじゃねーか？」

　たしかに、そうなんだ。

　好きだから後追って死んでやる、マジそれくらいテメーにホレてんだ、好きだーっ♥ヽってなこと、イッパイイッパイ叫んだ気がする。

　でも…ダメだ。

　二人っきりで、こーんな近くで顔のぞきこまれて、目ェ見つめられて……とても、言えない。ンなの、恥ずかしくてゼーッタイできねーよォ！　

「いっ、言えっかーアホォ！」

　オレはもう真っ赤っ赤になっちまって、ギッと雅人の顔をにらみ返してわめいた。

「…ふーん」

「なにが、ふー……んっ♥」

　ふーん、の語尾がそのまま甘い鼻声に変わった。

　深く侵入した雅人の指が奥にあったルビーのリングを、ツン、つっついたんだ。

　そのうえ——。

「おー、リングあったぞー。ここが輪っかだな。俺の指ィ入るかな……おっ、入った」

　なんて言いながら、ズプズプッ、そのリングはめた指で抜き差し始めやがったァ！

　あっ…あっ、デッケー石がオレの中を出たり入ったりするっ…アンッ…石止めのツメ・・がクッとヒダにひっかかったァ……ァン！　ァァン！　イ…イ、イイ、

「イイよォォォ、ヤッ…イ、イクぅぅ！」

　楕円形の石が、ズワッ、奥深くまで埋め込まれた瞬間、オレはビクッと体をふるわせた。

　だのに、雅人のヤローは指の動きを止めちまった。

「イヤ——ッ！　やめない…でっ」

　オレは夢中で追いすがった。

「やめないでやめないでっ。お願い、はやくゥ」

「だったら、言ってみな」

「ヤッ…だ、できねェ。ねェ、動かしてェ…っ」

「なら、言えって」

「ふっ…ん！　ん！　ん！」

　オレは自分で腰ィゆすったけど、ゼンゼンそのくれェじゃイケねーっ。

　イケそーでイケねー感覚に気ィ狂いそうで、動きが欲しくて…あの固ェ石で内壁こすりあげて抉りぬいてほしくて超たまんなくてっ、ついにオレは叫んじまったんだ！

「ああっ、オメーが好きだァ！　マジ、ホレてるよォォォ…チキショーッ」

「——俺もだ」

「エ!?」

　その瞬間、「チュッ」と唇にキスされ、そんな言葉を贈られたのだった。

「俺も、明良、オメーにホレてる。マジ死ぬくれェ」

「そ、それって、マサ……アアアアッ♥」

　名前を呼び終わるまえに、雅人は指とリングいっしょに引っこ抜いちまって、かわりに自分のモノで、ズププププウ——ッ、オレを貫いた。

「アッ…アッ…アッ、雅人ォ！」

「明良ッ、明良ッ、明良ッ」

「アア…ンッ、イイ、イイッ、イイよォォォん！」

「…良、明良ァ、好きだ…明良ァァァ！」

「オレのこと初めて好きって……アッ、アアアアア——ッ!!」

「明良——ッ、クッ…クッ…クウウウウウウッ!!」

　雅人の腕にマジ死ぬくれェ力イッパイ抱きしめられて、オレはイッちまい、雅人もオレの中で激しく爆発していた。

　それから、オレたちは、どれくらい互いにイッたのかわからねェ。

「雅人ォ、もっと…もっとォ！　アッ、アッ……スッゲェェェん！」

「明良、明良ァ、どうだ…どうだっ、イイかァ！」

　キワめても、達しても、まだ足りなくて、キスして…舌ァからめながら、雅人のヒザに抱き取られたオレが、下からの突き上げにあわせて夢中で腰ィ振り動かした。

「明良、まだだ、まだ…っ。ホレ、いくぞォ！」

「ヒィー、き…きてェ、はやくぅぅ……アアン♥」

　イッても、はじけても、もっともっと相手が欲しくてたまんなくて、抱きあって…肌ァまさぐりあいながら、腰をピッタリ密着させた雅人が、グググッ、恥骨がぶつかりそうなくらい深く熱くオレの中に侵入してきた。

「アアアッ！　雅人ォ、雅人ォ、アッ、アッ、アアアア…ンッ!!」

「明良ァ、ウッ…ウッ…ウウウウ——ッ、明良ァァァ!!」

〝…マジでもいいんじゃねー？〟

　そのさなか…ふと、そんな言葉が浮かんだんだ。

　べつに…いいんじゃねーの？

　マジな恋、でもさ。

「明良、好きだ…愛してるっ」

「オ…オレもっ。オメーに超ホレてるよ、雅人ォ！」

　ハヤリじゃなくても、クサクても。

「どした、明良？　はよ乗ってこいって」

「って、オメー、ンな体位ムりだって…」

　…まぁ、ちょっとヘンタイ入りでもかまやしねー。

　だってよ。

「明良、明良、明良ァ——！」

「雅人…雅人ォ！　オレ、オレは今スッゲ…」

　だってよ、スッゲー、シ、ア、ワ、セ、なんだからさ——。







「……アワセ」

「ん？」

　つぶやくと、雅人がオレの胸から顔を上げた。

「いや、シアワセってこんなのを言うんかなーって」

　オレも甘い気だるさの残る体を起こして、ヘヘっ、笑ってみせた。

（ゔっ…笑うと腰にくるぅ。そりゃ、両手の指で数えられねェほどヤッちまったもんなァ）

　ほおをゆるめきって、思い出していると——°

「んー、シアワセねェ……なァ、明良。俺ん家、宝石屋なんだわ」

「へ？」

　——突然、雅人はカンケーねェことを言いやがった。

　オレは、首をかしげながら答えた。

「ああ、知ってるよ。東京の店だろ」

「明良、オメー、俺の名前ェ聞いたときナンカ思わんかったか？」

「オメーの名前……プッ」

　思わず、オレはふいちまった。

　雅人が初めて転校してきたときのこと、思い出したんだ。

「悪ィ悪ィ。そういやァ、なんか夏目雅子モドキなヤツだな、って」

「俺のオヤジ、夏目雅子のスッゲーファンなんだわ。子供には、雅子って名前つけようと思ってたらしい」

「で、生まれたのが男だったもんで、雅人にしたんか？」

「ああ。それで、しょーがねェんで、雅子は店のほうにつけた」

「そっか。オメーんとこの店、雅子ってんだァ。雅子、雅……え？」

　それまで笑ってた自分の顔が、ピキッ、凍ったよーな気がした。

　イヤ〜な予感が、脳裏つーより全身をマラソン大会よろしく走り回った。

（雅子？　東京のジュエリー店…？）

　おそるおそる、オレは聞いてみたんだ。

「って、まさか……？」

「そう。その『まさか』だ」

「なにィィィ!?」

　そして雅人が重々しくうなずいた瞬間、オレは、マジ大絶叫を放っていたのだった。

「『ジュエリー雅子』かァァァァァ!?　オメーの店って！」

　あの十朱子が嫌ってるゥ！

　あの・・泥棒よりも…新日本プロレスよりも…ピストルよりも強ェ十朱子が、死ぬほど毛嫌いしてるゥゥゥ!!

（ゲッ…ゲエエエエエエエエエエッ!!!）

　オレを、これまでの人生で最大最強の「ビックリたまげたモンザエモン台風」が襲ったことは言うまでもない。

　ウッソ…ォ!!

　マジ、きゃよ…！

　ははは、はは……。

　………………。

「……ロミオとジュリエットしちゃってる？　オレら？」

「……みたいだな」

　しばらくして、ポツン、と言ったオレに雅人が、ポツリ、と返した。




　今宵、十二月二十三日。

　街はクリスマス・イヴイヴ。

　本格的な冬の到来はこれからで、あったかな春のシアワセはまだまだ、と————ぶん、やって来そうもねェ……。
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